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　アーチを描く高い天てん井じょうに、子供たちの歓声が響く。時折、ホイッスルの音も鳴り響いた。

「はーい、つぎはビート板を持ってー」

　水深一メートルの浅いプールに腰まで浸つかり、西にし沢ざわ優ゆう希きは小学校低学年の子供たちに指示を出す。

「きちんと並んで、ほら、そこ、並びなさい」

　低学年の中でも初心者が集まっているクラスだ。本気で泳げるようになりたいというよりも水遊び感覚で通っている子が多く、コーチの指示そっちのけでお喋しゃべりして笑い合ったり逆に揉もめたりして、その日の練習メニューをこなすだけでも一苦労だったりする。

　あまりにも不ふ真ま面じ目めだとコーチ歴三年目の若輩者である優希は怒鳴って指導を投げ出したくなるときもあるが、二階の観覧席には保護者がいてわが子の様子を見ているので、きちんと練習させなければならない。

「先生、ありがとうございましたー」

「はい、またね」

　なんとか時間までにメニューを終わらせて、プールサイドに整列させた子供たちと挨あい拶さつをして解散となった。

　濡れた体は冷えている。プールサイドに置かれたデッキチェアに置いておいた大判のバスタオルで急いで体をくるみ、ひとつ息をついた。

　屋内プールのため室温と水温は管理されているが、泳ぐことなく腰まで水に浸かっているだけだと、どうしても冷えてくるものだ。思い切り泳げば体は温まるとわかっているが、十五分後に次のクラスの練習がはじまる。それまでにメニューを見直しておきたかった。

　チェアに腰掛けつつ子供たちのファイルを広げる。次のクラスは小学校高学年で、幼児期からこのスイミングクラブに通っている子供ばかりだ。みんな、かなり達者な泳ぎをするので、練習メニューには気を遣う。苦手な部分、修正しなければならないフォーム、成長にともなって崩れた体のバランスなどを考こう慮りょしつつ、毎週メニューを調整していく。

「先生、優希先生」

　女の子特有の甲かん高だかい声で名前を呼ばれ、視線を上げた。小学校高学年の女の子が二人、笑顔で立っている。スクール水着から伸びた手足は今年の夏も屋外プールでたくさん泳いだとわかる小麦色で、とても健康的だ。だが無邪気な笑顔を浮かべたこの年頃の女の子は厄介だと、優希はもう知っている。

「あのねぇ、聞きたいことがあるの」

「…………なんだい？」

　質問の内容はだいたい予想がつくので身構える。

「先生、カノジョいる？」

「……………」

　どうせそんなことだろうと思っていた。ため息をついて視線を逸そらす。

「いないよ」

「えー、ホントに？　ウソついてない？」

「噓なんかつかない。本当にいないから」

「先生、カッコいいのに、どうしてカノジョいないの？」

　余計なお世話だ。イラッとしたが、ここで女の子たちに怒ってもしかたがない。

「おかあさんがね、優希先生につりあうような女の人はなかなかいないだろうって」

「うちのおかあさん、優希先生はプールの王子様なんだって言ってたよ」

　きゃあきゃあと楽しそうに人の話題で盛り上がっている女の子たちを放置して、優希はファイルに目を戻した。

　こういう対応が「そっけない」だとか「とっつきにくい」だとか言われてしまう原因だろうが、人見知りの性格をしている優希はたとえ相手が子供でも、慣れるまではどう対応していいかわからないのだ。

　コーチになってもう三年目になるのに、週に一回か二回は会うスイミングクラブの子供たちに、なかなか慣れることができていなかった。いまだに子供たちや保護者と対たい峙じすると緊張して、笑顔なんて浮かべられない。

　コーチとしてこんなことではいけないのだろうが、いまのところクレームは来ていないそうだ。むしろ「孤高の王子様」だとか「だれにも媚こびないところがいい」だとか、保護者の母親やシニアクラスのおばさまたちの一部から評されているとか。

　王子様だなんて言われても、優希には自分のなにがどうなってそう呼ばれることになったのかわからない。

　たしかにすこしばかり目鼻立ちが整っているのは自覚している。それに、ずっと水泳をやっていたにもかかわらず体質的に筋肉がつきにくくてスリムな体型をしているから、体育大学を卒業した猛も者さには見えない。

（そりゃ康こう世せいと比べたら俺は繊せん細さいで優雅そうに見えるだろうよ）

　優希はこのスポーツセンターの経営者の一人息子である谷たに康世を思い浮かべる。幼馴染みの同級生である康生は、優希と同時にここに就職した。筋肉ムキムキの偉い丈じょう夫ぶで、目鼻口のそれぞれのパーツが大きい迫力のある顔はいつもにこやかに笑っている。康世は学生時代は野球をやっていたが、いまはスポーツジムのインストラクターをやっていた。シニア世代から理想の孫として可愛かわいがられているらしい。

　康生が地元に戻ってきたことで、このＴＡＮＩスポーツセンターは安泰だと、地元の人たちは喜んでいると聞いた。

　北関東の地方都市、市内で唯一、五十メートルプールを有するこのＴＡＮＩスポーツセンターは、優希がはじめて泳ぎを覚えた場所であり、現在の職場だ。

　優希は地元の高校を卒業後、康生と同じく都内の体育大学に進学した。水泳が好きで、ずっと泳ぎ続けていたが日本代表になれるほど上う手まくはなく、スポーツ関係の仕事に就けたらいいなと思い、在学中にいろいろと資格を取った。卒業後に地元へ戻ってきて三年目になる。

　ちょっと人見知りで笑顔はなかなか作れないが、地元の人たちの健康促そく進しんに貢こう献けんできる仕事はやりがいがあった。

「先生、こんにちはー」

「こんにちはー。先生、今日もお願いします」

　ばらばらと高学年の子供たちがやってきた。おのおの準備運動をはじめている。その中に、粂くめ野の翼つばさがいた。

　現在、小学六年生の男子だ。頰のあたりに子供っぽさが残る丸顔で、目はつぶら。女子たちから「かわいい」と言われて不機嫌になっている光景をよく目にする。だが可愛らしい外見とはギャップのある性格をしていて、なかなかに頑固で負けず嫌いだ。スポーツをやるにはいい性格をしていると思う。

（今日も来たな。皆勤だ）

　翼は優希の記憶にある限り、一度も休んでいない。本人に聞いてはいないが、たぶん泳ぐことが好きなのだろう。

　優希は、翼に将来性を感じている。泳ぎのセンスがあるように思う。

　それに、現在、身長体重は標準だが手足が大きく、成長期を迎えたら身長が伸びそうな体つきをしている。これで筋肉がついて体が出来てきたら、ぐんとタイムが縮まって、もしかしたら自分なんか及ばないくらいの選手に育つのではないかという希望があった。

　二年半のあいだコーチをしてきて、ただ日々の練習を見ているだけでなく、有望な子供たちをもっと伸ばしてあげたいという欲が出てきていた。

　この地域では、中学入学と同時にお稽けい古こ事ごとを辞めてしまう子供が多い。学校の部活動がはじまったり塾通いが本格的になったりで、子供と親たちは取捨選択を迫せまられるのだ。

　このあたりの中学には水泳部がない。翼が学校の部活動を選んだら、一時的にしろ、水泳をやめることになる。

　君には可能性があるから水泳を選んでほしいと翼に言ってもいいのかどうか、自分の見立てが間違っていたらどう責任を取るのか、優希はここのところ悩んでいた。

　ひとつ息をついてファイルから顔を上げる。

　季節は晩夏。半分ガラス張りになった南側の壁を見上げれば、西の空がほんのり茜あかね色いろに染まりつつあるのが見えた。

（あの子が、もし日本代表になれるほどの選手に育ったら……）

　この地域からは二人目ということになる。

　一人目のことを思い出すと、優希は自然と気持ちが高こう揚ようしてきてしまう。

　テレビ画面でしか見たことがない、鋭い眼光と躍動する肉体、水しぶき。彼が誇ほこらしげに金メダルを胸に下げて微笑ほほえんでいる写真パネルが、このＴＡＮＩスポーツセンターのロビーにかけられている。

　濱はま崎ざき駿しゅん介すけ──元日本代表の水泳選手はＴＡＮＩスポーツセンター出身で、優希の高校の先輩でもあった。

　五学年も離れているので高校生活はかぶっていない。優希が高校受験のころ、二十歳になっていた濱崎はすでに日本代表の強化メンバーに選ばれていて、特に目立った話題のない地元では町をあげて応援していた。

　優希は彼に憧あこがれて憧れて、市内のスポーツ用品店の店長に頼みこんで譲ゆずってもらったスポーツメーカーのポスターを、自分の部屋に貼った。男らしく太い眉まゆと切れ長の目、鼻筋がすっと通り、唇はやや厚めで、日本人にしては彫りが深い。一切の無駄がない鍛きたえられた筋肉で覆おおわれた体は素晴らしいバランスで、薄い水着一枚で立つ姿はギリシャ彫刻のようだった。

　濱崎のようになりたい。けれどなれるわけがない。彼は特別だ。

　優希は濱崎が卒業した高校に進学し、おなじ体育大学へと進んだ。もちろん、彼の後を追っても会えるわけがなく、ちらりとも姿を見かけたことなどない。平凡な選手だった自分とはちがい、濱崎は雲の上の存在だった。

　濱崎は二度の世界水泳と一度のオリンピックで日本代表として出場している。

　オリンピックではメダルを逃したが、世界水泳では四百メートルの個人メドレーで金メダルを獲得した。優希は康世と手を取り合って、テレビの前で泣いた。あのときの感動は忘れられない。

　だが昨シーズン、二十九歳になった濱崎は日本代表になれなかった。若手に代表の座を奪われたかたちになり、マスコミはその去就に注目していた。

　そして、今年になってから現役引退を発表。

　優希はまた康世と一緒に泣いた。いままでご苦労さまと勝手に慰い労ろう会かいを開いて飲んだ。

　引退発表後も、濱崎の姿はテレビでよく見かける。スポーツ番組だったり、テレビＣＭだったり。特にＣＭは多い。その野性味のある風ふう貌ぼうとスタイルの良さは絵になるし、現役時代の実績とスポーツ番組で話している姿は好感度が高い。

　スポーツ番組でコメントを求められると、どのスポーツのどの選手にも、濱崎はひとしく賛辞を贈る。その努力を評価し、結果に結び付かなかったときは冷静に分析してみせて、次に活いかせとエールを口にする。かといって真面目一辺倒ではなくて、たまに見せる茶目っ気に親近感があっていい。水泳一筋だった濱崎は、球技が全般的に苦手らしく、そこをつっこまれると惚とぼけたり話を逸らしたり、笑いを誘うような態度を取る。そこがまた濱崎の人間的な魅力になっているのだ。

　優希もそんなおちゃめな濱崎が大好きで、出演する番組はすべて録画している。現在、優希は実家を出て一人暮らしをしているが、仕事を終えて帰宅したあとの楽しみは、録画してある濱崎の出演番組を観ることだ。

　それが唯一の楽しみなんて二十五歳の若者にしては寂しいプライベートかもしれないが、優希はそんなふうには思っていない。今夜はなにを観ようかな、なんて頭の隅で考えるのは楽しい。

　そもそもこの趣味を理解してくれる人でなければ付き合えないので、ここのところずっと恋人なんていなかった。小学生にイジられてもどうってことはない。

　時計で時刻を確認する。そろそろ時間だ。ファイルと羽織っていたタオルをデッキチェアに置き、タオル地のパーカーを羽織って立ち上がる。さっきのクラスでは使わなかったストップウォッチを首から下げた。

「はい、みんな集まって」

　準備運動していた子供たちが優希の前に半円を描くようにして並んだ。

「よろしくお願いします」

　声を揃そろえて頭を下げてくるのに、優希も「よろしく」と応こたえる。

「四コースと五コースを使って、まず、軽くクロールで流して」

　ここのプールは八コースあり、両端の一コースと八コースよりも、真ん中の四コースと五コースの方が水深が深い。一メートル四十センチあるので、低学年の初心者クラスは使わない。

　子供たちが順番にプールに入り、ゆっくりと泳ぎはじめる。このクラスでは優希は水に入らない。プールサイドから全員の泳ぎを見て、指示を出したりタイムを計ったりする。

　今日の体調はどうか、本人のヤル気はどうか、優希はひとりひとりを上からじっくりと見つめていく。成長期で思春期に差しかかった年頃の子供たちだ。無理は禁きん物もつ。ここで嫌な思いをして水泳自体を嫌いになられたら悲しい。

「優希」

　子供たちに集中していた優希は、背後から声をかけられるまで人が近づいてきていることに気づかなかった。

　振り返ると、Ｔシャツ短パンで裸足はだしの男が濡れたプールサイドに立っていた。康世だ。

「練習中に悪い。ちょっといいか？」

　日に焼けた顔が十センチほど上から見下ろしてくる。

「よくないよ。なんの用？　五分早く来てくれればよかったのに」

「ごめん」

　黒々とした太い眉が情けなくもハの字になり、がっしりとした肩がしゅんと下がる。坊ちゃん育ちでのほほんとしている性格のため、ガタイに似合わず気が弱い。

「それで、なに？　手短にね」

　泳ぎ続けている子供たちから目を離さないようにしている優希に、康世がとんでもないことを告げてきた。

「濱崎駿介さんが来ている。スイミングクラブの様子を見学したいみたいなんで、あとで連れてくるから、よろしくね」

「………えっ……？」

　優希は耳を疑った。いま、康世はなんと言った？　濱崎駿介が来ている？　どこに？　ここに？　見学に来る？

「あ………えっと………濱崎駿介って、あの濱崎駿介？」

「元日本代表の水泳選手、濱崎駿介だよ」

「……マジか………」

　優希が茫ぼう然ぜんとしているのを、康世は面おも白しろそうに見ている。

「どうして、こんなところに？」

「こんなところって失礼だな。濱崎さんはここのＯＢだろ。地元に帰ったときに親父に会いに来たのははじめてじゃないらしいよ。俺たちが知らなかっただけで」

「そうだったのか？」

「いままでは帰って来てもとんぼ返りだったらしいけど、ほら、引退したじゃない。時間があるから、ゆっくり館内を見て回りたいって。濱崎さんがここに通ってきていたのはもう十五年も前のことだから、いろいろ変わっているだろ。ジムのスペースは拡張したし、テニスコートは新しくしたし。さっきから親父が案内してまわってる」

　そのとき、ざわっと周囲がどよめいた。プールサイドの出入り口から、小太りの谷社長とすらりとした長身の男が連れだって入ってきたからだ。二階席の保護者が「きゃあっ」と黄色い声を上げたが優希の耳には届かなかった。

「ああ、もう来ちゃった」

　康世の呟きも聞こえない。ただ、世界のすべてが濱崎だけになった。

　谷社長と談笑している濱崎は、ズボンを膝までまくって、裸足で濡れたプールサイドを歩いている。生きて動いている生なまの濱崎に、優希は釘くぎ付づけになった。

（なんだこれ、なんだこれ、すごいカッコいい…！）

　濱崎は現役時代よりすこしスリムになったようだ。首から肩にかけてのラインも、黒いＴシャツに覆われた胸も、裾すそをまくって剝むき出だしにしている膝から下の足も、テレビで見て記憶したものとはちがう。やはり筋肉量が若じゃっ干かん落ちているのだろう。それでも格好良さは変わらない。むしろ精せい悍かんさは増したように感じる。

　谷社長が康世と並んで立っている優希たちの方を指差した。濱崎が視線を向けてくる。

「うわっ……」

　目が合った。息がとまりそうな衝撃に、体が硬直したように動かなくなる。

「駿介君、さっき話した康世の同級生の西沢コーチだよ。まだ三年目で若いけど、なかなか頑張ってくれているんだ」

　谷社長にそう紹介されて、優希はカチンと全身を硬直させた。なにか言わなければと思うが、とっさにどうしていいかわからなくなった。濱崎が片方の眉をくっと上げて不審そうな表情をしたように見えたので、慌てて頭を下げる。
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「は、はじめまして、西沢優希といいます」

「君は俺とおなじＮ高校出身で水泳部だったんだって？」

　ふっと微笑みながら訊たずねられ、優希はますます緊張して顔から表情をそぎ落としてしまった。

　内心では「わー、直接話しかけられちゃった！　あなたに憧れてＮ高に行ったんですよ。頑張って勉強しました！」と小こ躍おどりしているのに、まったく表に出なかった。

「はい、そうです」

　口から出たのはそれだけだ。

「優希」

　康世が苦笑しながら背中をトンと叩いてくれた。もっと喋れよと促うながしてくれているのだろうが、優希は頭の中が真っ白になっていた。

　せっかく長年憧れ続けていた濱崎駿介と対面できたのに、聞きたいことがやまほどあるのに、まるで言語中ちゅう枢すうが麻ま痺ひしてしまったかのように言葉が思い浮かばない。優希は情けなくて涙目になりそうだった。

「じゃあ、あっちのシニアクラスのコーチを紹介するよ」

　谷社長に連れられて、濱崎が優希の前からいなくなった。その後ろ姿を茫然と見送る。

　濱崎とのはじめての生会話が、名前を名乗ったのと「はい、そうです」だけだなんて……。

「優希、めちゃくちゃ緊張していたね」

「………なにも話せなかった……」

　がっくりと肩を落とす。

「今夜、なにか用事ある？　バイトは？」

「今日はシフトに入ってないけど、なに？」

　コーチの給料だけで一人暮らしを維い持じするのは難しく、優希は週に三日ほど飲食店で夜間のアルバイトをしていた。兼業は禁止されていないので、社長も康世もそれは知っている。

「オヤジが濱崎さんを誘って飲み会するって言ってるから、参加しない？」

「えっ、濱崎さんと飲み会っ？」

　能面の後輩として記憶されてしまっただろうから、これは挽ばん回かいするチャンスかもしれない。

「行く、行くっ！」

　濱崎はどんな酒を好むのだろう。どんなふうに酔うのだろう。きっと酔うときも格好いいにちがいない。

　お酌しゃくしてあげたい。大皿から自分が料理を取り分けて、お世話してあげたい。濱崎の言うことなら、なんでも聞く準備はできている。

「まあでも、飲み会っていっても市長だとか議員さんたちも顔出すみたいだから、和気あいあいという雰囲気じゃないとは思うんだけど、あの濱崎さんと一緒にいられるってだけで嬉しいだろ。おい、優希、聞いてる？」

　ぜんぜん聞いていなかった。

　康世が「またあとで」と言い置いてプールサイドからいなくなり、高学年クラスの子供たちがいつまでも指示がないことに気づいて勝手にプールから上がり、ぼうっと立ち尽くしているコーチに「先生、大丈夫？」と声をかけるまで、優希は濱崎のことで頭をいっぱいにした状態で意識を彼方へ飛ばしていたのだった。







　これは飲み会なんかではない。

　優希は市内でもっとも格式のあるホテルの宴会場で、周囲の喧けん騒そうを茫然と眺めていた。

　まるでなにかの祝勝会のような雰囲気だ。金きん屏びょう風ぶの前には花が飾られたテーブルが置かれ、濱崎が座っている。その前には白いクロスがかけられた丸テーブルがいくつも並び、スーツを着た年配の男たちに占領されていた。市長をはじめ市議会議員と、このあたりが選挙区になっている県議会議員、出身校の校長と教頭、顔を知らない恰かっ幅ぷくのいい中年の男はだれだろうと思っていたら、警察署長だった。

　優希の席はかろうじて用意されていたが、谷社長とともに康世は前の方に座っているため、知り合いがいない端のテーブルで、濱崎までは距離がある。表情がかろうじて見えるていどだ。

　地元のスターが帰ってきたと、おっさんたちはご機嫌で、酔っ払いと化したスーツの群れはそろそろ手に負えない感じになってきている。

　けれど濱崎は嫌な顔をせずににこやかに微笑みながら座っていた。おなじ部屋でおなじ空気を吸えただけでも良しとしなければならないのだろう。

　優希はもう帰ろうと決めた。このままだらだらと残っていても、濱崎とは話せそうにない。

　明日もスイミングクラブがある。帰ったら風呂に入って、録画してある濱崎の出演番組を再生して楽しもう。

　優希はそっと席を立ち、康世がいるテーブルに近づいた。谷社長の一人息子である康世は、子供のときから大人の会合に連れていかれて慣れている。今夜も如じょ才さいのない態度で隣に座っている議員と話していた。押しが弱くて頼りない性格だが、こういうところはしっかりしているのだ。

　背後から肩を叩くと、康世が振り向く。

「俺、そろそろ帰るよ」

「えっ、もう？」

「明日も仕事だし、これ以上ここにいても意味なさそうだから」

「ああ、まあ、そうだね……」

　康世は優希を誘ったことを「ごめんね」と謝ってくれた。

「謝らなくていいよ。濱崎さんがこの町のスターだって再確認できた」

　現役引退してプールサイドで紹介されたからといって、それがなんなんだ。濱崎はあいかわらずスターで、優希はただのコーチだ。

「じゃあまた、明日」

「うん、おやすみ」

　優希はそっと会場を後にした。さて、どうやって帰ろうか。田舎いなかなのでバスはもう終わっている。タクシーか徒歩か。

　スポーツセンターからここまでは、康世の車に乗せてきてもらった。優希は自動車免許を持っているが車はない。移動には自転車を使う。その自転車はスポーツセンターの駐輪場だ。

「走って帰ろうかな。何キロぐらいだろ」

　毎朝、体力維持のためにランニングをしているので、十キロくらいなら走れる。節約だ。

　ホテルのエントランスに向かって歩いていると、「西沢君」と声をかけられた。聞き覚えのある声に、まさかと驚きながら振り向く。

「は、濱崎さん……っ？」

　さっき金屏風の前に座っていた濱崎が、優希に向かって大おお股またで近づいてきていた。

「もう帰るのか？」

「あ、はい、明日も仕事なので……」

「へぇ、真面目なんだな」

　濱崎が意外そうに瞬またたく。不真面目そうに見えたのだろうかと、もやっとする。自分の態度は、濱崎にもやはりスカした印象を抱いだかせたのかと、落ちこみそうになる。

「今夜、君とゆっくり話をしたかったんだけど、どうもそんな機会はなさそうだ。スイミングクラブのことをいろいろと聞きたいと思っていて──」

　濱崎はジャケットのポケットから携帯端末を取り出した。

「連絡先、教えてくれる？」

「………えっ…………」

「あ、ダメ？　まだそんなに親しくなっていないのに、教えられない？」

「いえ、大丈夫です」

　想像もしていなかった展開に、内心ではおたおたしながら優希も携帯端末を取り出す。電話番号とメールアドレスを交換し、濱崎は「そのうち連絡するよ。いいだろ？」と優希の顔を覗きこんでくる。至近距離で見る生の濱崎は、信じられないほどキラキラしていた。

　目がくらみそうだが、優希は緊張のあまりほとんど表情筋が動かなくなっている。濱崎の目を無表情でまっすぐ見返してしまい、逸らせなくなった。

　濱崎がじわりと口を笑みの形にする。

「君、モテるだろ」

「そんなことはありません」

「謙けん遜そんしないの。俺に声かけられて冷静でいられるなんて、なかなかのタマじゃないか。いいね、気に入った」

　濱崎がくくくと笑う。

「またな」

　ニッと笑って、濱崎は会場に戻っていった。

「……気、気に入った…って？　マジで、俺のこと？　連絡先、交換しちゃったよ……」

　これは夢ではなかろうか。現実とは思えない。

　ずっと憧れていた濱崎駿介の連絡先が、この中に入っている──と、優希は携帯端末を握りしめる。

　熱にうかされたようになりながら、優希は夜道をふらふらと帰った。走っていくつもりだったのに、濱崎のことだけを考え続けてのろのろしていたら、二時間もかかってしまい、さらにうっかりアパートの前を通り過ぎてしまいそうになったのだった。







　昨夜は興奮のあまりよく眠れなかった。

　寝不足気味ではあったが、優希は朝起きてすぐにいつものようにご飯を食べ、洗せん濯たくをした。

　二階建ての鉄骨木造アパートのベランダは狭い。角部屋なのは幸いだが、西の端なので夏は西日に焙あぶられるように暑くなるのが難点だった。だが春と秋、冬の季節はべつに困ることはない。早く残暑が終わってくれないかなと思いつつ、狭せまいベランダに洗濯物を干した。

　それが終わったらランニングだ。きちんと専用シューズを履はき、外に出る。午前八時は早朝というほど早くはないが、子供たちはとうに登校したあとなので住宅街に人影はそう多くない。

　優希が住むのは、古い一戸建てと小規模な賃貸アパートが混在する地区だった。一戸建ての住民たちは高齢化が進み、ほとんどが顔見知りらしい。入れ替わるのは賃貸アパートに住む者くらいだ。

「おはようございます」

　走り出してすぐ、五十代の女性とすれ違った。ミックスの茶色い中型犬を連れている。ほぼ毎朝会うので、優希は顔見知りになっていた。犬の名前がアキでメスなのも知っている。

「おはよう。毎朝元気ね」

　にっこりと微笑んでくれる女性に、優希はぎこちない笑みで返す。そのまますれ違いになるところを、「あ、あの……っ」とはじめて呼び止めてしまった。

「なに？」

　女性は足をとめて振り返ってくれる。

　いつも挨拶だけで会話なんてしたことがない。黙っていようかと思ったのだが、我慢できなかった。

「昨日、濱崎駿介さんに会いました。これから親しくさせてもらうかもしれません」

「あら、そうなの」

　女性は目を丸くしたが、すぐに優しく微笑んだ。やはり目元が濱崎にそっくりだ。だが似ているのはそのくらいで、彼女は優希よりも頭ひとつ分以上も小こ柄がらだった。

　この人は、濱崎智とも代よ。濱崎駿介の母親だ。優希は近くに濱崎の実家があると知っていて、この賃貸アパートに住みはじめた。運が良ければ生濱崎を一目くらい見られるかもしれないと思って。

　引っ越してから二年以上が過ぎているが、この近辺で濱崎を垣間見ることはできないでいた。それでもべつに落ちこむことなんてなく、濱崎の母親と挨拶をかわせるくらいの顔見知りになれて満足していた。

「確か、あなた、ＴＡＮＩスポーツセンターでスイミングのコーチをしているのよね」

「そうです」

「息子から詳くわしいことは聞いていないけど、水泳のコーチをするかもしれないって言っていたわね。あなたと同僚になるのかしら？」

「そこまではわかりません」

　まさかこんな地方のスイミングクラブのコーチになんか、濱崎がなってくれるはずがない。もしなってくれたら、それこそ夢のようだが。

「わたしのお友達がシニアクラスに入っているの。何年か前、谷社長の息子さんと一緒にイケメンのコーチが来たって、ウワサしていたけど。あれって、あなたのことよね」

「た、たぶん……」

　イケメンってほどでもないと思うが……と、困惑しながらも肯こう定ていする。

「あの子、私と母のことが心配でこっちに帰ってきちゃって。ずっと東京暮らしだったから、地元の友達とは付き合いが浅くなっていると思うの。仲良くしてくれると嬉しいわ」

　穏やかな笑顔でそれだけ言うと、智代は犬を連れてゆっくりと遠ざかっていった。犬のアキはときおり智代を見上げながら歩調を合わせている。賢い子だ。

　優希はしばらく見送ったあと、ランニングを再開する。

　仲良くしてくれると嬉しいなんて、濱崎の母に言われてしまった。やはり勤務先がはっきりしているから信用されるのだろう。

「う、嬉しすぎる……」

　顔がにやにやしてしまうのを我慢しながら走った。

　濱崎家に父親がいないのは、昔から知っていた。濱崎が大学進学で家を出るまで、祖母と母との三人家族だった。現役を引退してから地元に戻ってきたのは、さっき智代が言ったように家のことが心配なのだろう。

　祖母は七十代後半だが元気で、近くのスーパーで買い物をしているのをよく見かけるが、智代には持病があるらしい。田舎の町なので、こういう話はどこからともなく聞こえてくる。優希は自分の母から聞いた。智代は心臓が良くないということだ。犬の散歩ができるくらいなので重じゅう篤とくではないのだろうが、息子としたら心配するのは当然だ。

「濱崎さん、実家にいるのかな」

　これからちょくちょく姿を見かけることになるのだろうか。もしそうならときどきでも挨拶できるようになったらいい。

　昨夜、スイミングクラブの話をしたいと言われたが、本当に連絡が来るのかどうか──たとえ社交辞令で携帯端末になんの連絡がなくても、優希は濱崎を恨うらんだりなんかしない。

　濱崎はきっと多忙だ。帰ってきたメダリストを地元が放っておくわけがない。現に昨夜だって市長や議員がわらわらと集まって濱崎の機嫌を取ろうと必死だった。町おこしに一役かってもらいたいと、みんなが思っていることだろう。これから地元に住むのなら、それらの希望を無む下げにするわけにはいかないことくらい、優希にもわかる。

　それでもスイミングクラブの話をしたいと言ってもらえて嬉しかった。

　リズミカルに走りながら、パーカーのポケットに入っている携帯端末の重みに幸せを感じる。濱崎と繫つながっていると思うだけで、あと十年は幸せでいられると思った。







「へーっ、良かったじゃん。濱崎さんが中座したのは優希を追いかけていったからなんだ」

　インストラクター用の更衣室で水着に着替えているところに康世が来たので、優希は昨夜のことを話した。運よくほかの職員はいない。

「感動ものだったよ。わざわざ追いかけてきてくれたなんて、もう……」

　あのときの濱崎を思い出すだけで優希は震えるほど嬉しい。目が潤うるんできてしまうくらいだ。

　でもどうしていざというとき自分は緊張してしまうのだろう。こうして幼馴染みの康世といるときは思ったことをぺらぺらと喋れるのに。

「あのあと一時間くらい飲んで解散したんだけど、ほとんどの議員さんたちが酔っ払っちゃって、大変だった」

　あははは、と康世は明るく笑う。

「二次会やりたいっていうおっさんたちを宥なだめてタクシーで帰して、濱崎さんを自宅まで俺が送っていったんだけど、なんとマンション買ったんだって」

「えっ？　マンション？　買った？」

　では実家にはいないということか。

「駅のこっち側に、三階建てのおしゃれな高級マンションがあるの、知ってる？」

「……知らないよ、そんなの」

　低層階の分譲マンションなんてセレブのイメージしかない。

「そこだった。さすが稼かせいでる人はちがうね」

「そうだな……」

　やはり濱崎は遠い存在の人だった。安アパートに暮らし、飲食店でアルバイトまでしているしがないキッズクラスのコーチとは生きている世界がちがうのだ。

「あ、でもさ、驚いたことに、なんと、すごいんだけど、まだ内緒なんだけど」

　康世は前置きが多い。

「濱崎さん、うちでコーチしてくれるかもしれないよ！」

「ええっ？」

　悲鳴に似た声を上げてしまい、康世に「しっ」と口の前に指を立てられた。

「まだ内緒だって言っただろ。どこでだれが聞き耳立てているかわからないんだから」

「あ、うん、ごめん。でもそれ……マジで？」

　あの濱崎が、世界水泳メダリストの濱崎駿介が、ＴＡＮＩスポーツセンターでコーチ？

「も、もちろん、水泳のコーチだよな？」

「あたりまえだろ」

　だから濱崎は優希にスイミングクラブの話がしたいと言ってきたのかもしれない。

　憧れの濱崎と一緒にコーチ……。濱崎ほどの選手なら体育大学や実業団から降るほど話があるだろう。推薦があれば水泳協会の役員にだってなれる。

　信じられない。こんな地方のスイミングクラブのコーチになってくれるなんて。けれど康世が言うのだから本当にそういう話が持ち上がっているのだろう。濱崎の母親の智代が、そんな感じの話をしていたことを思い出した。

「コーチっていってもいろいろあるだろ。どのくらいの頻ひん度どで来てくれるんだ？」

「それはまだ決まってない。これから濱崎さんと話し合うことになるんじゃないかな。ほら、どれだけ報ほう酬しゅうが出せるか、オヤジが払える金には上限ってもんがあるから」

　それはそうだ。濱崎の名前をコーチ陣の中に入れられるだけで宣伝効果は抜ばつ群ぐんだが、安い報酬では引き受けてもらえないだろうし、かといって限界はある。

「栄えい太た先輩はなんて言ってる？　この話、社長の暴走じゃないよな？」

　二つ年上の後ご藤とう栄太という高校時代の先輩が、ＴＡＮＩスポーツセンターの事務室に君臨している。一応、水泳部に所属していたが優希以上に筋肉がつきにくい体質らしくて全体的に細く、メガネがトレードマークだ。

　栄太は高校卒業後に専門学校で経理を学び、卒業後、ここに事務員として入った。それまでいい加減だった経理を厳げん格かく化か、効率化して、さらにいろいろと新しい企画を考えるなどしてバリバリやっている。谷社長の信頼は厚く、濱崎がコーチになるなんて大事件を傍ぼう観かんしているだけとは思えない。

「その点は大丈夫、栄太先輩がオヤジの手た綱づなをきっちり握っているから」

「そっか。それなら安心だ」

　優希も康世も栄太には絶大な信頼を置いていた。

「報酬金額とかコーチの頻度とか、そのあたりのことは詰めていかなきゃならないけど、濱崎さんは乗り気でいてくれるんだ。親父ったら浮き足立っちゃってさぁ。超ゴキゲン。本決まりになったら大々的にマスコミに発表するとか言ってる」

　そう言う康世も嬉しそうだ。優希もわくわくしてきた。

　濱崎がコーチになってくれるのなら、有望な子供を選抜して特別クラスを作ってもいいかもしれない。目をつけている粂野翼がどのていどの潜在能力がありそうなのか、濱崎に見てもらって意見を聞きたかった。

「あ、もうこんな時間。優希、大丈夫？」

「ホントだ」

　更衣室の壁にかかっている時計を見て、優希は慌ててスポーツバッグからタオルを取り出す。濱崎の話題だと時間を忘れてしまいがちだ。反省しながら、脱いだ服をロッカーに押し込んだのだった。







　連絡先を交換してからの一週間は、何事もなかった。優希は毎日ランニングをして、智代に出会えば挨拶をして、スイミングクラブに通った。週三日のアルバイトも続けている。

　唯一の趣味というか楽しみは、濱崎の過去の試合や出演しているスポーツ番組の録画を観賞することだ。

「えっ……？」

　いつものスポーツ番組にチャンネルを合わせた優希は啞あ然ぜんとした。毎週決まった曜日に出演していた濱崎が、いないのだ。アナウンサーの横の定位置には、十年も前に現役引退した元プロ野球選手が座っていた。

『今週からよろしくお願いします』

　と脂あぶらぎった顔で会え釈しゃくしているおっさんに、優希はショックのあまり手から発泡酒の缶を落としそうになった。

「ウソだろ、濱崎さん、いつのまに降板したんだよ……。知らなかった……」

　優希の楽しみが減ってしまった──。

　がくりと項うな垂だれはしたが、これからはプールで会えるかもしれないのだから、絶望するほどではないかもと自分を慰なぐさめる。

「じゃあ、録画を見ようかな。どれにしよう…」

　テレビ画面に録画一覧を表示させて選んでいると、ローテーブルに置いておいた携帯端末が鳴った。電話がかかってきたのだ。

「えっ？」

　思わず目を疑う。電話は濱崎からだと、画面に文字が浮かんでいた。

「マ、マジで？　なんで？」

　あわわわわと慌てながら携帯端末を取り、応答した。

「も、もしもし」

『ひさしぶり。元気か？』

　間違いなく濱崎の声だ。

「元気です」

『そうか、俺もだ。元気が有り余ってるくらいだよ』

　笑みを含ませた声音で濱崎が言った。なにかと忙しくて体を動かす暇ひまがないのだろうかと、優希は言葉通りに受け取った。

『あのさ、もう聞いているかもしれないけど、西沢君の同僚になることになったから、よろしくな』

「あ、はい、聞きました。コーチになってくれるそうですね。子供たち、きっと喜びます」

『喜ぶのは子供たちだけ？　西沢君は？』

「もちろん俺も喜んでいます。濱崎さんと一緒にコーチできるなんて、夢のようです」

『夢か。大おお袈げ裟さだな』

「大袈裟なんかじゃないです。濱崎さんは憧れですから」

『君にそんなふうに言ってもらえるなんて光栄だな。明日、さっそくプールに顔出すつもりだから、よろしく』

「はい。こちらこそ」

　にわかに心臓がばくばくと激しく躍り出した。明日、濱崎がプールに来る。もしかして泳いで見せてくれるだろうか。

『じゃあ、また明日』

「はい、明日……。おやすみなさい」

　電話はそれだけで切れた。だが濱崎の深みのある声が耳に残っていて消えない。優希は携帯端末を胸に抱き、かなり長いあいだうっとりと余よ韻いんに浸っていた。

　なんとか普通に受け答えができた。電話だと顔が見えないからマシなのだ。明日は面と向かって会話しなければならない。できるだろうか。

「…………頑張ろう……」

　ちいさく拳こぶしを握りしめた。







　翌日、予告通りに濱崎はプールに姿を現した。

　Ｔシャツにスポーツウエアのハーフパンツという格好だったので、水着ではないんだと優希はすこしがっかりした。

　子供たちは水に浸かったままプールサイドに立つ濱崎をぽかんと見上げている。小学校高学年のクラスだ。濱崎を知らない子なんていない。

「みんな、今日は濱崎さんが見学に来てくれているけれど、いつも通りに泳げばいいからな」

　リラックスしろよと優希が声をかけたが、なんとなくぎくしゃくしている。コーチである優希自身が固くなっているのだから、仕方がないのかもしれない。

　子供たちはしきりに濱崎を気にしながら泳いだ。粂野翼も泳ぐ合間にちらちらと濱崎を見ている。それでもしだいに緊張が解ほぐれていき、いつもの調子になってきた。

　濱崎は練習中は一切口を挟まず、ただ黙って眺めているだけだった。時間いっぱい使って練習したあと、全員をプールから上げて解散となる。プールサイドに並んで優希と挨拶したあと、翼がおずおずと濱崎に声をかけた。

「あの、濱崎さん……ひとつ聞いてもいいですか？」

　ほかの子供たちが帰らずにじっと成り行きを見守っている。

「なんだ？」

「ここのコーチになるって、本当ですか？」

　ストレートに聞いてきてびっくりした。どこから漏れたのか、コーチ就任の話は保護者のあいだでウワサになっているらしい。親が話しているのを、子供たちも耳にしたのだろう。

　濱崎はちょっと目を見開いたあと、ニッと不敵な感じで笑った。

「本当だ」

　子供たちがワッと歓声を上げる。濡れたプールサイドでぴょんぴょん飛び跳ねるから、危ないよと優希は宥めなければならなかった。

　子供たちをなんとか更衣室に追いやってから、濱崎に「あっさり喋っても良かったんですか？」と聞いた。

「んー…まあ、いいんじゃないの。極秘ってほどのことでもないし」

「でもあの、他の仕事との兼ね合いとか、いろいろ事情があるんじゃ……」

「他の仕事？　そんなものないよ」

「えっ、ない？」

「ああ、ＣＭの契約期間はまだ残っているけど、そっちはもう話がついているから大丈夫。変なバラエティ番組でイメージ崩壊するような仕事をするより、地方のプールで水泳の先生をした方が、メーカーは安心なんじゃないの」

　濱崎はさらりとそんなことを言って、クラスのファイルを見せてくれと手を差し出してきた。持っていたファイルを渡すと、一ページずつ丁寧に目を通している。

「この子、いいね」

　濱崎が指差したのは、翼のページだった。優希も横からファイルを覗きこむ。

「濱崎さんもそう思いました？　俺もそう思っています。今後、伸びそうなんですよ」

「うん、うまく指導してあげられたら、かなりいいところまで伸びそうだよな」

　濱崎はさっきまで翼が泳いでいた光景を思い出そうとでもするように、無人のプールを眺めた。

「この子もいい。こっちの子も」

　濱崎は翼以外の子供も指差した。

「この子は平泳ぎが上手かった。この子は背泳ぎ。体の使い方にセンスがある」

　たった一回、練習を見学しただけで、濱崎は複数の子供の泳ぎについていくつか指摘をした。良い点だけではなく、悪い点もしっかり見ていて、どうすれば改善できるかという提案もしてくれる。

「すごいです、濱崎さん。さすがですね」

　優希が尊敬のまなざしで賛辞を贈ると、濱崎はふっと照れたように笑った。

「とりあえず、今日はこのくらいかな。また明日、来てもいいか」

「もちろん、いいですよ。来てください。明日は小学校低学年のクラスです」

「楽しみだ」

　濱崎が滲にじむような笑みを見せてくれて、優希は陶然としたまま、視線を逸らすことができなかった。

「今日はなんだか感じが柔らかいな。なにか心境の変化でもあった？」

「えっ………」

　なんのことかと首を捻ひねり、すぐに濱崎と普通に近い感覚で話ができていることに気づいた。

　話題が子供たちのことだったからだろうか。

「あの……俺はちょっと人見知りで緊張する性た質ちなんです。濱崎さんにすこし慣れてきたみたいです」

「へぇ、そうだったんだ」

　濱崎は軽く目を見張り、しばらく考えたあと、このあとの予定を聞いてきた。

「今日はこのあと、シンクロの教室だけなんだろ。西沢君はもう終わり？」

「受け持ちのクラスは終わりですけど、提出しなきゃならない書類がいくつかあって……」

「そのあとは、なにか用事がある？」

「今日ですか？　ないです」

　アルバイトのシフト表を頭に思い浮かべる。今夜は入っていないはずだ。

「じゃあさ、飲みに行かないか？」

「えっ、俺とですか？」

「この流れで、西沢君以外のだれと行くっていうんだよ」

「二人きりで……？」

「そう、二人きりで」

　にわかに緊張が高まってきた。うっかりすると視線がきょろきょろと不自然に動いてしまいそうだったので、意識的に斜ななめ下へと定める。

「まつげ、長いな」

　濱崎の指先が、不意にまつげの先に触れた。

　口から悲鳴が漏れそうになったが、とっさに唇を嚙みしめる。

「目を伏せた顔、いいね」

　いままでさんざん顔のことをイジられてきた。褒められたり女みたいだと言われたりしてきたが、不愉快に思いこそすれ、喜びを感じたことなんかない。

　でも濱崎に「いいね」と言われて、胸の内が高揚してくる。感じているのは喜びだった。

「どこか美お味いしい店、知らないか？　高校卒業してからずっと東京暮らしで、地元の店なんて全然知らないんだよな」

「わかりました。ご案内します」

　返した声が掠かすれていた。

「おまえってホントに──あ、おまえって言っちゃった」

「おまえでいいです。好きなように呼んでください」

「じゃあ、西沢って呼び捨てにしてもいい？」

「どうぞ」

　呼び捨てなんて、直近の後輩に昇格したみたいで嬉しい。だがあいかわらず気持ちは表情に出ない。どうやったら顔に気持ちを出せるのか、わからなくなってきた。目の前にいるのが康世か栄太ならば簡単なのに。

「西沢、俺にずっと憧れていたって言ってたけど、ホントにそうなんだ？」

「本当です」

「そうか。嬉しいな」

　濱崎は目を細めて意味深に笑ったあと、ファイルを優希に返してきた。

「喫茶室にいるから、仕事が終わったら呼びに来いよ」

「はい、わかりました」

　踵きびすを返して更衣室の方へと歩いていく濱崎の後ろ姿は、やっぱり格好いい。つぎのシンクロクラスの女の子たちが憧れのまなざしを注いでいる。

「みんな、ちゃんと練習しろよ」

　気安く声をかけて近くの女の子の頭を大きな手で撫なでているのを見て、優希も「撫でてもらいたい…」と本気で羨うらやましく思ったのだった。







　優希が濱崎を連れていったのは、自分がアルバイトをしている居酒屋だった。

「へーっ、ここでバイトしてんだ」

　店構えを眺めて、濱崎が感心したように呟く。

　駅前の賑にぎやかな場所からすこし外れた通りにある店で、和洋折衷ぽくてシックな外観と間接照明を使った内装が大人の隠れ家を演出している。居酒屋ではあるが値段設定が高めなので、学生はほとんど来ない。大人がゆっくりと美う味まい酒と料理を楽しむ店なのだ。

「西沢らしい、お洒落しゃれなところだ」

　なんだか自分の人となりについて、かなりの誤解があるようだ。訂正するにしても濱崎の目にどう見えているのか聞かなければならず、想像しただけで口が重くなる。

　とりあえず食事だと、ドアを開けて店に入った。電話で予約してあったので、優希と濱崎はすぐに個室へ案内された。有名人の濱崎を一般客と一緒にしたら落ち着かないだろうと思ったからだ。

　案内して注文を取ってくれたのは古株のアルバイターで、当然優希とは顔見知りだ。濱崎を連れていくと告げてあったので、とくに驚くことなくにこやかに接客してくれた。

「バイトやってないと、生活は苦しいのか？」

「ギリですね。一人暮らししているので。実家にずっといても構わなかったんですけど、一度一人で暮らしちゃうと、やっぱり家族と暮らすのって面倒臭いかなと思って」

「まあ、それはあるな。俺も実家には戻らなかった」

　濱崎が頷きながらおしぼりで手を拭ふく。

「超高級マンションだって聞きました」

「だれに聞いたんだ。社長の息子か？」

「そうです。あ、内緒の話でしたか？　康世は俺以外に喋っていないと思いますけど。もちろん俺もほかには漏らしません」

「そんなに極秘情報でもないよ」

　ふっと笑って水を飲む。濱崎のしぐさがいちいち格好よくて、優希はぽうっと見み惚とれそうになってばかりだ。

「もっと稼かせぎたいとか、野望はあるのか？」

「稼ぎたい、ですか？　もちろんコーチだけで楽に暮らしていけたらいいですけど、俺はそれほど実績のある選手じゃなかったし、いまくらいが分相応だと納得しています。極貧ってほどの暮らしでもないし」

　これは本心だ。贅ぜい沢たくを言えばきりがない。大好きな水泳に関わっていられるだけ、ありがたいと思っている。

「アパートは風呂トイレ付きだし、ご飯は三食とれているし、特に不満はないです」

「プライベートに潤うるおいは？」

「潤い？　どういう………」

「恋人はいないのか？」

「恋人、ですか」

　まさか濱崎にそんなことを訊ねられるとは思ってもいなかったので、優希はうろたえた。

「いまは、いないです……」

「以前はいたのか？　いつごろ？」

　なぜかさらに質問されて、困惑しながらも答えた。

「もう忘れるくらいに昔です。俺、不器用で、だいたい振られるんですよ。そういう恋愛ごとに向いていなくて……」

「向いてなくはないだろ。それだけ見た目がいいんだから」

「いえ、だからその、俺の見た目なんてたいしたことないですから。濱崎さんにそんなこと言われたら嫌味にしか聞こえません」

「嫌味のつもりはないが？」

　澄ました顔でそんなことを言う濱崎は、たぶん自分の外見が他人に与える影響をわかっている。自信のある目に正面からじっと見つめられると、黒い瞳に吸いこまれそうになった。

「恋人がいないのはわかった。じゃあ、軽い付き合いの相手は、いる？」

　それはどういう意味なのだろう。ガールフレンドとか、友人関係のことを聞かれているのだろうか。わからなくてくちごもる。なにか言わなければと焦あせれば焦るほど、頭の中で言葉がくるくると回った。

「お待たせしました」

　そのタイミングで料理と飲み物が届いてホッとする。すぐに食事がはじまった。

「おまえが薦すすめるだけあって、美味いな」

「そうでしょ。この店のものはなんでも美味いんです」

　気に入ってくれたようで安あん堵どした。濱崎の質問にうまく答えられなかったが、機嫌よく食べて飲んで喋ってくれるだけで、優希はこのうえなく嬉しかった。







「それでさ、濱崎さんって焼き鳥が好きなんだって。ねぎまばっかり食べて、カッコよかったよー」

「それのどこがカッコいいのか、さっぱりわからん。優希、仕事の邪魔をしないでくれ」

　のぼせたようになって濱崎と食事をしたときのことを喋っていたら、栄太に厳きびしい言葉を返されてしまった。

　ＴＡＮＩスポーツセンターの事務室で、優希と康世はデスクでＰＣに向き合っている栄太を挟はさんで立っていた。来月のシフト表を受け取りに来たら康世が栄太と話していたので、優希が「ちょっと聞いて」と花を飛ばしながら駆け寄ったのだ。

「栄太先輩、優希は邪魔してるつもりはないんですから、そんなふうに言わないでやってくださいよ」

　康世が庇かばってくれたが、栄太は胡う乱ろんな目を向けてくる。優希と康世がラフなＴシャツ姿であるのに対して、栄太はワイシャツにネクタイ、ついでに黒くろ縁ぶちメガネという、これぞ事務員といったファッションだ。

「オレはいま仕事中なんだよ。濱崎さんと仲良くなった話はもういい。あの人はウチのコーチになってもらう貴重な人材だから、おまえが接待してくれたらありがたいが」

「接待してるつもりはないです」

　食事代を奢おごってもらったらそれは接待ではないだろう。優希は割り勘にするつもりだったのだが、濱崎がさりげなく店員にカードを渡して精算してしまったのだ。恐縮する優希に、濱崎は誘ったのは自分だし先輩だからと言って笑った。

　もう、なにからなにまで格好いい。あんな人がこの世に存在するんだと、優希は夢見心地だ。

「接待じゃないなら、デートか？」

「デ……ッ！」

　思いがけない単語の出現に、優希は舌を嚙みそうになった。濱崎とデートだなんて！

「栄太先輩、なに言ってんですか」

「そこで赤くなるなよ、優希」

　栄太がため息をつき、黒縁メガネを外す。指先で目頭を軽く揉んだ。

「おまえは、つくづく外見と中身のギャップが酷いな。そのへんのこと、濱崎さんはわかってんのか……？」

　なにやらぶつぶつと呟いている。

「濱崎さんの向こうでのウワサ、優希は知ってる？」

「向こうって、東京？」

「そう」

「ウワサって、濱崎さん、なにか言われているんですか？」

「………知らないならいい。まあ、何事も経験だ。おまえはじゅうぶん素質がありそうだから、案外イケるかも」

「なにがですか？」

　栄太がなにを言っているのかさっぱりわからず、優希はきょとんとする。

「とりあえず、あの人の機嫌を損ねるようなことはするなよ。おまえがおとなしくハイハイって言ってりゃ、コーチはやってくれるだろう。優希は気に入られたみたいだから」

「でも、こんな田舎のスイミングクラブでコーチなんて、もったいないような気がするんですけど……」

「こんな田舎で悪かったな。ＴＡＮＩスポーツセンターはそのうち俺がもっと大きくしてやるから見ていろ」

　栄太がムッと眉み間けんに皺しわを寄せながら大それたことを口にする。康世の前でそんな発言をするということは、谷社長も康世もそのつもりなのだろう。たしかに康世に経営は無理だ。頭の中にまで筋肉が詰まっているような男だから。

「いつまでコーチをやってくれる予定なんですか？　すぐに体育大学のコーチに呼ばれたり、水泳協会の役員に就いたりしませんか？」

「大学のコーチはあるかもしれないけど、水泳協会はないな」

　栄太がきっぱりと否定したので、優希は首を傾かしげた。

「どうしてそんなふうに言い切れるんですか」

「おまえ、知らないのか？　まあ、知らないだろうな。ウワサとか内情とか、そういうのに疎うといから」

「俺も知らないよ。なんの話？」

　康世がきょとんとしている。

「現在の水泳協会のトップは菱ひし田だ学まなぶだ。元日本代表の水泳選手で、現役時代にメダルこそ取ってはいないが、引退後、協会で辣らつ腕わんをふるった。国会議員や各省庁に働きかけ、選手育成のための予算をもぎ取り、いまの水泳大国ニッポンを作ったのは菱田理事長だ。そのくらいは知っているだろう」

「はい。だいたいは」

　全国大会のパンフレットには必ず菱田理事長の写真と挨拶文が載っているので、顔は知っている。浅黒い顔は五十代半なかばを過ぎているとは思えないほど若々しく、がっしりとした体格をした人だ。

「濱崎さんは、菱田理事長の息子だよ」

「ええーっ！」

　思わず声を上げて驚いてしまい、栄太に「うるさいっ」と叱しかられた。

「濱崎さんがまだ小さいころに離婚したらしい。どうしてだ、なんて聞くなよ。知るか」

　栄太が肩を竦めるのを、優希は茫然と見る。

　あの濱崎が菱田学の息子──。ということは、智代とは元夫婦ということになる。

「知らなかった……」

「大々的に発表しているわけじゃないから。だが隠すことでもない。知っている人は知っている、という感じの話だ」

「……じゃあ、親子でおなじ業界にいるってことなんだ……？」

　康世がぽつりと呟く。

「どうして濱崎さんは水泳を選んだんだろう」

　たしかに濱崎ならべつの競技でもトップクラスに登りつめられたような気がする。だが水泳を選んだ。

「泳ぐことが好きだったんじゃないの。そのへんのことは本人にしかわからないよ」

　優希だってどうして水泳を続けているのかと聞かれても、よくわからない。ただ好きだからとしか答えられなかった。

「あの親子はあまり仲が良くないっていう評判だ。菱田理事長の方が息子を避けているらしい。まあ、それも仕方がないことなのかもね。菱田理事長は再婚して、別の家庭を築いているわけだから」

　智代は再婚していない。自分の母親と二人で、古い家で静かに暮らしている。

「だから、水泳協会に濱崎さんの居場所なんかないってこと」

　栄太は話は終わり、とばかりに立ちあがり、康世と優希をぐいぐいとドアへと押した。

「あ、待って、栄太先輩。菱田理事長と親子だって話が、さっきのウワサ話の内容と繫がっているんですか？」

「それとは別。いいよ、おまえが嫌じゃないなら、そのままイチャコラやってろ」

「えっ？」

　康世と肩を並べて廊下を歩きながら、優希は「栄太先輩はなにが言いたいのかな？」と聞いてみた。康世は情けない表情で首を横に振るだけだ。

「栄太先輩って、賢いんだけど、ときどき言葉が足らないよね」

「俺たち、脳筋だから……」

　そんなことないよと否定してくれる友達は、いまのところ二人ともいない。

　濱崎のウワサとやらがなんなのか、優希にあるかもしれない素質とはいったいなんなのかわからないままだ。だが優希はそのうち忘れた。

　濱崎からメールが届いたからだ。

『明日の夜、空あけておいて』

　すごい、また誘われた。だが明日は食事ではないらしい。

『午後九時に、プールで待っている』

「プールで？」

　午後九時なんて、もう営業時間は終わっている。スイミングクラブの最後のクラスは午後八時半に終わるのだ。メールでそう返したら、『借りた』と短く答えが。

　営業時間が終わったあとにプールを貸し切りにしたということだろうか。そんなのは聞いたことがないが──。

「谷社長に頼めば、濱崎さんのことだからほぼ通りそうだよな……」

　もしかしたら泳ぐところを見せてもらえるかもしれない。

　優希はわくわくしながら明日の夜を待った。







　濱崎とプール。

　その約束に興奮し過ぎたせいか、前夜眠れなかったのがいけなかったようだ。

　ふっと気がつき、優希は慌てて顔を上げた。

　コーチ用のデスクにつっぷして居眠りをしていたらしい。

「うわっ、九時過ぎてる」

　慌てて椅子を蹴けって立ちあがった。予定通り八時半にすべての練習が終わり、約束の九時まで子供たちのファイルを整理しながら時間をつぶしていた。

　もちろんタイムカードはすでに押してあり、勤務は終了したことになっている。

　営業終了から翌朝の開始時間まで、広い館内には警備員だけになるはず。普通なら長々と残っている優希を見つけた警備員が帰宅を促すところだが、おそらく社長から話が通っていたのだろう。濱崎がプールを使うからと見回りに来なかったようだ。

　ばたばたとファイルを片づけ、優希はプールへ直接出られるドアを開けた。

「あれ？」

　屋内プールの照明は点ついておらず、暗かった。

　南側がガラス張りになっているので、そこから中天に差しかかった丸い月が見えている。白い月の光だけが、ガラス越しにプールを照らしていた。

　なんだか神秘的な光景だ。子供のときからこのプールに通ってきて、コーチになって三年目にもなるのに、こんな夜のプールの光景は見たことがなかった。

　いつもは煌こう々こうと明かりがつき、子供たちの歓声や水音、おばさまたちのお喋りで賑わっているのに、いまはしんと静かだ。

　パシャ…と、ちいさな水音が聞こえて、優希はそちらを見る。きれいな水すい紋もんが広がっては消えていく、その中心に、濱崎の頭があった。ゆっくりと平泳ぎで進んでいる。

「よう、もう来ないかと思ってたぞ」

　泳ぎながら言われて、優希は「すみません」とプールサイドを走る。いつも子供たちに危ないから走るなと言っているのに。

　濱崎の近くまで寄って、深々と頭を下げた。

「コーチ室で、うっかり居眠りしてました」

　プッと吹き出した濱崎のフォームが崩れ、美しい水紋がわずかに乱れる。

「バカ正直だなぁ。知ってるよ。さっき部屋を覗いたら、おまえが呑のん気きな顔で寝てた。額に机のあとがついているぞ」

「えっ」

　焦って額をてのひらでごしごしと擦こすったが、そんなことでは消えない。

「おまえの寝顔って、起きているときとまるで違うのな。あどけない感じがして、可愛かったぞ」

　可愛いなんて言われたのはひさしぶりで、優希は頰を熱くさせた。きっと赤くなっている。さいわいにも薄暗くて濱崎に気づかれなかったようだ。

「一緒に泳ぐか？」

「はい」

　優希は羽織っていたパーカーを脱ぎ、ハーフパンツも脱ぎ、水着一枚になった。いきなり飛びこみたいほど気持ちが逸はやっているが、準備運動は必須だ。ケガなんかしたら子供たちに示しがつかない。泳ぐのをやめた濱崎が、水の中から見上げてきた。

「まだ体は弛ゆるんでいないみたいだが、よく泳いでいるのか？」

「いえ、そんなには。でも毎日走ってます」

「へぇ、いい心がけだな」

　褒ほめられて悪い気はしない。ひととおり体をほぐしてから、そっと水に入った。ほどよい冷たさが気持ちいい。濱崎がいるコースのとなりで、まずゆっくりとクロールで水を切る。すると濱崎もクロールでついてきた。

（俺、あの濱崎駿介と一緒に泳いでいる！　すげぇ！）

　内心ではかつてないほど興奮しながら泳いだ。五十メートルプールを一往復して足をつき、となりにいる濱崎を見み遣やる。濡れた顔を両手でざっと拭うしぐさが男っぽくて格好いい。

「西沢はなんの種目だったんだ？」

「一応、自由形でした」

　個人メドレーのメダリストに得意種目を答えるのは恥ずかしい。濱崎はオールマイティだ。四つの泳法でトップタイムが出せないと、個人メドレーなんかでメダルは取れない。

「勝負しようか」

「えっ」

「行くぞ」

「あ、はいっ」

　いきなり泳ぎはじめた濱崎に、優希は慌てて壁を蹴った。月明かりしかないプールで、数メートル先を行く水泡を追う。ただ無心で追いかけた。

　百メートル泳いだあと、濱崎が平泳ぎに切り替える。優希もそれに倣ならった。だが得意ではないのでどんどん差が開いていく。

　それでも楽しかった。濱崎が手加減せずに泳いでくれていることがわかって、震えがくるほど嬉しい。

　そうして四百メートルを泳いだあと、濱崎が足をついた。優希もスタート台の下でとまる。

　久しぶりに全力で泳いだせいで、優希は激しく息を乱し、肩で呼吸しなければならないくらいだった。だが濱崎は軽く息を乱しただけで、余裕の笑みを浮かべていた。

「きつそうだな」

「き、きつい、です。すみませ……っ」

「謝ることはないだろ。鈍なまってるだけだ」

　ふふっと笑ったあと、濱崎はまた壁を蹴って潜もぐった。数メートル先で水面に上がってきたときには、しなやかなドルフィンキックで進んでいる。すぐに両手で豪快に水をかき、バタフライであっという間に遠ざかった。

　両手から飛び散る水滴が、暗いプールの中できらきら光って見える。もはや濱崎は人ではない。魚──いや、イルカだ。

　濱崎はそのままバタフライで戻ってきて、飛び込み台の下にタッチした。満足そうな顔で優希を振り返る。

「気持ちいいな。やっぱり水の中は落ち着く」

「ですね」

　優希が頷くと、濱崎はまた泳ぎ出す。こんどは背泳ぎだ。呼吸が平常に戻ってきた優希もあとに続いた。

　そんなふうに何往復かしたあと、休きゅう憩けいしようと言われてプールサイドに上がった。

　優希がいつも使っているデッキチェアは畳たたんで壁にたてかけてある。それを広げて、濱崎に座ってもらった。自分は床に直接腰を下ろし、濱崎を見つめる。

　やはり現役時代より若干筋肉が落ちているように見える。だが優希よりもずっと筋肉がついていて逞たくましい。長い手足と割れた腹筋を惜しげもなく晒さらして、濱崎はデッキチェアの上でひとつ息をついた。

「どうだ。夜のプールもいいもんだろ」

「はい、静かでいいですね」

「谷社長に頼んでこんなふうに貸してもらうのは、じつははじめてじゃない。帰省したとき、時間があったらこうして夜間だけ貸し切りにしてもらっていた」

「そうだったんですか」

　へぇ、と優希は相あい槌づちをうつ。

「顔が知られ過ぎて、人前でのんびり泳ぐなんてこと、できないだろ。全力で泳がないと、弛たるんでいるとかどこか故障しているのかとか、外野がうるさい。俺はタイム関係なしにのんびり泳ぐのが好きなんだよ」

　ニッと笑った濱崎から、優希はついに目が離せなくなった。ぼうっと見惚れてしまう。

「おまえさ……」

　濱崎の目が眇すがめられた。どこか野性的な色気を感じる目つきに、優希はドキッとする。

「いつも、そんな目で俺を見ているよな」

　そんな目って、どんな目なんだろう。自分ではわからない。

「不愉快だったら、すみません……」

「いや、べつに不愉快なんかじゃないよ。ただ、落ち着かない気分にさせられるだけだ」

　ぎしっとデッキチェアが軋きしむ。濱崎が上体を起こして、優希の顔を覗きこむように近づいてきた。

　月明かりだけが差しこむプールサイドで、濱崎となぜか見つめあうかたちになる。

　息が唇にかかるほどの至近距離。まるでキスする寸前のような体勢だと気づき、優希は慌てて顔を引いた。薄暗くて助かった。きっと耳まで赤くなっているだろう。

　濱崎はなにも言わないが、痛いほど視線を感じた。なにか言わなければ。なにか。

「あ、あの、菱田理事長のこと聞きました」

　とっさに口から出たのは、栄太から聞いた話だった。

「ああ、俺の父親だとか、そういう話？」

　濱崎の声音が面白くなさそうな平へい坦たんなものになり、優希は「しまった」と失敗を悟る。仲が良くないらしい父親のことなんか話題にされたら、嫌な気分になるのは当然だ。

「聞いたってことは、知らなかったんだ」

「知りませんでした……。その……すみません」

「べつに隠していることじゃないから、謝らなくていいよ」

　知ってしまったことに対して謝ったわけじゃない。いまこの話題を出してしまったことに対してなのだが、わざわざそう言うのも余計なことのように思える。

「水泳協会で俺の居場所はないとか、そういう事情も聞いたんだろう？」

「…………はい」

　ははっ、と濱崎は乾いた笑い声を吐いた。

「水泳協会のどこがそんなにいいんだろうな。俺はべつに役員になんかなりたくないし」

「そうなんですか」

「まわりが勝手に憶おく測そくしているだけだ。俺はこうしてプールにいたい。おまえみたいに子供たちに教えたいんだ」

　濱崎がだれもいないプールを見遣る。水紋が微かに動くだけの静かなプール。

「俺はみんなに水泳を好きになってもらいたい。水の中って気持ちいいんだぜって、心から思ってもらいたい。それで、運よく才能があるヤツとめぐり会ったら、しっかり教えてやって、世界でメダルが取れるくらいの選手に育てたいんだ」

　力強い濱崎の声が、胸にずんと響いてくる。

　世界でメダルが取れる選手を育てる──それが濱崎の夢ならば、優希とおなじだ。

　濱崎は父親との確かく執しつが原因で田舎に引っこんだわけではなかった。故郷で子供たちを育てるという夢があって、ここまでやってきたのだ。

「濱崎さん、俺もおなじことを考えていました。ここで、メダリストを育てたいです」

　優希がはっきりと夢を口にすると、濱崎が極上の笑顔で振り向いた。

「そうか、おまえもおなじか。じゃあ、一緒にやっていこう」

「はい！」

　わくわくする。濱崎と一緒に子供たちを指導していくのだ。ずっと憧れていた人とおなじ目標に向かっていくなんて、本当に夢のようだ。

「ほら、またそういう目で俺を見る」

　濱崎が苦笑したが、優希はまたもやわからない。

「自分ではわからないのか？　俺のことを熱っぽい目で見ているのに？」

　近づいてくる濱崎の顔から、目を逸らすことができない。引き寄せられるように首を伸ばしていた。
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　一瞬、唇と唇が触れあう。かすかなぬくもりに、唇が痺しびれたようになった。

　これはいったいなんだろう？　自分の唇が、濱崎の唇に触れた。もしかして、これはキスだろうか──。

　茫然と、指先で自分の唇をなぞってみる。

「………いま、キス……しました？」

「した」

　濱崎が白い歯を見せて笑顔になった。

「キスはダメか？」

「ダメ…じゃない…です」

　どうしていきなりのキスを受け入れるような返事をしてしまったのか、優希は自分がわからない。だが、嫌ではなかった。

　濱崎が手を伸ばしてきた。後頭部を大きな手で包みこまれるようにされ、今度は嚙みつくようなくちづけを仕掛けられた。

　びっくりしてもがいたが濱崎の逞しい腕はびくともしない。それでも本気で抗あらがえば逃れられただろうが、優希にはできなかった。いや、しなかった。

　唇をぬるりと舌で舐なめられて、背筋をぞくっとしたなにかが走り抜ける。「あっ」と声を上げかけたら口こう腔こうに舌が入りこんできて、めちゃくちゃにかき回された。濱崎の舌を追いだそうと舌を動かしたら、こんどは優希の舌に絡まってくる。

「ん、んーっ………！」

　とたんに、また背筋を駆け抜けるものがあった。もうわかった。これは快感だ。

　ぬるぬると滑すべる柔らかな舌は、優希の官能を否応なく引き出していく。

　こんなキスはしたことがない。女の子と付き合ったことはあるし、セックスをしたこともあったが、真の意味でただ経験したというだけだった。

　濱崎の荒々しいくちづけから解放されたとき、優希は息が上がっていた。視界が滲んでいるのは、生理的な涙のせいだろう。

「色っぽい顔になった」

　濡れた目尻を濱崎の指が擦ってくれる。

「澄ました顔も魅力的だが、俺はこっちの方がいいな。ぞくぞくする」

　色っぽい？　色気なんて、いつ自分に備わったのだろうか。わからなくて茫然とする。いったい自分はどうしてしまったのか。濱崎にキスをされて、嫌がるどころか受け入れて、気持ちよくなってしまった。

「俺にこうされるのを待っていたんだろう？」

　確信に満ちた問いに、優希は心のどこかですとんと理解した。

　そうだ、待っていたのだ──と。

　ずっと濱崎に憧れていた。追いかけて追いかけて、その想いが実って、いまこうしておなじプールにいる。キスをされても嫌じゃなかった。むしろ、もっとしたいとすら思っている。

「優希……」

　はじめて名前を呼ばれた。胸のどこかがきゅっと痛くなる。

「俺と、もっといろいろしたいって顔だな」

　自信に満ちた濱崎の顔は、かつて優希が部屋に貼っていたポスターとおなじ表情だった。

　好き。大好き。痺れるほど好き。

　もうただの憧れなんかじゃない。優希はいつのまにか、濱崎に恋をしていたのだ。濱崎に指摘されなければ自覚するのにもっと時間がかかっていただろう。

　でももうわかった。この気持ちは恋だ。濱崎は同性だけど、そんなことは関係ない。好きになってしまったら、それがすべてだ。

「濱崎さん……俺………」

「なんだ」

「………好きです………」

　はじめて同性に告白した。濱崎は優しい笑顔になって、ちゅっと軽くキスをしてくる。

「わかってるよ」

　顔中にちゅっちゅっとキスの雨を浴びて、優希は体が蕩けそうになった。

　濱崎が同性を恋愛対象にする人だったとは知らなかった。栄太が言っていた、濱崎に関するウワサというのは、このことだったのかもしれない。

「さすがにここじゃ、これ以上のことはできないな。おまえ、こんど俺の部屋に来いよ」

「行ってもいいんですか」

「二人きりで、ゆっくりしよう」

「……はい」

　濱崎の部屋に誘われた。買ったというマンションのことだろう。嬉しい。

　告白をして、キスをして、部屋に誘われた。

　これって、もう恋人になったということだろうか。信じられないけれど、濱崎も優希を好きになってくれたのだ。

　相思相愛になった──。

（濱崎さんの恋人……。すごい響き……）

　水で冷えた体に、濱崎の腕が熱く感じる。

　すくうように抱き締められて、何度も何度もキスを受け続けた。







　道の向こうから茶色い犬をつれた女性が歩いてくるのが見えた。優希はにわかに緊張する。

「お、おはよう、ございます」

　いつもの朝の挨拶だが、優希は言葉に詰まってしまった。

「あら、おはよう。毎日ちゃんと走ってて偉えらいわね」

　濱崎の母・智代は、穏やかな笑顔で会釈してくれる。優希はできるだけ平静を装ってすれ違ったが、挙動不審でなかったかどうか自信がない。

　夜のプールで濱崎とキスをしてから、日課にしているランニングの途中で智代に出会うと、どうしても後ろめたく思ってしまう。

　お宅の大切な息子さんと恋人になってしまいました、すみません、と衝動的に土下座しそうになることもある。

　濱崎が母親にカミングアウトしているかどうかも知らないのに、道端で両手をついたら優希は完璧におかしい人だ。

　なんとか以前とおなじようにしようと努力しているが、はたして不審に思われていないのかどうか……。

　すれ違ってしばらくたってから、優希は振り返ってみた。智代は犬を連れてまっすぐ前を向いている。優希のことなどもう気にしていないように見えた。ホッと胸を撫で下ろす。

　軽い足取りでアパートに戻り、シャワーで汗を流した。いつもの出勤時間よりかなり早いが、スポーツセンターに行く用意をして部屋を出る。愛用している自転車で移動した。約三キロの道のりは、自転車ならすぐだ。

　秋の空は晴れ上がり、爽さわやかな風が吹いている。気持ちよくペダルを踏み、センターの職員用駐輪場に自転車を置いてロックをかけていると、ちょうど駐車場に濱崎の車が入ってきた。

　黒いランドクルーザーはいつ見ても迫力がある。白線の内側にぴたりと停車して、サングラスをした濱崎が下りてきた。優希に気がついていたようで「よう」と片手を上げてくれる。

「おはようございます」

「おはよう」

　濱崎のあとに続くようなかたちで職員用の出入り口から入った。

　受け持ちのクラスの練習はまだ始まらないが、今日は濱崎と待ち合わせをしていた。センター内の会議室を予約しているので、そこでキッズクラスの子供を対象とした特別クラスの企画書を作るのだ。

　同時に、名簿から有望そうな子供をピックアップしてみようということになっている。

「そういえば、おまえって、俺のおふくろと顔見知りなんだってな」

　不意にそんなことを言われて、優希はちょっと驚いた。

「ああ、はい、顔見知りです。濱崎さんの実家と俺の住んでいるアパートが比較的近くて、毎朝ランニングのときにすれ違うんです」

「犬の散歩のときだろ」

「アキちゃん、可愛いですね」

「ウチの犬だ。可愛いに決まっている」

　濱崎はニッと笑って優希の肩に腕を回してきた。肩を組んだまま廊下を歩く。このくらい友達同士でもやるスキンシップなのに、優希はドキドキしてしまった。

「会うたびにきちんと挨拶してくるって、おふくろが感心してた。いまどきの子にしては礼儀正しいって。おまえ、おばちゃんたちに王子様って呼ばれてるんだって？」

「似合わないのはわかっています」

「そんなことはないだろ。じゅうぶん王子様面だよ。ヒゲが生えたことないようなつるつるな肌だし」

　不意にチュッと頰にキスされた。

「は、はは濱崎さんっ？」

　慌てて周囲を見渡すが、廊下は無人だった。

「だれも見てねぇよ。見られてもほっぺにチューくらいだったらふざけていただけって言い訳できるだろ」

　濱崎は慌てふためいている優希を面白そうに眺める。不意打ちのキスははじめてではない。嬉しいけれど心臓に悪かった。

「あの、鍵かぎを借りてきます。待っててください」

　どぎまぎしながら濱崎の重い腕を肩からおろし、会議室の鍵を借りるために、優希は事務室へ足を向けた。

　事務室には栄太を含めて五人ほどの職員がいる。五人とも、受付とか営業とか総務とか、さまざまな仕事を兼ねていた。

「すみません、会議室の鍵を貸してください」

　声をかけると栄太が振り向いて鍵を取ってきてくれた。

「おはよう、優希。会議室Ａを午前中って予約になっていたよな。はい、鍵」

「ありがとうございます」

「午後も特に予約は入っていないから延長しても構わないけど、そのときは連絡して」

「わかりました」

　Ａと書かれた札がついた鍵を受け取る。栄太がニヤッと笑った。

「濱崎さんと二人で会議室だって？　ナニするんだよ」

「ナ、ナニって、会議です！」

　意味深に囁かれてカッと耳が熱くなる。

「濱崎さんが特別クラスを作りたいって言うから、その構想を練るんですよ。メンバーも同時に選考します。ちゃんと企画書を作って、谷社長に持っていくつもりなんです」

「そうらしいな。康世に聞いた。いいじゃん、やれよ。ここが活気づくなら大歓迎だ。濱崎さんがコーチになってくれるんだから、それくらいのことをやらなきゃな」

　康世には最初に相談していた。企画書にして社長に出した方がいいというアドバイスをくれたのは康世だ。それを康世から聞いていたという栄太にも賛同してもらえて、もともとヤル気だった優希はさらに高揚した。

「頑張ります」

「濱崎さんとうまくいってるみたいだな」

「あ、はい……その、将来の目標がおなじだったから、話が合って──」

　憧れの先輩が恋人になったことは、さすがに康世にも打ち明けていない。まだキスしかしていないが、濱崎はとても優しくしてくれる。

　栄太は知らないはずなのに、いやらしいニヤニヤ笑いを引っこめてくれなかった。

「ふーん。目標ねぇ。もう濱崎さんのマンションには行ったのか？」

「それがぜんぜん行けてなくて。濱崎さん、わりと忙しいんですよね。取材があったり、ＣＭ契約も続いていて、新バージョンの撮さつ影えいとかあったりして。俺は俺でバイトがあるから、予定が合わなくて」

　誘ってくれているのに行けないのは残念だ。はやく濱崎のプライベートを見たいのだが。

「おい、まだかよ？」

　廊下の先から濱崎の焦じれたような声が聞こえて、優希は慌てて「じゃあ」と栄太に手を振った。小走りに駆けていくと、会議室へ行く手前の曲がり角で濱崎がつまらなさそうに立っている。

「すみません、お待たせして」

「あの事務員と仲がいいんだな」

　チラッと事務室の方に視線を向け、濱崎が目を眇める。栄太と喋っていたのが気に入らないのか、咎とがめられているような感じがして優希は首を竦すくめた。

「栄太先輩は、高校時代の水泳部の先輩なんです。濱崎さんの後輩でもありますよ。当時からしっかりしていて、康世と俺は、すごく世話になったんです」

「ふーん」

　会議室の前に着いたので、優希は鍵を開けた。三人座れる長机がロの字に置かれているだけの、狭い部屋だ。窓を開けて空気を入れ替え、ホワイトボードを動かし、使いやすい位置に置く。

「付き合っているのか？」

「え？」

「高校からずっと、あの事務員とは付き合っているのかって聞いたんだよ」

「まあ、長い付き合いではありますね。高校卒業後、俺は東京に出てしまったので、帰省したときくらいしか会えなかったんですけど、かれこれ十年です」

　濱崎は手に下げていたビジネスバッグからタブレットを取り出した。子供たちの練習風景を録画したので、それを見るためだ。

「社長の息子とは、もっと古いわけか」

「康世とは……そうですね、小学生のときからですから、二十年近くになるのかな」

　康世は幼馴染みだ。小学一年生のときにおなじクラスだった。熱中するスポーツの種類がちがっていてもずっと友達でいられたのは、気が合ったからだろう。

「優希のはじめてって、いつ？」

「は？」

　いきなりなんの質問かと振り向いたら、意外にも至近距離に濱崎が立っていた。唇が笑みのかたちを作っていてセクシーだ。

「ほら答えて。初体験はいつ？　童貞だとか、くだらないウソはつくなよ」

「どうしてそんなことを知りたいんですか」

「おまえのことならなんでも知りたい」

　じっと見つめられてそんなことを言われたら、聞かれていないことまでべらべら喋ってしまいそうだ。

「高校生…のとき、です」

「へぇ、相手は水泳部？」

「そうです。すごい、当たりです」

　はじめての彼女はおなじ水泳部の同級生だった。半年ほど付き合って、セックスまでする仲になったが、彼女の方が別の男を好きになって別れた。本当に好きだったから悲しくて、康世の前で泣いた記憶がある。

「社長の息子は野球部だったよな」

「康世は小学生のときから野球一筋でしたから」

「あの事務員は水泳部だったんだな」

「はい」

「なるほど」

　濱崎は何度か頷き、パイプ椅子に腰を下ろした。質問タイムは終わりだろうか。優希も椅子に座る。

「じゃあ、やるか」

「はい」

　それからは真剣に二人で企画書を作った。

　録画してあった子供たちの様子も見る。おたがいに意見を出し合いながら、何人か成長が見込めそうな子供をピックアップした。

　やはり話題が水泳のことになるとかなり自然に会話ができるようになる。企画書と選抜メンバーの名簿ができあがったころには、ずいぶんと滑なめらかに喋れるようになっていた。

　緊張のあまり硬直して表情がなくなってしまい、濱崎に挙動不審と思われやしないかと気になっていたが、この調子だと大丈夫そうだ。

「問題は選抜した子供の親だな」

「そうですね。まず保護者全体に向けての説明会を開く必要があると思います。そのときに、こちらから個別に声をかけると明言して、ひとりずつ詳くわしい説明をしていく、という感じでしょうか」

「場合によっては家庭訪問も必要かもな。送迎のこともあるから、親の協力ナシでは成り立たない」

「それと、料金がネックになるかもしれません」

　優希は選抜した子供たちの名前を眺めて、ひとつ息をつく。

「この中に母子家庭の子がいます。練習時間が増えて、濱崎さんがコーチをすることになったら、料金は割り増しになるんでしょうか」

「ああ、なるほど……」

　うーん、と濱崎が胸の前で腕を組み、考えこむ。

「料金については、社長と話すしかないな。俺としては据すえ置おきが望ましい。こっちが勝手に選抜するわけだから、この話に乗ったからといって高い練習代を取るのはちょっと違うような気がする」

「………ですね」

　とりあえず、料金については社長と相談しなければわからない。そもそもこの企画が通るかどうかもわからないわけだから。

「まあ、通りそうだけどな」

　濱崎は余裕の笑みを浮かべて優希をまたもやドキドキさせる。

「この俺が本気でコーチしようって言ってんだぜ。ここでＧＯサインを出さなきゃ男じゃないね」

　社長と親しくしている濱崎は十分に勝算があると見ているようだ。

「そうですね。濱崎さんが本腰入れて将来有望な小学生をコーチするなんて、話題性ばっちりですもん。それに、数ヵ月後か数年後かには、ぜったいに結果がついてきます。社長が拒こばむはずがないです」

「だろう」

　濱崎はふふんと鼻で笑い、タブレットをケースに入れてビジネスバッグに片付けた。

「でも、ちょっとこの子たちが羨ましいかも。俺がもし、いま小学生だったなら、濱崎さんに選ばれて直接コーチしてもらいたいと思います」

「おまえさぁ、リップサービスが上手いよな」

　なんだかしみじみとそんなふうに言われて、優希はムッとした。

「リップサービスなんかじゃないです。俺は本心からそう思っています」

「余計にタチ悪いよ」

　いきなり腕が伸びてきて首を引き寄せられた。「わっ」とパイプ椅子から落ちそうになったところを、濱崎が抱きとめてくれる。

「んっ！」

　強引に唇を奪われた。すぐに舌が入ってきて、優希の口腔を好き勝手にかき回してくる。

　もう何度目のキスになるかわからないくらいだが、何度しても濱崎のキスは優希の心まで奪おうとする。めちゃくちゃに舌で嬲なぶられる快感に、頭がぼうっとした。

　唇を離すと、銀色の唾だ液えきがつっと糸を引く。

　濱崎が熱っぽい目で優希を見つめたまま、チッと舌打ちした。

「ああ、やりてぇ。でもここじゃあなぁ」

　切ないため息の意味が、視線を下に動かしてわかった。濱崎の股こ間かんがあきらかに膨ふくらんでいたのだ。カッと優希は顔を熱くした。

「溜まってんだよ。こっちに来てから向こうのヤリ友とは簡単に会えなくなったし、ごちゃごちゃと忙しくてなかなかおまえを部屋に引き込めないし」

　やりとも…って、なんだろう。優希は濱崎のあからさまなセリフの中で意味がわからない単語があって首を捻る。

「とりあえず、一回抜いてくれない？　窓閉めて、ドアに鍵かければ大丈夫だろ」

「えっ……ここで？」

　さっき、ここじゃダメみたいなことを言っていなかったか？

「突っこまない。抜くだけ。なあ、おまえってフェラに自信ある？」

　訊たずねられながらキスで濡れた唇に指を這はわせられたら、いくら鈍にぶい優希だってわかる。フェラとは、きっとフェラチオのことだ。

　してもらったことはないが、ＡＶで見たことならある。やり方はだいたい想像がつく。

「自信……は、ないですけど……」

「ないのか？　なんだよ。これがホントのリップサービスってヤツだろ」

「あの、教えてください」

　濱崎に嫌われたくない。その一心で、優希は椅子から下りて濱崎の足の間に膝をついた。

「やります。どうすればいいのか、教えてください」

「教えてって……まさか、したことないのか？」

「すみません、ないです」

　正直に答えたら、濱崎が目を丸くした。

「マジで？」

「で、でも、覚えますから、できると思います」

　優希は濱崎のベルトを外そうと手を伸ばす。だがその直前に、濱崎に押さえられた。

「ちょっと待て、優希、おまえ……社長の息子や事務員の先輩と付き合っているんじゃないのか？」

「えっ…………」

　なぜここで栄太や康世が出るのか。しばしぽかんとして、すぐに気づいた。濱崎が言う「付き合う」はもしかして、ただの友達付き合いではなく、恋愛関係の付き合いだったのではないだろうか。

　優希はもともとゲイではないから、栄太と康世をまったくそういう対象にしていなかった。だが濱崎は違う。いままでの会話を思い返せば、話がずれていたことに思い至る。

「あの、栄太先輩や康世は、友人です。長い付き合いですけど、そういったことはまったくなくて──。俺、同性とこんなことになったのは、濱崎さんがはじめてなんです……」

　正直に告げると、濱崎は茫然とした。「マジで？」と呟いたあと、

「……でも、初体験は、高校時代に水泳部で経験したんだよな？」

　と聞いてきた。

「はい、同級生の女子部員に申し込まれて、短いあいだでしたけど付き合いました」

「……………」

　濱崎はしばし息も忘れたように固まり、やがておおきなため息をついた。

「…………勘違いかよ………」

　口の中でかすかにそう呟いたように聞こえたので、優希が「濱崎さん？」と聞き返したが答えてくれなかった。

「ごめん、悪かった。こんなところでできるわけないよな。ほら、立て」

「でも………」

　溜まっている証拠のように膨らんでいた股間はどうするのかと見遣れば、なんと通常モードに戻っていた。

「あー……萎なえたから、もういい」

　濱崎が顔を背そむけながら机の上を片づける。その横顔が優希を拒んでいるように見えて悲しくなった。

　せっかく濱崎に求められたのにちゃんとできなかった。男の恋人がはじめてなのはいけなかったのだろうか。

「濱崎さん、怒りました？」

「いや、怒ってない」

「…………」

　怒っていなくても機嫌は悪くなっただろう。

　しょんぼりと立ち尽くしていると、振り向いた濱崎が苦笑しながら背中をポンと叩いてきた。

「せっかく作った企画書だ、一緒に社長のところへ持っていこう」

「はい………」

　濱崎に促されて会議室を出る。

　こんど求められたら絶対に躊躇ためらわないぞと優希は覚悟を決めたが、つぎの機会はなかなか訪れなかった。







　特別クラスの企画はすんなり通り、すぐに保護者説明会の日程が決定した。

　その前に、濱崎と優希はスポーツセンターに所属しているほかのコーチたちにも説明会を開いた。コーチ向け説明会には社長も出席し、特別クラスの意義を話してくれた。

　そして、社長は今後おおきな大会に特別クラスの子供を引率していく場合、コーチに出張手当を出すことを約束してくれた。たとえば引率するコーチが濱崎ではなく優希でも他の職員でも、手当は出るということだ。あとで聞いたが、これは濱崎が社長に交渉して了承させていた。

　子供たちがセンターに支払う練習料金は据え置き。大会に出場する際の登録料は自己負担とした。

　コーチたちにはおおむね受け入れられ、濱崎が本気でヤル気になっていることに驚きと歓迎の声があがった。

　保護者説明会の方の段取りは事務室が取り仕切ってくれる。もちろん当日はスイミングクラブのコーチ陣は全員が出席する予定だ。

「よかったですね、濱崎さん」

　コーチたちに賛同してもらえてホッとした優希は、帰り支じ度たくをしている濱崎のまわりをうろうろした。いい気分なのでこのまま帰りたくない。濱崎とどこかで夕食でも一緒にできないかと考えていた。

　濱崎は書類その他すべてをビジネスバッグに片付け、ジャケットを羽織る。ランドクルーザーのキーを手に、優希をちらりと見てきた。

「あの、このあとご飯でも……」

「あー、ごめん、ちょっと用事があるんだ」

　被かぶせるように断りの言葉を言われて、優希はがっくりと肩を落とす。

「そうですか……」

「メシはまた今度」

「はい」

　しかたがない。今夜はひとりで祝杯を上げるとするか。濱崎の録画でも見ながら。

　駐車場へ向かう濱崎のあとを、優希は従者のようについていく。自転車をとめた駐輪場がおなじ方向なのだからおかしなことではないのだが、どうしても濱崎が先に行き、優希はうしろをついていくかたちになる。

「じゃあ、これからよろしくな。コーチとしては新米だから、おまえに教えてもらうことがいろいろとあると思う」

「えっ、俺が濱崎さんに教えるんですか？　そんなことなにもありませんよ。こっちこそ、いろいろと教えてください。ついていきます」

　本気で訴えたのに、濱崎は苦笑した。

「ついていくって……俺はどこの兄貴だよ」

「兄貴……のつもりはないんですけど、気持ちとしては、濱崎さんを追いかけてくっついていくつもりです」

　ぐっと拳を握って決意表明をしてみせた。職員用出入り口に立ち止まり、濱崎が優希をじっと見下ろしてくる。

「おまえの素って、こういう感じだったんだな」

「えっ？」

　濱崎はまた苦笑いして、車のキーを手の中でチャラリと鳴らす。

「じゃあ、また明日」

「はい、お仕事頑張ってください」

「仕事？　ああ、そうだな……」

　用事があると言ったが仕事ではなかったのだろうか。もしかして地元の友達と会う約束だったとか。

　だが濱崎は否定することなく自分の車へと歩いていく。車のエンジンがかかり、黒い車体がゆっくりと夜の駐車場の中を移動した。なんとなく見守っていると、運転席から濱崎が手を振ってくる。優希も手を振った。

　車が車道に出て走り去っていくのを見送り、優希も自転車に歩み寄る。ロックを外して、サドルにまたがった。

『おまえの素って、こういう感じだったんだな』

　さっき、濱崎はたしかにそう言った。栄太にも外見と中身にギャップがあると評される優希だ。王子様なんて仇あだ名なをつけられても自分は関係ないと聞き流していた。

　濱崎は優希の外見からもっとちがう人間像を想像していたのだろう。がっかりさせてしまったのかもしれない。

　嫌われたとは思いたくない。

　決定的な別れの言葉は聞いていないから、まだ恋人のつもりでいてもいいのだろうか。

　ゆっくりと自転車のペダルを踏みこみながら、悲しみと寂しさがひたひたと胸を満たしていくのを感じていた。







「栄太先輩、なにか手伝うことはないですか？」

　事務室に顔を出したら、あまりにも栄太が忙しそうにしていたので優希はそう声をかけた。

「おまえにやってもらいたいことなんて特にないよ」

　栄太はちらりと振り返っただけで、あっさりと拒んできた。それはそうだろうが、自分のせいで栄太が忙しいのかもと思うと申し訳ない気持ちになってしまう。

　保護者説明会のプリントを子供たちに渡してから、問い合わせの電話が一日に何件もかかってくるらしい。そのせいで本来の事務仕事が滞とどこおっていると聞いたのだ。

「おまえは自分の仕事だけしていろ」

「一応、していますよ」

　選出した子供たちの親にはまだ連絡をしていないが、もうファイルを作成中だ。いわゆる傾向と対策を練っているのだ。

　説明会のあとに個別に話をして、今後どうするか、親子で考えてもらう。もし特別クラスに入る意思があるのなら、ファイルが活用されるのだ。

「会議室で濱崎さんとファイルを作っているんじゃないのかよ」

「……ちょっと休きゅう憩けいタイムなんです……」

「あ、そう」

　休憩なのは本当だ。気疲れして外の空気を吸いたくなり、中断させてもらった。

　ここのところ二人きりになると濱崎が緊張しているように感じる。まるで初対面のころの優希のようにぎこちない。スキンシップがなくなったことと関係があるとしか思えなかった。

　ここ数日、濱崎がなにもしてこないのだ。

　わりと頻ひん繁ぱんに腕を肩に回してきたり、背中に覆おおいかぶさってきたり、人目がなければキスを仕掛けてきていたのに。

（あのときからだ……）

　企画書を作るために会議室にこもったとき、溜まっているという濱崎に求められて応えられなかった──。あのときから、濱崎の態度が変わったように思う。

（やっぱり、同性と付き合うのに慣れていない俺のこと、嫌になっちゃったのかな。外見と中身のギャップに幻滅しちゃったのかな）

　嫌われたのかも、と考えると悲しい。憧れの人と恋人になれて、未来はバラ色だと浮かれていた。これから二人三脚で子供たちを指導していくものだと疑っていなかった。

「どうしたんだ、優希。元気がないな」

　あまりにもしゅんとしていたからだろう、栄太が仕事の手をとめて顔を覗きこんできた。

「腹でも痛いのか？」

「……痛くないです……」

　痛いのは胸だ。濱崎のことを考えるとぎりっと痛くなる。彼の前では普通の顔をしなくちゃいけないのが辛つらくて、たぶんストレスになっていた。

「濱崎さんとうまくいっていないのか？」

　こそっと耳元で訊ねられ、優希は逡しゅん巡じゅんしたあとにちいさく頷いた。

　濱崎と付き合っていることはだれにも打ち明けていないが、「うまくいっていない」のはコーチ仲間としてだと話せばいい。

「なにかあったのか？」

「………俺の経験不足が問題みたいです。濱崎さんの望むようにできないから……。ちょっと嫌われたかもしれません」

「あのひとがおまえを嫌うってことはないだろ。わりと露ろ骨こつに彼氏アピールしてるし」

「えっ…………？」

　いま、栄太はなんと言った？　彼氏アピール？　だれにどうアピール？

　茫然としている優希に、栄太がニヤッと笑う。

「なんだよ、バレていないと思っていたのか？　おまえも濱崎さんも、好き好きオーラ全開じゃないか」

　好き好きオーラ？　自分はともかく濱崎はあり得ない。彼氏アピールなんて、いつどこでなにをした？

「いや、それ、栄太先輩の気のせいですよ」

「ま、俺以外は気づいていないみたいだがな。もちろん康世もわかってない」

「………先輩………その………」

「おまえ、選手としてはたいしたことなかったのに、いまになってからすげぇ金メダル獲得したな」

　栄太はもう確信しているといった顔をしている。なにを言っても無駄かもしれない。

　もし身近な人にバレたら、というシミュレーションなんかしていなかった。どうしよう。

「なに青くなってんだよ。俺がべらべら喋りまわると思ってんのか？　だれにも言わないよ」

「………あ、ありがとうございます……」

　お礼なんて言ってしまったら肯定とおなじだと、パニクった優希は気づいていない。

「でもさ、濱崎さんはゲイだってウワサがあったくらいだから、そんなにびくびくすることはないと思うぞ。カミングアウトしていないだけで、躍やっ起きになって隠すようなことはしていなかったみたいだ」

　濱崎の東京でのウワサとは、やはりこういうことだったのか。世間に疎いと、こういうウワサ話も耳には入ってこない。

「あ、ヤバ……」

　栄太が優希の背後を見遣って、すっと体を離した。内緒話をしていたので密着するような体勢になっていたのだ。

「いつまで休憩してんだよ」

　慌てて振り返ると、濱崎がムッとした不機嫌そうな顔で立っている。優希だけでなく栄太にも睨みを飛ばしているように見えたが、気のせいだろうか。

「すみません、戻ります」

「来い」

　駆け寄った優希の腕を、濱崎ががしっと摑む。数日ぶりのスキンシップは、会議室まで連行されていくという格好になった。会議室に戻ると、濱崎はドアをぴったりと閉め、ため息をついた。

「くそっ……」

　低く悪態をつき、片手で短い髪をがしがしとかき混ぜる。

「あの、すみません……」

　怒らせた。栄太と喋っていたからだろう。サボっていると思われたのだ。

「ちゃんと、真面目にやります」

「いや、怒っているわけじゃない」

　そう言いながらも濱崎の口調には苛いら立だちが感じられた。

「いま、あの事務員となにを話していたんだ？」

「いま…ですか？　濱崎さんのことです」

　とっさにごまかすことができなくて、バカ正直に言ってしまった。濱崎は虚を突かれたような表情になる。

「俺のこと？」

「悪口なんかじゃないですよ。濱崎さんと仲良くしているかとか、そういうことを聞かれて…」

「は？」

「あ、そうだ、それよりも、大変です。どうしましょうか」

「……なにが」

「栄太先輩にバレちゃったみたいです。どうも俺、隠していたつもりでも、ぜんぜん隠せていなかったみたいで」

「だからなにが」

「俺、好き好きオーラが全開なんだそうです。その、濱崎さんに対して」

　優希は大真面目に相談しているつもりなのに、しばし黙ったあと、濱崎はぐふっと笑い出した。体をくの字に折って、くくくくと苦しそうに笑っている。笑わせたつもりはないので、優希は困惑した。

「は、濱崎さん？」

「おまえ、マジで……それ………ヤバい……」

　笑いの合間にきれぎれに聞こえる言葉は繫がっていなくて、意味がわからない。

　密ひそかに爆笑している濱崎を、優希は啞然と眺めているしかなかった。やがて笑いの衝動がおさまったのか、濱崎が疲れたようにパイプ椅子に腰を下ろす。

　なにやら考えごとをしている目で虚こ空くうを見つめたあと、また深々とため息をついた。ちらりと優希を見て、目を伏せる。

「………今日はもう切り上げよう」

「えっ？」

　濱崎はおもむろに立ちあがり、ノートＰＣを閉じた。広げてあった書類をまとめてバインダーに挟む。予定ではもうすこしやっていくはずだったので、優希は慌てた。

「どうしてですか？　俺がサボっていたからですか？　すみません、真剣にやりますから、許してください」

「優希、だからさっき言っただろ、俺はべつに怒ってないって。そもそも休憩するってことわってから外に出ていったんだし、ほんの十分ていどのことだった。サボっていたなんて思っていないから」

「だったら、どうして……」

「今日はこのまま続けても、集中できそうにないから。おまえも、俺も」

　たしかに、優希は集中力を欠いていた。濱崎もそうだったのか。

「日を改めて集まろう」

「濱崎さん……」

「ちょっと、考えさせてくれ。いろいろと」

「考えるって、なにを？」

　まさか、別れるとか、そういうこと──？

　優希が悲ひ愴そうな顔つきになったからだろうか、濱崎が宥めるように微笑んだ。滲むような優しさを感じる笑顔を、どう受け取っていいのかわからない。

「結論はもう出ているんだ。でも俺にもそれなりに覚悟を決める時間がほしいっていうか、まあ、悪あがきだってわかっているんだけど」

　なんのことか意味がわからない。

「俺と一緒にコーチをしていくことが嫌になったわけじゃないですよね？」

　おそるおそる訊ねると、濱崎がニッと歯を見せて笑ってくれた。

「そんなわけねぇだろ」

　気安いしぐさで軽く背中を叩かれて、優希はとりあえず安堵した。







　いつものようにランニングシューズを履いて外に出ると、「あれ？」と首を傾げるほどに気温が低かった。

「いよいよ秋本番って感じだな」

　そういえば、民家の庭先のもみじがそろそろ色づいてきたかもしれない。公園のイチョウも。

　本格的な紅葉はまだまだ先だが、もう秋なのだ。アパートの前で屈伸運動をして、軽く足首を回してから、優希は走り出した。毎朝のランニングコースをたどり出す。

　一キロくらい走っていくと、犬を連れた智代に出会った。道端で立ち止まっている。

「おはようございます」

　明るく声をかけたが、智代の反応は鈍かった。のろのろと視線を上げて優希を見たが、顔色が悪いように感じた。犬のアキがじっと智代を見上げている。

「おはようございます」

　もう一度くりかえしたが、智代は唇を震わせるだけだ。様子がおかしい。

「どうかしましたか？」

「あ………」

　なにか言おうとしたのか、優希の方へ手を差し伸べた格好のまま、ふらりと上体が傾かしぐ。

「危ないっ」

　優希はとっさに手を差し伸べて抱きとめた。

「濱崎さんのお母さん？　お母さん！」

　智代は真っ青になって目を閉じ、動かない。これはただ事ではない。そういえば、智代は心臓が悪いんだった。

　抱きとめた格好のままでそっとアスファルトの道路にしゃがみこみ、優希はジャージのポケットから携帯端末を取り出した。一一九を押して救急車の出動を要請する。

　それから濱崎の携帯に電話をかけたが、出なかった。まだ寝ているのかもしれない。着信履歴が残っていることに気づいたら、かけてきてくれるだろう。智代を抱かかえながらメールを打つのは難しく、諦あきらめた。

「あ、おまえ……」

　智代に鼻を近づけてクゥーンと悲しそうに鳴くアキに気づき、優希はアパートの大家に電話をかけた。事情を話したら、近くの自宅からすぐに駆けつけて来てくれる。

「おやまあ、こりゃ大変だ！」

　大家は六十代のおじさんで、気のいい人だ。よほど急いで来てくれたのか、自転車に乗った大家は白髪まじりの髪を乱し、足元は裸足にサンダルだった。

「俺は救急車に同乗して行くので、この犬を預かってもらえますか。あとで迎えに行きます。この人の家を知っているから、届けます」

「わかった。うちに連れて帰っておくよ」

「お願いします。名前はアキです」

　アキはしきりに智代の匂いを嗅かいでいる。飼い主の異変を感じ取って、心配しているようだ。

「アキ、いい子にして待っててくれ。な？」

　言葉の意味がわかったのかどうかは不明だが、またクゥーンと悲しげに鳴いた。

　しばらくして救急車のサイレンが聞こえてきた。







　市内の総合病院に救急搬はん送そうされた智代は一通りの検査を受けたあと、すぐには命の危険はないと診断され、とりあえず入院することとなった。詳くわしい病状は家族ではないので聞いていないが、どうやら季節の変わり目で急に気温が下がったため、心臓に負担がかかったのではないかということだ。

　濱崎と連絡がついたのは、救急搬送されてから三時間ほどがたってからだった。電話をかけてきた濱崎はすぐに病院へ駆けつけると言ったが、どうやら県外にいるようですこし時間がかかるらしい。濱崎が到着するまで、優希は智代に付き添い、ずっと病院にいた。

　本来ならもうすぐスイミングクラブの時間なのだが、栄太に今日は休ませてほしいと電話した。栄太はすぐに谷社長に事情を伝えてくれて、有給休暇扱あつかいにしてくれた。優希が担当しているクラスは、別のコーチが見てくれることになっている。

　正午をずいぶんと過ぎ、午前中の外来時間が終わったあとのがらんと静まり返った待合室のベンチに座っていると、濱崎が息せき切って自動ドアをこじ開けるようにして駆けこんでくるのが見えた。

「優希！」

「濱崎さん、こっちです」

　立ち上がった優希は、動揺している様子の濱崎を入院病棟へと案内する。途中、ナースステーションで濱崎が到着したことを告げ、担当医に連絡を取ってもらえるように頼む。

「俺の判断で個室に寝かせてもらっていますけど、よかったですか？」

「ああ、いいよ。ありがとう」

　四人部屋のベッドが空あいていると言われたが、個室の方がゆっくりできるだろうと、勝手に病院にお願いしてしまった。濱崎なら母親のために個室料金くらい払うに違いないと思って。

　病室に着くと、濱崎は点滴を受けながら静かに眠っている智代をじっと見つめ、ひとつ息をついた。

「優希、ありがとう。ずっとついててくれたんだろ？」

「それは当然のことなんで……」

　そこに看護師がやってきた。

「濱崎智代さんのご家族ですか？」

「そうです」

　濱崎が頷くと、看護師は廊下へと促した。

「ドクターがお話ししますので、こちらに来ていただけますか？」

「わかりました」

　ベッドから離れながら、濱崎が振り返る。

「あとで、電話する」

　真顔でそう言い、看護師のあとについて病室を出ていった。智代の穏やかな寝顔をしばらく眺めてから、優希もそっと病室を出る。そのまま病院をあとにした。

　バスを利用して自宅アパートの近くまで戻り、優希は大家の家を訪ねた。アキは庭の物干し台に繫がれていた。丸くなって目を閉じていたアキは、優希の足音にパチッと目を開け、立ち上がる。ゆるゆると尻尾を振った。

「おお、西沢君、戻ったか」

　大家は庭で盆栽の手入れをしていた。それとなくアキの様子を見ていたのだろう。

「ワンちゃんはいい子にしていたぞ」

「ありがとうございました。アキを連れて帰ります」

「飼い主さんはどうだった」

「命に別条はないそうですが、入院になりました。あれから息子さんと連絡が取れて病院まで来てくれたので、バトンタッチしてきました」

「そうか、大変だったね」

　お茶でも飲んで行けと言われ、縁側で饅まん頭じゅうを食べながら一服させてもらった。昼食を食べていなかったので、お茶のあたたかさと饅頭の甘さが染みるように美味しかった。

　それからアキとともに大家の家を出る。アキはずっとおとなしくしていたものの見知らぬ家に連れていかれて不安だったのだろう、急いで自宅に帰ろうとするのでジョギングの速さで走らなければならなかった。

　濱崎の実家の場所は知っていても、訪問するのははじめてだ。こぢんまりした一軒家は築年数が経たっていそうだが、ちいさな庭はとてもきれいに掃除され庭木も剪せん定ていされている。スチール製の門扉を押し開けると軋む音がした。アキは我先にと庭へ駆けていこうとする。

「ちょっと待って、アキ」

　濱崎の祖母がいるはず。声もかけずに庭に入ってはまずいだろう。

　そのとき玄関の引き戸がカラリと開いた。智代によく似た小こ柄がらな老女が顔を覗かせる。

「こ、こんにちは。西沢といいます。アキを連れてきました」

　急いで頭を下げると「ああ、聞いています」と笑顔で出て来てくれる。

「駿介から電話があって聞いたわ。あなたが後輩の西沢君？　いろいろとありがとう。あなたは娘の命の恩人よ」

　両手を合わせて拝むようにされ、優希は慌てた。特別なことをしたわけではない。そんなふうに感謝されても戸惑うだけだ。

　そもそも智代と顔見知りになったのは意図的で、憧れの人の母親と親しくなりたいという邪よこしまな欲望からだった。ただのご近所さんではなく、ちょっぴりストーカーチックだったことを自覚しているから、あまり感謝されると居心地が悪い。

「あの、アキは俺のアパートの大家さんが預かってくれていて、すごくいい子にしていたみたいです」

「ありがとう。駿介と相談して、あらためてお礼に伺うかがいます」

「そんな、いいです。ホントに」

　アキのリードを濱崎の祖母に手渡して、優希はそそくさと門を出た。

　やれやれ、とため息をつきつつ、家路につく。

　いつのまにか太陽がずいぶんと西の空に動いていた。ここのところ急に日が短くなっている。いま何時だろう、と携帯端末で時間を見ようと取り出したら、濱崎からの着信履歴が残っていた。音を消していたので気がつかなかった。そういえば病院で別れたとき、電話すると言っていた。

　いますぐこちらから電話をかけなおしてもいいだろうか。もう病院から出たのだろうか。

　迷っていると、車のエンジン音が背後から近づいてくることに気づいた。

　歩道のない細い道だ。右側にできるだけ避けると、車は通り過ぎずに減速して停まった。

「優希」

「えっ？」

　振り向くと、停車しているランドクルーザーの運転席の窓から、濱崎が顔を出していた。

「乗れ。話がある」

「あ、はい」

　前後からほかの車が来ていないことを確認してから、優希は急いで助手席に乗った。シートベルトを締めると、車はすぐに走り出す。

「おまえ、仕事は？」

「今日は休みにしてもらいました」

「……そうか。悪かったな、俺になかなか連絡がつかなかったせいで仕事を休ませて」

「濱崎さんのせいじゃないです。お母さんのことが心配だったし、スポーツセンターに電話したら谷社長が休めって言ってくれたから」

「いや、俺のせいだ。おふくろが倒れた時点で俺と電話が繫がっていたら、おまえはずっと病院に付き添っていなくてもよかった。本当にごめん。ありがとう」

　運転しながら、濱崎が頭を下げてくる。

「あの、危ないので前を見ててください」

「そうだな。話の続きは着いてからだ。俺の部屋へ行くぞ」

　濱崎の部屋に行くのははじめてだ。急にドキドキしてきた。いやいや、ドキドキなんかしては不ふ謹きん慎しんだろう。濱崎は母親が入院したのだ。もう冷静になったように見えるが、きっと心配でたまらないと思う。

　車は駅前の繁華街に近い住宅街の中に入っていった。わりと立派な戸建てが並ぶ一角に、三階建ての瀟しょう洒しゃな建物があった。一見、あたらしい美術館かなにかのような、静かな佇たたずまいだ。

　どうやらこれがマンションのようで、敷地内の駐車場に車を停めた濱崎は、優希を促して建物の中に入っていく。エントランスには警備員が常駐していて驚いた。エレベーターで一階分だけ上がり、静かな内廊下を濱崎のあとについていく。廊下には三つしかドアがなくて、一軒ずつが広そうだとわかる。

　濱崎はひとつのドアの前で立ち止まり、なにやら暗証番号を打ち込み、キーを指しこんで玄関を開けた。

「わぁ……」

　玄関の中は想像以上に広かった。まだ引っ越して間もないからか、どこもかしこもピカピカで、大理石と思われる床には靴くつが一足も出ていない。

「上がれ」

　茫然と突っ立っていたら、濱崎がスリッパを出してくれ、靴を脱いで中に入っていく。おずおずとそれに続いた優希は、廊下の先にあった部屋に目を丸くした。

　何畳あるのだろう？　優希の部屋が丸ごと三つくらいは入りそうだ。テレビで見た豪邸訪問のリビングのようにお洒落で高そうなモノトーンの家具が、空間に余裕をもって配置されている。

「すごい…きれい」

「そうか？」

　濱崎にとってはこのくらい当たり前なのかもしれないが、優希はびっくりだ。さすが濱崎だと感心する。

「そこに座ってくれ」

　指差されたのは白いソファだ。いかにも高価そうで、汚したりはしないかとビクビクしながら腰を下ろす。足元には毛足の長い黒いセンターラグ。大おお雑ざっ把ぱそうな見かけによらず、こまめに掃除をする性格なのか、どこにも埃ほこりが落ちていない。そういえば車の中もきれいだった。

　ローテーブルの天板はガラスで、ピカピカ…ではなく、一ヵ所だけコップを置いた跡と思われるものが薄っすらと見えた。濱崎が極度の潔けっ癖ぺき症しょうではなさそうで良かったとホッとする。

「おまえって、酒飲めるんだっけ？」

「えー…っと、飲めると言えるほどは飲めません。ビールだったらジョッキ半分くらいで酔っちゃいます」

「小さい缶一本くらいなら大丈夫かな」

　濱崎はキッチンカウンターを回りこみ、大型の冷蔵庫から缶ビールを持ってきてくれた。優希には小さな缶、自分には大きな缶。

　テーブルを囲むように、ソファはコの字に置かれている。正面の壁際には大型の薄型テレビがドンと鎮ちん座ざしていた。てっきり斜め前に座ると思っていたが、濱崎はなんの躊ちゅう躇ちょもなく優希の横に座った。

　三人掛けのソファなので密着することはないが、なんだか恋人っぽい位置だなと思ってじんわりと胸があたたかくなる。

　自分の至らなさのせいで濱崎を怒らせ、嫌われてしまったのかもと悩んでいたから、こんなふうに自宅に呼んで横に座ってくれたことが、たまらなく嬉しかった。

「優希、今日のこと、あらためて礼を言う。おふくろを助けてくれてありがとう」

　濱崎が両手を膝につき、深々と頭を下げてきたので、優希は慌てて制止した。

「あの、それはもう、何度も言ってもらったのでいいです。そもそも特別なことをしたわけじゃないし。濱崎さんのお祖母さんに、改めてお礼をするなんて言われたんだけど、それも結構ですから……」

「ああ、アキを連れて帰ってくれたそうだな。それもありがとう」

「うちのアパートの大家さんに預かってもらっていたんです。俺、濱崎さんの実家の電話番号を知らなくて……。もし知っていたら、すぐにお祖母さんに連絡を入れて、お母さんのことを伝えられたし、アキにも心細い思いをさせなくてよかったと思います。いろいろと不手際があってすみませんでした」

「いや、それは仕方がないことだから、いいよ。俺だっておまえの実家の電話番号なんて知らないし」

　そう言われればそうか。これで知っていたら、完全なストーカーだ。

「濱崎さんは病院から帰って来ちゃっても良かったんですか？　お母さんは？」

「あのあと、担当医から話を聞いた。大きな発ほっ作さではなかったから、いまのところ命に別条はなくて、安静にしていれば大丈夫だと言われた。数日のあいだ、検査と様子見で入院だそうだ。付き添っていなくてもいいと言われたんで、あとは病院に任せて、帰ってきた」

「そうですか、良かったです」

　命に別条はないとだけ医師に聞いていたが、身内の濱崎もおなじような説明をされたのなら、本当に大丈夫のようだ。ホッと胸を撫で下ろす。

「病院を出るとき、祖母に電話をしたんだ。そうしたら、おまえがアキを連れてきてくれたと聞いて、だったら実家からアパートのあいだのどこかをまだ歩いているかなと思って、車で探した」

「携帯に電話をしてくれていたのに気づかなくてすみませんでした。病院内で音を消したあと、元に戻すのを忘れていて」

「たぶんそうだろうなと思っていた。まあ、道の途中で見つからなかったらアパートまで行くだけだから、たいした労力じゃない」

「俺のアパート、知っていたんですね」

「いや、知らなかった。住所はスポーツセンターの事務に電話して聞いた。事務にいる、おまえの先輩……後藤栄太が教えてくれた。そいつのことなんだが」

　ふう、と濱崎がため息をつきながらビールの缶を開ける。真面目な話はいったん終了という合図のようだったので、優希も缶のプルを上げて、一口飲んだ。空すきっ腹にアルコールが染みる。饅頭を食べただけだったことを思い出した。

「栄太先輩がなにか？」

「おまえんちの住所を教えてくれって言ったら、まだ行ったことがないのか、遅すぎると詰なじられたぞ」

「えっ？」

「俺は手が早いって評判だったのにチンタラとなにをやってんだとずけずけ言われて、俺はキレそうになった」

「ええっ？」

「たしかにチンタラしていたのは認めるが、どうして俺があいつにそんなことを言われなきゃならないんだ。あいつはただの高校の後輩で、おまえの先輩ってだけだろう。ムカつく」

「そ、それは………すみません……」

　濱崎が目を眇め、ガンと音をたててガラスのテーブルに缶を置く。

「そこでおまえが謝るな。あいつとおまえが単なる先輩後輩じゃないみたいだ」

「えっ？　ただの先輩後輩ですよ？」

　慌てて念を押すと、濱崎が片手で自分の顔を覆った。そして背中を丸め、全身で「はぁーっ」とため息をつく。そのまま動かなくなってしまったので、優希はおろおろした。

「は、濱崎さん？」

「あのさ、優希……」

　顔を上げた濱崎は、こころなしか頰が赤くなっているように見えた。

　もう酔ったのだろうか？　谷社長主催の飲み会のとき、わりとぐいぐい飲んでいたが平気な顔をしていたと思うのに。

「俺、おまえに謝らなきゃならないことがある」

「えっ、なんですか？　お母さんのことならもう……」

「おふくろのことじゃない」

　今日のこと以外で謝る？　濱崎が自分に？

　まったく心当たりがない。なんだろう。

「あ、まさか……」

　まさか、もしかして、やっぱり怒っていて、嫌いになったから別れるとか、そういうことだろうか？

　優希はサーッと青くなった。

「俺、別れたくないです」

　つい勢いで主張してしまった。

「俺のなにがいけなかったのか、言ってください。頑張ってなおしますから」

　濱崎はまたもやため息をつく。その様子がいかにも憂ゆう鬱うつそうで、優希は泣きそうになった。

「いや、なにもいけなくないから」

「でも怒ってますよね？　俺のこと、嫌いになりました？」

「………どうしてそう思うんだ」

「ここのところ、俺のことを避けているように見えたので──」

「ああ、それは、まあ………」

　濱崎は否定しなかった。ガーンとショックを受けて、優希はうるうると涙目になる。

「泣くなよ。だから、それをいまから謝ろうとしてんだから！」

　濱崎は缶をぐっと傾けてビールを飲み干すと、「とにかく、悪かった」と頭を下げた。

　ついにぽろりと涙がこぼれる。

「別れたくないです～」

「いいから聞け！」

「聞きたくないですぅ」

「聞いてくれよ」

「俺、まだ濱崎さんのこと好きなんですぅ」

「俺だって好きだよ！」

　叫ぶように言ってくれた濱崎は、みるみる耳まで赤くなった。ちくしょう、となぜだか悔しそうに顔を歪ゆがめ、両手で顔をごしごしと擦る。

「恥ずかしいな、これ…」

　どうやら照れているらしい。はじめて濱崎の口から「好き」という言葉を聞き、優希の涙は引っこんだ。この場しのぎの噓だとは思えなくて、ぱあっと目の前が明るくなる。

「ホントに、俺のこと……好きでいてくれるんですか？」

「…………好きだよ………」

　はぁ、とまたまたため息をつき、濱崎は観念したように優希を見つめてきた。

「あのさ、謝らなきゃならないってのは、俺がおまえを誤解していたことなんだ」

「誤解？　なにを誤解していたんですか？」

「俺、おまえのこと、最初はこっちでのヤリ友にちょうどいいとか、そう思ってた」

「ヤリトモ？」

　以前にも一度だけ濱崎の口から出た単語だ。どんな意味なんだろう。

「あー、つまり、ヤルだけの友達ってことで、セフレとおなじ意味だよ」

　セフレ？　セフレ…って、まさか、セックスフレンドとか、そういう意味？　自分が？

　優希の啞然とした表情を見て、濱崎が「マジでごめん」ともう一度言った。

「お、俺、そういうの……できませんよ……」

「うん、そうだな。いまならわかる。先入観ってのは怖いもんだって、つくづく思い知ったよ」

「先入観……？」

「優希さぁ、最初に会ったとき、すごく熱い視線で俺をじっと見てただろ。谷社長の息子とかあの事務員とかと高校時代から付き合ってるらしいし、俺に憧れていたとか言うわりには澄ましたキレイな顔で意味深に流し目してくるし──てっきり自由奔ほん放ぽうなタイプで、俺に対してセックス込みで遊びませんかと誘っているんだと思ったんだよ」

「そ、そ、そんな………っ」

　あまりの誤解に優希は驚きすぎて口をぱくぱくと動かすだけだ。言葉が出てこない。

　変な誤解だけでも衝撃だが、濱崎にはそういう体だけの付き合いの人がいたのかと、優希はショックだった。もう三十歳になるのだから過去になにもなかったなんて思わないが、まさかセフレとかヤリ友とか、信じられない。

「んー……まあ、純粋な優希には想像できないかもしれないが、そういう体だけの付き合いって、わりとあるんだ。名前と顔が売れると誘惑が多いしね。しかも俺は金を持ってるし」

　ははは、と濱崎は乾いた笑いをこぼす。

「そういう、軽い関係って、慣れると楽なんだよ。地元に戻るって決めたとき、やつらと自然消滅しても別に構わないってくらいに、希薄な関係だった。だから、優希が俺を見ていることに気づいたときも、セックスと、有名人と親しくなりたいっていうステイタスを求めているのかなとしか思わなかった」

「ちがいますっ」

「だからさ、それが間違ってたってことがもうわかったから、謝ったんだよ」

　濱崎が困惑している優希を宥めるように、膝にぽんと手を置いてくれた。

「優希は澄ました顔を作っていたわけじゃなくて、緊張していたんだろ。俺が勝手に意味深な流し目だなんて思っていたのも、そんな意味じゃなかった。優希と何度か話して、特別クラスの話を進めることになって、あれ？　こいつ違うのかな、マジで俺のことが好きで一生懸命なのかなって、思うようになったんだ。決定的だったのが、会議室で企画書を作っていたときの一件だ。おまえ、同性とやったことないって言っただろ。あれで、自分が見当違いのことを考えていたって気づいたんだ」

　あのあと濱崎に避けられるようになって、優希は落ちこんだ。

「おまえが本気で俺のことを好きで、一過性の付き合いとはとらえていないことがわかって──動揺した。ずっと気楽な付き合いしかしてきていなかったから」

　つまり、優希が重いということだろうか…。

　やっぱり、これは別れ話か。

　乾いていた目が、またじわりと潤んでくる。

「どうしよう、ヤバい、深みにはまる前に縁を切った方がいいのかって悩んだ。でもさ、よくよく考えてみて、俺もおまえのことを案外好きだって気づいたんだ」

「……え……」

　濱崎が耳を赤くしたまま指先でこめかみあたりを搔く。可愛いしぐさだった。

「もういい年なんだし、いつまでもふらふら遊んでいるなんて格好悪いんじゃないか、真剣な付き合いも悪くないんじゃないかって、思った。おまえなら、欲望に負けて他の男と浮気なんてしそうにないし」

「浮気なんてしません！」

　それだけは断言できる。神にだって誓える。

「うん、おまえなら信じられる」

　濱崎が優希の膝に置いた手でぐっと太ふと腿ももを揉んできた。そこがじわりと熱くなる。

「それでまあ、そういう結論に至ったわけだけど、俺も往生際が悪いというか……おまえを好きだと自覚して真剣交際していくことが、なんだか無性に恥ずかしくて照れ臭くさくて、どうしていいかわからなくて」

　俺はバカだ…と濱崎は目を逸らして呟いた。

「おまえに冷たい態度を取ってた。ごめん」

　打ち明けられてみたら、別れ話じゃなかった。誤解はショックだったが、全体的には嬉しい話だったのだ。

「それでまあ、俺なりのけじめというか、何人かいたセフレときっちり別れるために、東京に行っていたんだ。昨日から」

　何人かいたセフレ、という部分が引っ掛かるが、濱崎は別れるためにわざわざ行ったというのだから、聞き流そう。

「人間関係の清算ができて、昨日の夜は飲んじまったから向こうのホテルに泊まった。もちろん一人で泊まったんだぞ」

「わかってます」

　そんなところを疑ってなんかいない。

　今日の午前中は東京にいたせいで、連絡がついてから病院に駆けつけるまで時間がかかったのだなとわかった。

「これまでの関係を清算してきたのは、優希と向き合うためだ。意味、わかるな？」

「はい」

「俺は生まれ変わったつもりで、この地であらためてやっていきたい」

「濱崎さん……」

「おふくろが倒れたとき、そばにいたのが優希で良かった。つくづくそう思ったよ。やっぱりおまえはいいヤツだ。その、改めて、これから俺と恋人として付き合ってくれ」

「う、う…………」

　なにか言わなきゃと思うが、上手い言葉が浮かんでこない。優希は嬉しさのあまり泣けてきた。ぼろぼろと大量に涙があふれてくる。振り向いた濱崎がギョッとした。

「えっ、どうしてここで泣くんだよ？」

「嬉しいですぅ」

「おまえは嬉しいと号泣するのか。誤解していたことに関しては腹が立っただろ？」

「それはもういいです。だって濱崎さんは謝ってくれましたぁ」

「そ、そうか。許してくれてありがとう」

「濱崎さぁん」

　わあっとばかりに優希は隣に座る濱崎に抱きついた。われながら大胆過ぎる行為だったが、このときは抱きつきたい衝動に抗えなかった。

「好きです好きです好きです。大好きです！」

「ああ、俺も好きだよ。でもちょっと、どうした？　優希らしくないような気が……」

　よしよしと背中を撫でてくれていた濱崎が、ふと気づいたようにテーブルの上の缶に目を止めた。

「おまえ、もしかして酔ってる？」

「酔ってらいれすぅ」

「酔ってるだろ……」

　この酔っ払いめ、と濱崎が優希を押しのけて立ち上がろうとしたので、離れたくないとしがみついた。

「濱崎さぁん、どこ行くのぅ」

「水を持ってこようかと思って。おまえ、めちゃくちゃ弱いじゃないか。俺の真剣な告白をきちんと受け止められたのか？」

「らいじょうぶれふ！」

「それ大丈夫じゃないから」

　濱崎が苦笑いしながらも、優希の背中をトントンと優しく叩いてくれる。

「濱崎さん、俺、俺……駿介さんって呼んれもいいれふか？」

「いいぜ。好きに呼べ」

「しゅ、駿介さん、好き……」

　至近距離にある濱崎の顔が格好いい。じっと見つめているだけで下半身が熱くなってくる。

「好き……大好きれふ……」

「そうか。俺もだよ」

　ちょっと照れた表情でそんなふうに言ってもらえて、優希は胸を喘あえがせた。

「おまえ………もしかして、欲情してんのか」

「そ、そうなの、かな？」

「そうだろ。コレはなんだよ」

　濱崎がいきなり優希の股間をぐっと鷲摑みにした。いつのまにかそこは固くなっていて、優希は「ひんっ」と変な声を上げてしまう。

「さ、触らないで、くらはい……」

　ぷるぷると全身を震わせて優希は衝撃に耐えた。あやうく一握りされただけで漏れてしまいそうだった。

「なにもわからないから教えてくれって言ってたのに、おまえって酔うとエロくなる性質なのか」

「知りません、そんなの」

　酔った状態でセックスなんかしたことがないからわからない。でもいま、体がその気になっているのは確かだ。恥ずかしい。

「はしたなくて、すみません……」

　しがみついていた濱崎から離れて両手で隠すように股間を覆ったが、こんどは濱崎が抱きしめてきた。

「いまどきの二十五歳から、はしたないなんて言葉を聞くとは思わなかったぜ。おまえ、面白いな」

　くくくと耳元で低く笑われ、優希はますます恥ずかしくてたまらない。

「それ、俺が可愛がってやろうか？」

「えっ………」

「教えてやるよ、フェラ」

「フェ、フェ……！」

　絶句して優希は硬直した。濱崎がご機嫌な笑顔でそんな優希の股間に手を伸ばしてくる。本気なんだと悟って、優希は慌てた。

「待って、待ってくらさいっ」

「いいから、楽にしていろ。知りたくないのか？　俺のフェラテク」

「うっ………」

　知りたい。ものすごく知りたい。覚えたら、こんどは自分が濱崎にしてあげたい。でも。

「あの、き、汚ないから、今日はあちこち走りまわって汗かいたし、お風呂に入りたいれす！」

「風呂？」

「きれいに洗ってから教えてくらさい」

　手足をバタつかせてもがいたら、濱崎は離してくれた。だがソファから立ち上がった優希はふらりとよろめいてしまう。

「酔ってるのに風呂はヤバいだろ」

「だいじょうぶれふ、きっと」

「いや、危険だって」

　たとえ危険でも前回風呂に入ってから丸一日たとうとしている体を、濱崎に愛撫されるなんて申し訳ない。隅々まで洗って磨みがきたてなくては。

「お風呂はどこですか」

「仕方がないな。こっち」

　濱崎に腰を抱かれるようにして歩き、なんとか風呂場に到着する。シャワーブースが別にあるようなバスルームで、大人が二人は余裕で入れそうな大きなバスタブがあった。

「ほら、脱げ」

　洗面ボウルがふたつも並ぶ、広い洗面台に凭もたれて立つ優希から、濱崎が服を奪っていく。朝のランニング途中のままだったからジャージしか着ていない。脱ぐのは簡単だ。

　水着姿を見られているので裸になることに抵抗はないが、さすがに下着に手をかけられたら恥ずかしかった。なにせ勃ぼっ起きしている。

「これは、自分で脱ぎまふ」

「そうか」

　優希から一歩離れた濱崎は、なぜかぱぱっと自分の服を脱ぎ捨てている。あっという間に下着一枚になった。

「………あの、どうして駿介さんも脱いでいるれふか？」

「俺も一緒に入るから」

「えっ？」

「ひとりじゃ危ないだろ。おまえ、自覚ないかもしれないけど、けっこう酔ってるぜ」

　そうかもしれない。でも濱崎と一緒にお風呂？　なんでそんなことに？

「ほら、パンツを脱げよ。やっぱり俺に脱がしてもらいたいのか？」

「ぬ、脱ぎまふっ」

　慌てて下着を脱いだ。ほぼ同時に濱崎も脱いでいた。プールで泳いだときと、たった一枚の布切れがあるかどうかの違いなのに、羞しゅう恥ちのあまりに隠れたくなってしまう。濱崎の裸も直視できなかった。

「へぇ、おまえって剃そってないんだな」

　面白がっている声音で濱崎が囁いてくる。

「そういえば臑すね毛げも生えたままだ。そんなに濃くないけど」

「あ、ちょっ……」

　うしろから抱きしめられた。濱崎の手が優希の腹を撫でる。その下へと滑っていく手が、勃たち上あがっている性器の周囲を撫でた。優しい快感に、息が上がっていく。

「水泳をやってる人間なら、普通は剃るだろ」

「す、すみません……」

　優希は反射的に謝っていた。

　たしかに水泳選手は頭髪以外の体毛を剃る習慣がある。だがそれはコンマ一秒を争うトップアスリートたちの話であって、一般のスイマーはそこまではしない。

「俺は、剃ってるぜ」

　色っぽい声で誘うように耳に吹きこまれ、優希はごくりと生なま唾つばを飲みこんだ。

　見たい。濱崎の剃った股間を見てみたい。どうなっているのか──。

　欲望に負けて、優希はぎくしゃくと振り向いた。顔を真っ赤にしながら、視線を下げていく。

「あ…………」

　言葉の通り、濱崎のそこは無毛だった。そして、優希とおなじように勃起して、先端がこちらを向いていた。

「すごい……」

　体格に見合う、立派なサイズだった。男らしい色いろ艶つやとフォルムに眩暈めまいがするほどの欲望を感じる。

　向き合うとおたがいの股間が触れあった。優希のものはいかにも経験値が少なそうな色をしていて、見み劣おとりする。

　優希の陰毛を、濱崎の指が摑んでピンと引っ張った。心地良い痛みに、「んっ」と甘えたような鼻声が漏れる。

「俺が剃ってやろうか？」

　お揃いにしようぜ、と逆らえない響きの誘惑を受け、優希は頷いていた。







　明るい場所で足を大きく開き、さらにそこに大好きな人が顔を近づけて、右手にはカミソリを持っているなんて構図、羞恥以外になにがあるだろうか。

　おまけに優希の性器は勃起したまま萎える気配がない。まるでこのシチュエーションに興奮しているようで、さらに恥ずかしさが募つのった。

「ほ、本当に、やるんですか？」

「やる」

「あの、どうしてもやった方がいいなら、自分で……」

「いいから、俺に任せろ」

　ボディソープを泡立て、濱崎が優希の陰毛に広げる。いつも自分が使っているというＴ字カミソリをそこに当てられた。

「動くなよ」

　濱崎は口元に笑みを浮かべている。すごく楽しそうで、いまさら抵抗なんてできない。命じられた通りにじっと動かないでいるしかなかった。

「あ………」

　泡と一緒に陰毛が剃られていく。くすぐったくて反射的に動いてしまいそうになり、優希は奥歯を嚙みしめて耐えた。

「おい、あんまり勃てるなよ。剃りにくいだろ」

「すみませんっ」

　涙目で謝った。濱崎は優希の性器を邪魔そうに右へよけたり左へ倒したりする。好きな人に直接触られて不快に思うわけがなく、剃毛されている最中だというのにいってしまいそうになった。

「なんだ、こういうプレイが好きなのか？　すっげぇ勃起してるぜ」

　言われてしまった。

「ちゃんと足を開け。だんだん閉じていっているぞ。ほら、自分で両脚を持て」

　言われるままに両手で両膝の裏を持ち、みずから広げる体勢になる。濱崎が操るカミソリは、前の部分だけでなく、尻の谷間にまで進んだ。
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「もう、いいです、そこまでしなくても……」

「いや、やるからには徹底的にやらないと」

　濱崎の顔がものすごく尻に近づいているような気がする。そこに吐息がかかるほどの距離に濱崎がいると想像するだけで、優希は恥ずかしさのあまり心臓が破裂しそうになった。

「よし、きれいに剃れた。シャワーで流すぞ。そのまま動くな」

　足を閉じようとしたら、動くなと言われてしまった。生温かいシャワーの湯が股間に残った泡を流していく。

「んっ………」

　陰毛がなくなったせいだろうか、細かい飛沫しぶきが肌に当たる感覚が鮮明だ。まるで股間全体をいやらしい意味で刺激されているようで、声が出てしまいそうになる。

「きれいになったぞ。ほら、見てみろ」

　促されて、優希はおそるおそる股間を見下ろした。無毛のそこに、はち切れそうなほど膨れあがった性器が屹きつ立りつしている。先端からはだらだらと露つゆがこぼれていて、卑ひ猥わいだった。

「上手く剃れただろ。これからは、俺が定期的に剃ってやるよ」

　濱崎の指が優希の性器をツンとつつく。

「あっ……」

「もういきそうだな。辛いか？」

　優希は急いで頷いた。濱崎の指が、からかうように裏側をつつつと下から上へと撫でる。じれったい。もっと触ってほしい。そんな刺激じゃいけない。

「しゅんすけ、さんっ、おねが……します」

「ん？　いかせてほしいか？」

　うんうんと何度も頷く。濱崎の指が性器に絡みついた。ぐっと握られて、たまらない快感に体が溶けそうになる。緩ゆるく上下に扱しごかれただけで、あっという間にいってしまった。

「あ、あ、あ…………っ！」

　びくびくと腰を震わせながら濱崎の手に射精する。手で扱かれただけなのに、かつて女の子と経験したセックスよりもずっと気持ちよかった。焦らされた分、快感が強かったのだろうか。

　ぼうっと放心していると、濱崎が全身をシャワーでざっと流してくれ、優希をタオルでくるんでくれた。濱崎もタオルで濡れた体を拭き、腰に巻く。股間は勃起したままで、はっきりとタオル生地を押し上げていた。そんな状態なのに、濱崎は平気な顔をしている。

　それをどうするつもりだろう。優希に触らせてくれるのだろうか。

「つづきはベッドでやってやる。来い」

　手を差し伸べられて、優希は躊躇うことなく摑んだ。







　ベッドはキングサイズだった。こんな大きなベッドを見たことがなくて驚いた優希だが、いつまでも啞然としてはいられなかった。濱崎に押し倒されて、むさぼるようにキスをされたからだ。そして体中を撫でられて乳首を弄いじられ、もみくちゃにされた。

　快感に翻ほん弄ろうされているうちに、いつしかうつ伏せにされて、うしろに指を入れられていた。濱崎の指はぬめるものをまとっていて、巧たくみにそこを穿うがっている。百戦錬れん磨まの濱崎は、わりとはやい段階で優希の中の感じる場所を探り当てていた。

「あっ、あっ、あんっ！」

　指が二本に増やされた。圧迫感と異物感はあるが、嫌悪感はまったくなかった。

「痛いか？」

　あまり痛くないから困っている。全身をほんのりと赤く上気させて尻だけを高く掲かかげた格好で、優希は喘いだ。股間のものはとっくに勃ち上がっていて、二度目の放出を待っている。

　すぐに指は三本になったが、あやうくいきそうになっただけで痛みなどない。この行為が濱崎と体を繫ぐための準備だとわかっているから、もうつぎのステップにはやく進んでほしくてたまらない。

「駿介さんっ、もう、いいから……」

　そこが疼うずいている。もう指ではいやだと訴うったえているようだ。無意識のうちに誘うように尻を振っていたが、優希は気づいていなかった。

「おまえなぁ、はじめてだからって俺は気を遣ってやっているのに、エロく尻なんか振るんじゃねぇよ」

　パチンと軽く尻を叩かれて、優希は「あんっ」と甘えた声を上げる。挿そう入にゅうされている指をきゅっと締めつけてしまい、快感が増した。

「なんだ、叩かれて感じるのか？」

「ちがいます、きっと、駿介さん…だから…」

「また煽あおるようなこと言って」

「はやく、お願いします…」

　懇願すると、濱崎がやっと指を抜いてくれた。

　綻ほころんだそこに指よりもずっと太くて大きくて熱いものがあてがわれる。ぐっとめりこんできたものを、優希は感動とともに受け入れていた。

　無理やりに広げられる苦痛は、たしかにある。

　だがそれ以上に、悦よろこびがあった。大好きな人とやっとひとつになれるのだ。

　濱崎は優希の体を思いやってか、挿入には時間をかけてくれた。とてもゆっくり、わずかに行きつ戻りつしながら、優希を傷つけることなく根元まで入れてくれる。

「入ったぞ、優希」

「はい………嬉しいです……」

　本当に心から嬉しくてそう言った。うしろから挿入されているので濱崎の顔が見えない。男同士のセックスに不慣れな体だが、濱崎は喜んでくれているのだろうか。

「動くぞ」

　宣言するなり、濱崎がぬるりと腰を引いた。

「あ………っ！」

　背筋をぞくぞくとした快感が駆け抜ける。ぐっと突き入れられると、またちがった快感に襲われて、優希は身み悶もだえた。

「ああっ、ああっ、あーっ」

　はじめてなのに感じていた。指でさんざん嬲られていた感じるところを屹立で抉えぐられるようにされると、嬌きょう声せいとともにまたたくまにいってしまう。性器に触れられてもいないのに、優希は抉られるたびにだらだらと射精していた。

「すげ……っ、おまえ……」

　濱崎が苦しそうな声でなにかを言っているが、きちんと聞き取れない。

「ヤバい…、すげぇいい、マジではじめてなのかよ、こんな名器に出会ったことなんかないんだけど…！」

「あーっ、あーっ、あんっ」

「くそっ」

　やがて濱崎が動きを止めた。ずるりと屹立が抜け出ていったあとに、そこからどろりとしたものが滴したたってはじめて、濱崎が中に出したのだと気づいた。

　体をひっくり返されて仰あお向むけにされ、こんどは両脚を担かつがれた体勢で貫かれた。まったく萎えていない濱崎は、鍛えられた強きょう靭じんな腰でがんがんと攻めてくる。剃ったせいか、肌が敏感になっていた。向かい合って抱かれると、股間どうしが擦れて、それがまた快感になる。
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「つるつるだと、可愛いな」

　ついさっきまで陰毛があったところを撫でられ、優希は「ひっ」と息を飲んでびくびくと震えた。

「あ、ああ、だめ、それ、あぅっ」

　視界が潤んでいて濱崎がよく見えない。両手を伸ばして引き寄せると、挿入の角度がまた変わって酷ひどく感じさせられた。

「優希、どうだ？　いいか？」

　息を乱しながら濱崎がキスをしてくる。必死でそれに応えながら、優希は「いい」とうわ言のように返した。

「そうか、俺もいい。どうやら体の相性がいいみたいだな、俺たち」

　くくくと耳元で笑った濱崎が、汗ばんだ優希の顔を撫でてくる。欲望のままに激しく動きながらも、濱崎の目に真しん摯しな光が宿っていた。

「おまえがいれば、もうほかにだれもいらないわ。マジで」

「駿介さん……」

　嬉しい。嬉しい嬉しい嬉しい！

　愛いとしさがどっと溢あふれてきて、優希は濱崎の首にしがみつき、みずからキスをした。淫みだらに舌を絡めながら、繫がっているところをきゅっと締めつけてみる。濱崎が苦笑を浮かべて、さらに深く穿ってきた。

「初心者のくせに生意気なことするじゃねぇか。俺の本気はこれからだぜ」

　獣けもののように舌舐なめずりをした濱崎にちょっと恐れを抱いたが、優希はさらに激しく求められる期待に胸を熱くしたのだった。







　いよいよ保護者説明会の日がやってきた。

　その時間が近づいてくると、嫌でも緊張感が高まってくる。今日の優希はスポーツウエアではなくてスーツを着ていた。

　優希は時計を見ては落ち着きなく事務室の中をぐるぐると歩きまわった。

「おい、優希、ここで動き回られると邪魔なんだけど」

　栄太に叱しかられたが、じっとしていられない。

「濱崎さんはどこ行ったんだよ。優希の保護者」

「駿介さんは、俺の保護者なんかじゃないです。いま着替えに行ってます」

「ああそう、駿介さんね。いつのまに名前呼びになったの。仲が良くていいねぇ」

　白けた口調で言われて、優希は名前呼びになった日のことを思い出してしまう。

　酔った勢いというのは怖い。淫らに求めて何度も抱いてもらい、翌朝、優希は起き上がれなくなっていた。でも二日続けてコーチを休むわけにはいかない。濱崎に全身をマッサージしてもらい、さらにプールまでつきそってもらって、なんとか仕事をした。子供たちは濱崎の登場に喜んでいたが。

「おまえさ、ここんとこ、どこで寝泊まりしてるんだ？」

　栄太に胡乱な目で聞かれてしまった。

「このあいだ、夜におまえのアパートの前を通りかかったら、窓が真っ暗だった。夜中だったからバイトじゃないだろ。まさか、濱崎さんのところか？」

「…………はい………」

　赤くなって汗をかきながら頷いた。

　あれからほぼ毎晩のように濱崎の部屋に泊まっている。行き来が面倒だから、もうアパートを引き払ってマンションに越してこいと言われている。

　恋人と一緒に住むということは、これって同どう棲せい？　俺が同棲？　駿介さんと？　信じられない。

　二人きりでいても緊張しなくなってきたというのに、またぶり返してしまいそうだ。

　優希の顔を見ただけで事情を察したのか、栄太は「はいはい、ごちそうさま」と肩をすくめる。

「おーい、優希」

　事務室に濱崎が顔を出した。きちんとしたスーツ姿に着替えている。格好よくて見惚れた。

「そろそろ時間だ。行くぞ」

　手招きされたが、優希はすぐに反応できなかった。

「優希？」

「すごくカッコいいです」

「そりゃどうも」

　ほら行くぞ、と腕を摑まれて引かれる。

　廊下を歩きながら濱崎が見下ろしてくる。ばっちりと目が合うと、ニッと笑ってきた。

「おまえもカッコいいぞ。どこかの御おん曹ぞう司しみたいだ。やっぱり王子様の雰囲気だな」

「駿介さんはデキるビジネスマンみたいです」

「そうか？」

　濱崎はふといやらしい目つきになった。何日か一緒に暮らしただけで、優希は濱崎のこうしたムードに敏感に気づくようになっている。

「説明会が終わったら、このまま帰るぞ」

「どうしてですか」

「スーツでセックスしようぜ」

　カアッと顔が熱くなる。スポーツセンターの廊下で、しかもこれから保護者説明会だというのに、この人はなにを考えているのか。

「めったにスーツなんか着ないからさ、脱がしっこしてエロいことして遊ぼう。な？」

「な、って……」

　わなわなと震えそうな優希の横で、濱崎はすっかりその気になっているようだ。ご機嫌で鼻歌なんかうたっている。

　これから自分たちの企画が動き出すのに、プレッシャーはないのだろうか。濱崎はいつもと変わらない態度だ。

（あれ……？）

　いつのまにか、優希もさっきの緊張感はなくなっていた。濱崎とのエッチを思い出したり、場にそぐわない話をしたりしているうちに消えてしまったようだ。

「さあ、ここだ」

　説明会会場と張り紙がされたドアの前で、濱崎が立ち止まる。ドアの向こうには何十人もの保護者が待っているはず。優希は背筋を伸ばして胸を張った。

「行くぞ」

「はい、行きましょう」

　濱崎がドアを開ける。優希はどこまでもついていくつもりで、一歩を踏み出した。
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　静かな朝の道路に、自分の軽い足音だけが規則正しく響く。大通りへ出れば通勤ラッシュで車が渋滞しているだろうが、一歩、住宅街に入れば静かだ。ちいさな交差点にさしかかり、濱はま崎ざき駿しゅん介すけは足を止めた。信号待ちしているあいだは柔軟運動をして、腕にはめたスポーツウォッチで時間を確認する。

　いつにも増して人通りが少ないなと濱崎は周囲を見渡し、昨日、恋人の西にし沢ざわ優ゆう希きと交わした会話を思い出した。

「そうか、今日から夏休みだ」

　多くの小中学校は昨日が一学期の終業式で、今日から夏休みのはず。公立高校もたぶん今日から休みに入るだろう、と話をしたのだった。

　濱崎と優希は地元のスポーツクラブで水泳のインストラクターをやっている。小中学生の中から将来有望な子供を選抜して特別クラスをはじめたのは四月のこと。八月の一週目と、盆休み明けの三週目に集中練習期間を設けた。通常は週三日の練習だが、期間中は毎日。各週の最終日には記録会をすることになっている。

　そのことはもちろん言いだしっぺのため覚えているが、いつから夏休みだとか、そんなことは忘れていた。

「あいつ、たぶん皆勤だろうな」

　集中練習期間の話を聞いて、特別クラスの粂くめ野の翼つばさが嬉しそうにしていたのを思い出す。四月に中学生になったばかりの翼は、濱崎がもっとも期待を寄せている生徒だ。水泳に必要な天性のカンというものを備えている。まだ小こ柄がらだが手足は大きいし、両親の身長を聞いたら高かったので、成長期がきたら伸びるだろう。

　その翼が、優希に惚ほれているようなのだ。現恋人としては面おも白しろくないが、翼はまだ十三歳になったばかりの中一。可か愛わいらしいほのかな恋情にぴりぴりするような狭きょう量りょうさを見せるのもなんだなと思い、触れずにいる。当事者である優希がまったく気づいていないのも、濱崎が鷹おう揚ように構えていられる理由のひとつだ。

　優希は濱崎がはじめての男で、付き合いはじめてからずっと、変わらずに純情な想いを寄せてくれている。そのまっすぐな想いに、真ま面じ目めに応こたえようとして遊び人を返上したのは去年の秋。以来、優希は濱崎のマンションに半分住んでいるような感じで、いい雰囲気で絆きずなを深めていっている。

　信号が青に変わって、濱崎はふたたび走り出した。もうすぐ八時になる。七月下旬の北関東は厳きびしい暑さに見舞われることで有名だ。もうかなり気温が上がってきている。汗が額から顎あごへと伝わってＴシャツの胸あたりに落ちた。

　もう優希は起きただろうか──。

　三十分ほど前、まだ眠っている優希をベッドに置いて、日課となっているジョギングをするために部屋を出てきた。優希が元気ならいっしょに走る。だが昨夜はしつこく求めてしまったせいで、目が覚めたとしても走るのは無理だろうと、あえて起こさないできたのだ。

　昨夜のあれこれを思い出すと、どうしても口元がニヤけてしまう。

　最初から優希は感じやすい体をしていたが、十ヵ月かけてじっくりと開発してきたかいもあり、ここのところますますいい体になってきた。おかげでもう一回、もう一回と求めてしまい、最後の方、優希は朦もう朧ろうとしていたと思う。なにをされてなにを言わされたのか、きっと覚えていない。

　遊び人を気取って、特定の恋人を作らずに体だけの付き合いに終始していた頃は、経験のない相手など面倒くさいとしか思えず、あえて慣れた男ばかりを選んで寝ていた。優希とだけ夜を共にするようになり、無む垢くな恋人に自分のセックスを一から教えていく楽しみというものを知った。

　遊ばなくなって十ヵ月。もう過去のセフレの顔なんて思い出せないくらいになり、濱崎の頭の中は優希とスイミングスクールのコーチ業のことで占められている。窮きゅう屈くつだとは感じない。それだけに集中すればいいのだ。

　たぶん、三十歳を過ぎて、自分はやっと大人になれたのではないかと思う。いまの生活に不満はない。

　濱崎はジョギングを終えてマンションに戻り、汗だくのまま中に入っていった。

「ただいま」

　起きているかどうかわからないが、優希がいるときはそう声をかけるようにしている。

「おかえりなさい」

　キッチンカウンターの中から返事があり、濱崎は首を伸ばして覗のぞきこんだ。起きたばかりのようで、すらりとした肢し体たいに半はん袖そでパジャマの上だけを着て、ダルそうにしながらもコーヒーメーカーをセットしている。

　プールで毎日のように水着姿を見ているが、昨夜の色気をひきずって生足を出されたら、ちょっかいを出さずにはいられないというものだ。

「俺の分もコーヒーを淹いれてくれる？」

「わっ」

　背後からそっと近づいて耳元に囁いた。内容はたいしたことではないのに、耳も感じる性質の優希は、顔を赤くして慌てて振り返る。

「い、淹れるに決まっているでしょ。ああもう、汗がすごい。はやくシャワーを浴びてきてください」

「いっしょに浴びようか」

「俺はもうさっき浴びましたっ」

「なんだ、残念。剃そってやろうかと思っていたのに」

「剃……っ」

　優希が首までカーッと真っ赤になった。思わず、といった感じでパジャマの上から股こ間かんあたりを両手で押さえたしぐさが可愛い。プールサイドではいつも澄ました顔をして、スイミングスクールの保護者からは『プールサイドの王子様』などと呼ばれているのに、本当の優希はこんなにウブで可愛いのだ。

「ちょっと伸びてきただろ。今夜にでも剃ってやるから、自分で処理するなよ」

　濱崎のこうした言いつけを、優希は破ったことがない。恥ずかしそうに俯うつむきながらも、ちいさく頷くのを見たら、急にムラムラときた。がしっと腕を摑んで引く。

「やっぱいま剃る。来い」

「えっ？　いま？　ちょっ、離してくださいっ、いまは……」

「すぐに済むから。剃るだけ」

　絶対に剃るだけでは済まない自信があったが、とりあえず口だけはそう言っておく。いざとなったら優希が濱崎を拒こばまないとわかっているからだ。

「本当に、剃るだけ……ですか？」

「本当」

　優希は諦あきらめたように抵抗をやめて濱崎に引かれるまま、バスルームまでついて来た。

　だがそのわずか数分後に、剃るだけでは済まなくなった濱崎の股間の状態を目まの当たりにした優希は──予想通り、怒らなかった。

「ゆうべ、あれだけしたのに、もう……元気ですね」

「悪い。おまえがあまりにも可愛いからさ」

　優希の股間をきれいに剃ったあと、濱崎は恋人に呆あきれられながらも優しく受け入れてもらったのだった。







　濱崎は週に三日、午後になってからＴＡＮＩスポーツセンターに出勤する。水泳インストラクターとして雇われているが、受け持っているのは小中学生対象の特別クラスだけだ。

　それ以外には元日本代表水泳選手としてタレント活動をしているので東京まで出てテレビのスポーツ番組に出演したり、雑誌の取材を受けたりする。年に何回かはＣＭ撮さつ影えいもある。一年前に現役を引退したが、スポーツウエアのメーカーとまだ契約が続いており、こちらの収入はテレビ出演とはケタがちがうので非常にありがたい。

　正直、ＴＡＮＩスポーツセンターからもらう報ほう酬しゅうは車の維い持じ費ひで飛ぶていどだ。それでも特別クラスはやりがいがあった。

「あ、濱崎さん」

　スポーツセンターの出入口から入ったところで声をかけられて、濱崎は足をとめた。

　建物の出入口近くに置かれている事務局は廊下に面した窓が大きく、出入りする人間がよく見えるようになっている。窓から顔を出したのは、小柄な男。後ご藤とう栄えい太たという優希の高校時代の先輩で、谷たに社長から全ぜん幅ぷくの信頼を受けて事務方を取り仕切っている人物だった。

　かつて水泳をやっていたとは思えないほど貧相な体格の栄太は、眼鏡めがねのブリッジを指でちょいといじり、ニッと笑いかけてきた。ニコッ、ではなく、ニッ、だ。この男はいつも腹に一いち物もつありそうな目をしている。パッと見は学生でも通りそうな童顔で人じん畜ちく無害そうなのに。

「なんだ」

　つい警戒してしまう。会うたびに優希とのことをからかわれたり、優希の過去を「俺はなんでも知っているんだぞ」とでも言いたげな口調で語られたりすれば、身構えるというものだ。

「そんなに棘とげ々とげしないでくださいよ。特別クラスの取材の件です。谷社長からＯＫが出ました」

「ああ、そうか。それはありがたい」

　濱崎はさっそくショルダーバッグから携帯端末を出し、市いち川かわ相そう馬まという男にメールを送った。

　市川は濱崎の知人で、かつては日本代表として世界陸上とオリンピックに出場したことがある元陸上長距離選手だ。濱崎より四つ年上で、とうに現役を引退している。いまはスポーツジャーナリストとして出版業界を中心に活動していた。

「市川相馬さんは、濱崎さんの昔からの知り合いなんですよね？」

「そうだ。知り合ったのは十年くらい前だ。そのころ市川さんはまだ現役だった」

「どこで知り合ったんですか？」

　ぴたりと手をとめて、濱崎は栄太を振り返る。窓まど枠わくに凭もたれてニヤニヤしている栄太は、質問しながらも答えの見当がついているぞといった顔をしていた。

　栄太はかなりの情報通で、こんな田舎いなかに住みながらどこからどんなふうに集めているのか知らないが、いろいろと知っている。濱崎がゲイで男遊びが激しかったことも、きっちり知っていた。

「どこで…って、友達の紹介だ」

「それ、ゲイ友ですか」

　確信をこめた言い方をされてしまい、濱崎はため息をついた。当たっているだけにムカつく。

「そんなことを考えている暇ひまがあったら、とっととシャワー室の修理しろよ」

「修理の見積もりはすでに業者から受け取っています。いま社長の返事待ち中。たぶん一両日中にはＯＫが出るので、来週には業者に入ってもらえると思います」

　あいかわらず隙がない奴やつ。面白くない。チッと舌打ちして睨にらみ下おろしたが、栄太は微み塵じんも怯ひるまずに飄ひょう々ひょうとしている。図太い神経をしている男だ。逆に谷社長の一人息子である康こう世せいは、立派な体格をしているくせに小心者で、栄太の尻しりに敷かれているっぽい。

「おまえの犬は、今日はどうした？」

「康世ならもうすぐ来ますよ」

　犬＝康世と躊ちゅう躇ちょなく答えるところが栄太のぶっ飛んでいるところだ。

「あ、濱崎さーん」

　噂うわさをすればナントカで、聞きなれた野太い声が出入口から聞こえてきた。がっしりした体形の男がのんびりと歩いてくる。Ｔシャツとハーフパンツという格好の康世は、どこからどう見てもお人好しそうな笑顔で、濱崎に「こんにちはー」と挨あい拶さつしてきた。

「よう、康世。遅いじゃないか」

「うわぁっ」

　事務局の窓から顔を出していた栄太に気づいた康世が、まるでバケモノにでも出会ったかのように悲鳴を上げて一メートルほど飛び退のく。

「栄太先輩っ、お、遅くないですよ、俺。ちゃんとシフト通りの出勤ですぅ」

　焦あせりながら言い返す康世は元野球少年だったときの名残なごりか、頭はほぼ坊主だ。筋肉がムキムキしているし、田舎者っぽい朴ぼく訥とつとした表情が、栄太のドＳ心をくすぐるのだろう。言い訳している康世を、栄太はニヤニヤしながら眺めている。

　なんだか二人の世界ができあがっているようなので、濱崎はさっさとその場を離れた。

　市川にメールを書いている途中だったので続きを入力し、送信する。すぐに返事が来て、都合のいい日時をやりとりした。

　十年ほど前にゲイの友人を通じて知り合った市川は、やはりゲイだ。二人ともにタチなので深い関係になったことはないが、手コキしあったことくらいならある。あまりはまらなくて、肉体関係はそれっきりになった。

　付かず離れずの友人関係はずっと続いていて、濱崎が特別クラスをつくったと聞き、関わっている出版社のスポーツ雑誌で特集を組みたいと取材の申し込みがあったのは先々週のこと。すぐに優希に相談し、そのあと栄太にも話した。

「よし、再来週だな」

　八月第一週はちょうど特別クラスの集中練習期間中だ。ぜひ市川に見ていってもらいたい。近い将来、このクラスから日本代表が出るかもしれないのだ。優希と二人で真剣に取り組んでいる子供たちの育成の様子を、市川に取材してもらって雑誌に載せてほしかった。

　できればこの特別クラスにスポンサーがついてほしい。学校が長期休みのときは合宿をしたいし、経験を積むために海外の水泳大会にエントリーすることも考えている。すべての費用をＴＡＮＩスポーツセンターが負うのは難しい。かといって保護者に頼るのも無理がある。濱崎が一時的に出すことはできるが、クラスを長く続けていくつもりなら、一人の力に頼ることは避けた方がいい。優希にはその点をきちんと説明してあった。

　日程が決まったことを優希に伝えなければと、濱崎はプールに向かった。優希は日中の一般向けスイミングスクールも担当しているので、先にマンションを出た。いまごろはレッスン中のはずだ。

　プールサイドに出ると、ムッとした湿度の高い空気とカルキの匂いに包まれる。高い天てん井じょうに響くホイッスルの音、そして水しぶき。真夏の陽光が窓から差し込み、プールの水にキラキラと反射していた。

　優希はプールの中にいた。年配の女性たちを指導している。当然のことながら水着姿で上半身を晒さらしていた。キスマークをつけないように注意しながらセックスした昨夜のことを、またもや思い出してしまう。ニヤけそうになる顔を意識的にひきしめながら、しばらく優希の仕事ぶりを眺めた。

　特別クラスは優希と二人でコーチをしている。指導する立場としては、濱崎よりも優希の方がキャリアがあるため、なにかとフォローしてもらっていた。だが優希は「してやった」という態度はまったく見せない。さりげなく助けてくれ、さりげなく助言してくれる。

（俺はもう、優希がいないとやっていけないんだろうな……）

　そんな存在ができるなんて一年前の自分には想像もできなかったが、なかなかどうして、悪い状況ではない。腰を据すえて生きるとはこういうことかと、プールサイドの濱崎に気づいて目があった優希に手を振りながら、どこかくすぐったく思うのだった。







　駐車場に現れた真っ白い車体に、濱崎は「相変わらずだな」と苦笑いをこぼした。

　イタリア製の白いスポーツカーは独特のエンジン音を響かせながら、ぴたりと白線内に停車した。降りてきたのは現在三十五歳のスポーツジャーナリストだ。現役時代とほとんど体形が変わっていないことが自慢の男は、スリムなデニムにそこそこ長い足を包み、黒いＴシャツの上に麻のジャケットを羽織っていた。サングラスをかけて顎にちょっとヒゲを生やした顔を玄関前で待ち構えていた濱崎に向け、爽さわやかに笑う。

「ひさしぶり、濱崎」

「おひさしぶりです、市川さん」

　サングラスを外しながら歩み寄ってきた市川は、「本当にひさしぶりだよ」と力加減なく濱崎の肩を叩いてきた。

　現役を退いたスポーツ選手が解説者になったりレポーターになったりしてマスコミ関係の仕事をすることは多いが、その中でも市川は成功した方だろう。専門の陸上種目だけでなくスポーツ全般の知識が豊富で、スポーツ関連の書籍を数多く手がけている。引退後十年で築いた人脈は侮あなどりがたく、マスコミ全般に顔がきき、味方につければ心強い存在になるのだ。

　濱崎もかつて何度か市川に取り上げてもらいスポーツ雑誌に書いてもらった。引退を決めたときは独占インタビューを受け、それがムック本の特集記事になり、かなりの反響があったのは記憶に新しい。

　業界内だけでなく、いまではＳＮＳを利用して広く一般に情報を発信していて、市川の一言がネットニュースのトップになることも少なくない。

「おまえ、地元にひっこんでスター性がなくなったのかと思っていたが、そうでもないみたいだな」

　市川がまじまじと濱崎の全身を眺める。ふざけているようでしっかりと体格の変化を観察しているように見えた。どこへ行っても市川の頭の中は仕事でいっぱいなのだろう。

「そんなに弛ゆるんでいないな。トレーニングは続けているのか？」

　ぽつりと呟かれて、やはり、と濱崎は苦笑した。

「がっつりとはやっていないですよ。でもまあ、ここのスポーツセンターにはいろいろと設備が整っているので、自由に使わせてもらっています」

「なるほど。じゃあ今日はおまえの特別クラスだけでなくセンターの取材もさせてもらえるんだな？」

「ぜひ隅から隅まで見て行ってください。谷社長、自慢のスポーツセンターです。地方の個人営業の施設にしては、充実していると思いますよ」

「それは楽しみだ」

　市川は肩にかけているカメラバッグを片手でポンと叩いた。カメラマンを帯同させずに写真もすべて自分で撮るのが市川流だ。ジャーナリストを名乗りはじめたころ、数ヵ月ほどプロのカメラマンのアシスタントをして勉強したと聞いた。

「社長が挨拶をしたいと待っていますから、市川さん、こっちに」

　肩を並べてセンター内に入り、事務室の横を通って社長室へと向かう。

「それはそうと、濱崎──」

　市川がなにか言いかけたとき、パタパタと廊下を小走りに駆けてくる足音が聞こえた。

「あ、もういらしてましたか」

　優希の声が聞こえて振り向いた。と同時にブッと吹き出しそうになったが、なんとか堪こらえる。

　横に立つ市川がごく小さな音でピューと口笛を吹いたのがわかって焦あせった。

「あの、お出迎えせずにすみません。担当している一般クラスをいままで見ていたので」

　人見知りのくせに精一杯の愛想でもって微笑ほほえんだ優希は、たったいまプールから上がってきたばかりと説明しなくてもわかるくらいにびしょ濡れだった。

　タオルでざっと拭ぬぐっただけと思われる髪からは水滴がポタポタと落ちているし、体が濡れたままの状態で着たらしい白いＴシャツは乳ち首くびがモロに透けている。下半身は五分丈たけの黒い水着だけで、本人にその気はないとわかっていても股間の膨ふくらみが露ろ骨こつだし、すんなりと伸びた白い足はつるつる。足元はサンダルで、ピンク色の爪つめが行儀よく並んでいる。

「このスポーツセンターでスイミングインストラクターをしている西沢優希といいます。濱崎さんが作った特別クラスも担当しています。よろしくお願いします」

　お行儀よくペコリと頭を下げる優希を、市川が仕事用ではないニヤケ顔で眺めているのに、濱崎は天を仰あおぎたくなった。

　もともと優希はきちんと紹介するつもりだった。特別クラスを取材してもらうのに、優希に会わせないわけにはいかないし、そもそも優希ナシでは濱崎が地元に根を下ろそうと決意した経けい緯いが語れない。それに優希は自慢の恋人だ。遊び回っていた頃を知られている市川に、ベタ惚ぼれしている恋人を会わせるのは恥ずかしいが誇ほこらしくもある。

　だが市川の都合で、センターに到着する時間は優希が一般クラスを教えている最中になってしまい、指導が終わってからゆっくり──というつもりだった。優希の方が待てなくて来てしまったようだ。優希は市川を知っていた。著書も持っているらしい。はじめての取材ということもあり日程が決まったときからすこしずつ緊張していたようだから、一般クラスが終わると同時に飛んできたというところか。

　気持ちはわかるが、この格好はないだろう。

「優希、センター内の案内は俺がしておくから、おまえは特別クラスの子供たちが来たらメニューの説明をしておいてくれ」

「はい、わかりました」

　感情がこもらないよう、できるだけ平へい坦たんな口調で命じたが、優希は気を悪くした様子を見せることなくはきはきと返事をして戻っていった。

「あれがおまえの本命の恋人か」

　市川が笑いを含んだ声音で感心したように呟く。やはり一ひと目めで見破られたかと、濱崎はわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「あの濱崎が、関係があった男たちに片っ端から真面目な別れ話をして二度と遊ばないと宣言したって風の噂うわさで聞いていたが、本当だったんだな」

「……まあ、いろいろとありまして……」

「きれいな子だな。いくつ？　二十代半ばってところか？　いいね、クールビューティー。でもああいう子って実は情に篤あつかったりするんだよね。どう？　当たっているだろ」

「そんな感じではありますね」

　さすがに人生経験が豊富な市川だ。洞どう察さつ力りょくはハンパない。

「いまはあの子だけで、ほかにはまったく遊んでないわけ？」

「去年の秋から、俺の私生活はキレイなもんです」

「おまえがかつてはさんざん遊んでいたことを、あの子は知っているのか？」

「知ってます」

「じゃあ、俺とのアレは？」

　いったいなにを言い出すんだと、濱崎はなかば啞あ然ぜんとした顔で市川を見た。

「アレ…って、アレのことですか」

「アレのことだな」

　たった一回の手コキのことだろう。

「あんな十年も前の酔よった弾はずみのことなんか、優希に言いませんよ」

「だよな。わかってるって、そんな怖い顔をするなよ。言わないから」

　思わず睨んでしまった濱崎に、市川はニッと笑い、「さて、まずはどこへ案内してくれるんだ」と一方的に切り替えてきた。しっかり口止めする必要があるのかどうか判断に迷った濱崎は、とりあえず市川に乗ってプライベートは横に置いておくことにした。

　まず社長室へ連れていく。谷社長に紹介して和やかなムードで雑談したあとに、市川は携帯端末で社長室内の写真を撮とった。谷の許可をとってからＳＮＳに写真をアップする。濱崎も市川とのツーショット写真を撮られ、すぐにアップされた。最初からそれは期待していたことなので、市川に感謝しこそすれ異議はない。記事が掲載される雑誌が発売されるまで、こうしてちょこちょこと情報を小出しにして世間の注目を集めていくのだ。それが市川のやり方で、露出し過ぎず隠し過ぎずという絶妙なバランス感覚があった。

　そのあとＴＡＮＩスポーツセンターを隅から隅まで案内する。谷のスポーツを愛する気持ちが伝わる設備の充実度に、市川は素直に感心し、さまざまな場所を取材してきた知識からアドバイスも口にしてくれた。

　途中で康世に会ったので、市川に紹介した。

　そして最後に温水プールへ行く。特別クラスの練習がいまはじまったところだった。優希が子供たちを指導しているのを、市川とともにプールサイドから眺めた。

「おまえだけが先走って未来の日本代表を育てるんだって息巻いているのかと思っていたが、なかなかどうして、子供たちも熱心なんだな」

　優希の指示を真剣に聞いている子供を見て、市川がそんな感想をもらした。

「俺がこのクラスを作ろうと思い立ったきっかけが、ここにいる子供たちそのものですから。もっと上う手まくなりたい、速くなりたいっていう情熱を感じたし、なにより好きで泳いでいるっていうのがいいと思いました。だからこの子たちのために、特別クラスを作るのはどうかと社長に持ちかけたんです」

「いいな、その動機」

　市川がポケットからメモ帳を取り出して書きこむ。

「本人たちの情熱と優希のきめ細やかな管理、俺のノウハウ、あとは経験ですね。競技会にすこしずつエントリーしたいと思っています。そのためにはあるていどの資金が必要なので」

「そうか。それでスポンサーがほしいと」

「そういうことです」

　優希が自分たちに気づいたが、目礼だけして、すぐに子供たちに視線を戻す。

「真面目なんだな、あの子」

「西沢優希です。あの子呼ばわりはやめてくれませんか」

「じゃあ、優希君」

　いきなり仕事モードから外れる市川に、濱崎は胡う乱ろんな目を向けた。

「却きゃっ下か。西沢でいいでしょう」

「そんなに警戒するなよ」

　市川もゲイだ。友人の恋人を寝取るほど倫りん理り感かんがない男ではないが、いきなり名前呼びされては警戒したくなる。はいそうですかと笑えるはずがない。

「あ、そうだ。今夜は泊めてくれよ」

「……なんでですか」

「さっき社長が今夜一席もうけるって言ってただろ。飲んだら運転はマズいから泊まりになるのは当然だ」

「駅前に手頃なビジホがいくつかありますよ」

「そんな冷たいこと言うなよ。一晩くらい泊めてくれたっていいだろ。買ったばっかりのお綺麗なマンションってのを見せろよ」

　濱崎はひとつため息をついた。たしかに今夜は飲むことになるだろうとは思っていたが、事前に宿泊に関する相談はなにもなかったので、てっきり市川はどこかにホテルを取っていると思っていた。ホテル代を節約しなければならないほど生活が逼ひっ迫ぱくしているようには見えないし、いままでも市川を自宅に泊めたことはない。今回のこの要望は、明らかに濱崎の私生活に興味を抱いだいてのことだとわかる。

　濱崎はプールの中にいる優希に視線を向けた。

　彼がなんと言うだろう。いま優希と半はん同どう棲せい状態だ。市川がノンケならば優希も含めて三人で雑ざ魚こ寝ねもアリだが、もしなんらかのまちがいがあったらと心配で、濱崎は眠れないかもしれない。昔のことだが、市川は酔ったはずみで濱崎と抜きっこしたくらいだ。酔って箍たがが外れた男の貞操観念ほど信用できないものはないと思っている。

　市川を泊めるなら、優希をアパートに帰した方が安心だろう。

「もしかして優希君が怒る？」

　そう訊たずねてくる市川の目が笑っていた。恋人の顔色を窺うかがう濱崎を面白がっている。

「怒りはしないでしょうが……って、優希君なんてなれなれしく呼ばないでくださいよ」

「いいじゃないか減るもんじゃなし」

「減ります」

「とんでもない独占欲だな。いつのまにそんな男になったんだ。もし俺が優希君を口く説どいたらマジで殴なぐられそうだな」

「口説くつもりですか」

　本気でギロリと睨んでしまった。かなり威い圧あつ感かんがあったはずだが、市川は飄々とした表情を崩さず、「さてね」と肩を竦すくめてみせる。

　今夜、絶対に優希はアパートに帰すと決めた。多少、機嫌を損ねようが、大切な恋人を守るためには仕方がない。市川が帰るまで警戒を怠おこたらないようにしようと決意した。







　その夜、市内にある老舗しにせの日本料理屋の座敷で飲み会が開かれた。社長と濱崎、優希と康世、市川の五人で座卓を囲む。

　はじまってしばらくは食事をしながら五人で世間話をしたり、市川が親しくしているアスリートの裏話などをおもしろおかしく聞いていたりしたのだが、一時間がたったころに、社長と康世が揃そろって退席してしまった。明日、早い時間から用事があるらしい。優希を含めた三人にされてしまう。すると市川があからさまに優希に接近した。

「市川さんの本、何冊か持っています。メジャーリーガーになった日本人野球選手の半生を書いた本が一番好きです。感動しました」

　なんておべっかではなく本気で言って市川を喜ばせ、自分が狙ねらわれているなんて欠片かけらも警戒心を抱いていない優希は、きれいな笑顔を惜しげもなく晒している。

　市川はほんのり酔いに染まった顔を向けながらご機嫌だ。いまのところ口説きっぽいセリフは発していない。あれは冗談だったのか、それともチャンスを窺っているのか。

　市川の本音がどこにあるのかわからず、濱崎は始終イライラとしていた。もちろん優希の前で醜しゅう態たいをさらしたくないというプライドが働き、表向きは澄ました顔をしていたが。

「優希君は濱崎の高校の後輩なんだね」

　いつのまにか呼び名が「優希君」で定着している。却下したのに。

「そうです。濱崎さんは地元ではとても尊敬されている水泳選手でしたから、自分もおなじ高校に行きたくて勉強しました。五学年も離れていて学校生活はかぶらないんですけど、濱崎さんが練習したプールを自分も使えると思うだけで嬉しかったです」

　くっ、可愛い。

　思わず抱きしめてキスしたい衝動にかられたが、からかうような視線を市川が送ってよこしたのでぐっと堪え、そしらぬふりをした。

「そっかー、優希君にとって濱崎は憧あこがれの先輩だったんだ」

「はい。いまでもその気持ちは変わりません。一緒に仕事ができて、とても幸せです」

　アルコールが入ったせいもあるだろうが、優希がポッと頰を染めて恥じらいながらそんなことを言うものだから、ますます愛いとしさが募つのって爆発しそうになる。

「濱崎、羨ましいぞ、俺は。こんなにきれいな後輩にそこまで慕したわれて」

　市川がへらへらとした笑い顔を必要以上に近づけてきた。四歳も年上のオッサンにべたべたされても全然嬉しくないので、さりげなく顔を遠ざけた。

「はいはい、市川さん、もう酒はやめよう。優希、水をもらってきてくれないか」

　優希は従順に頷き、さっと座敷を出ていく。すぐにコップ一杯の水をもらって戻ってきてくれた。

「市川さん、どうぞ」

「ありがとー。本当に優希君はいい子だな。濱崎なんかにはもったいないよ」

「えっ……」

　コップを受け取りながらさらりと市川が口にした言葉に優希が固まる。戸惑ったような目で濱崎を見てきた。思わずため息がこぼれる。市川を呆れた目で見み遣やると、へらへら笑っていた。これはわざと言ったなとわかる。

　黙っているつもりだったが、こうなったら下へ手たに隠しておかない方がいい。

「優希、この人もゲイ。俺たちのことはわかってるから」

「……喋しゃべったんですか？」

「いや、喋ってない。俺に本命ができたことを噂で聞いていて、今日おまえに会って一目で察したみたいだ」

　優希はギョッと目を見開き、両手で自分の顔を撫なでた。

「一目で察した…って、顔に出てます？　どんな顔になってます？」

「大丈夫、出てない。気にしなくていいから。この人は勘がよくて俺の性格も熟じゅく知ちしているからわかっただけだ」

　宥なだめたが優希は気になるようで、赤面しながらしきりに手で頰や口元を擦こすっている。そういう仕草もクソ可愛い。

「優希君、悩みがあったら俺に相談しておいで。なんでも答えてあげるから」

「ちょい待て、市川さんにだけは相談なんてするな。余計にひっかきまわされて面倒なことになるだけだ」

「そんなことないさ、俺は聞き上じょう手ずって言われているんだぞ」

「はいはい、その点は否定しませんよ」

　たしかに聞き上手かもしれない。だから市川のインタビューには定評がある。だが悩み相談なんかした日には、話を聞いたあとに酔わせて蕩とろけるくらい優しくしてあげて美お味いしくいただいてしまうのだ。市川のその手の武勇伝（？）をいくつも知っている。

「今夜は濱崎のマンションに泊めてもらうことになってるから優希君の話をじっくり聞いてあげられるよ。朝までたっぷり時間があるから、いっしょに──」

「えっ………濱崎さんのところに泊まるんですか？」
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　びっくりした優希が、説明を求めるように濱崎に視線を送ってくる。まだ言っていなかった。

「まあ、そういうことになった。言っておくが、仕方なく、だぞ」

「濱崎ぃ、冷たいな、その言い方。十年来の友人だろ？　おたがいに積もる話もあるってわけだ。だから優希君もいっしょに濱崎の部屋で──」

「優希は今夜アパートに戻れ」

　市川の戯たわ言ごとを最後まで言わせずにブチ切った。優希は戸惑いながら濱崎と市川の顔を交互に見遣っている。

「え、でも……」

「この酔っ払いの世話は俺がひとりでやる。優希は帰ってくれ。な？」

「あ、はい……。わかりました」

　ぎくしゃくとしながらも優希は頷いた。軽く首を傾かしげて忙せわしなくパチパチと瞬しばたたいている。納得できていないらしいが、いまここで言葉を尽くすのはやめておく。市川にどう冷やかされるかわからないからだ。

「優希、店の人に頼んでタクシーを呼んでくれ。二台」

「……わかりました」

　優希はまた座敷から出ていき、しばらくして戻ってきた。「五分ほどで来るそうです」と報告してくれる。すぐに女将おかみがやってきて、深々と頭を下げて礼を言ってきた。

「本日はご利用ありがとうございました」

「とても美味しかったです」

　行儀よく優希が応えると、女将は濱崎に「ひとつお願いがあります」と申し訳なさそうに切り出してきた。こういうときのお願いは、だいたい想像がつく。

「濱崎さんに従業員たちと写真を撮ってもらいたいのですが、可能でしょうか？」

「いいですよ」

　こういうとき、以前から濱崎は気軽に応じるようにしてきた。水泳競技は人気商売ではないが、公式競技会が開催されるときは税金が使われることがある。一般の人たちの支持は多いにこしたことはない。引退して地元に戻ってきてからは、自分の存在がすこしでも地方都市の明るい話題になればと期待している。自意識過か剰じょうかもしれないが、それくらいしかできないから精一杯いい顔をしようと努力していた。ましてや今夜は谷の主催の飲み会だ。谷の顔を潰つぶすわけにはいかない。

「どこで撮りますか？」

「こちらの中庭の前でみんなが待っていますので」

「すぐ戻る」

　優希に言い置いて、濱崎は女将に促うながされるまま座敷を出て廊下の奥へと移動した。

　きれいに手入れされたつぼ庭をバックに、女将と板長と作さ務む衣え姿の女性従業員たちに囲まれて笑顔で写真におさまる。そのあいだ、ほんの二、三分だっただろうか。

　座敷に二人きりにしてしまったがたいした時間ではない。市川は酔ってぐだぐだになっていたし、優希に悪さなどできないだろうと思っていたが──座敷に戻ると、妙な空気が漂ただよっていた。優希と市川はさっきとおなじ場所に、すこし離れて座ったままだ。市川は赤ら顔でニヤニヤして、優希は俯いて硬直している……ような。

「優希？」

「…………はい」

　なんですか、と優希が顔を上げる。笑顔はなかったが、とくに怒っているようにも悲しんでいるようにも見えない。市川がなにか変なことを言ったのかと問い質ただそうとしたとき。

「タクシーが到着しました」

　従業員がそう知らせてきた。

「よーし、濱崎の部屋で飲み直しだ」

　威勢よく声を張り上げて立ち上がった市川だが、足がふらついている。慌てて濱崎は支えに入った。ほとんど抱きかかえるようにして座敷を出ながら、優希をちらりと振り返って「また連絡するから」とだけしか言えなかった。







　酔いやすく醒さめやすい体質の市川は、マンションに着いたころにはなんとか自力で歩けるくらいになっていた。タクシーを降りて、市川は短くピューと口笛を吹く。

「高そうなマンションだな。さすが濱崎駿介」

　深夜というほどの時刻にはなっていないが、全八戸の低層階マンションは静まり返っている。市川の声がやけに響いた。

「静かにしてください」

「ここっていくら？　億ション？」

「億までいくわけがないでしょう。ここは東京の一等地なんかじゃないですよ。駅裏で交通の便はいい場所ですけど、しょせん地方都市。たいした金額じゃありません」

「いやだね、金持ちはこれだから」

　自分だってそこそこの財産は築いているくせに、いやらしい言い方をする。とりあえず共用スペースで下手に騒がれたら面倒なので、とっとと部屋に入れた。

「あー、新婚家庭っぽいなー」

「あちこちさわらないでください、って言ってるそばから！」

　勝手にシューズボックスを開けて優希の靴くつを出して見ている。その手から優希のランニングシューズを取り上げて元に戻している隙に、市川はサニタリーに入り込み、コップに差したままの二本の歯ブラシをまじまじと見たり、バスルームを覗きこんだりしていた。

　そこに携帯端末がメールの着信を伝えてくる。市川の動向を気にしながらポケットから取り出して見てみると、優希からだった。

『俺の私物、いろいろと濱崎さんちに置きっぱなしです。市川さんに見られたら恥ずかしいです。適当に片付けておいてくださいね』

　ごめん、もうちょっとだけ見られている。心の中で謝った。

『多少見られても大丈夫だろ。変なモノは見られるようなところに置いてないから』

『変なモノってなんですか。なんのことですかっ』

　携帯端末を片手に真っ赤になっている優希が目に浮かぶ。笑いを嚙み殺していると、市川がリビングに入ってきた。

「なんか落ち着いた家庭って感じがしてムカつくんだが」

「勝手にムカついてください。あ、こら、そっちは本気でダメです」

　ベッドルームに入ろうとした市川を捕まえて、なかば引きずるようにリビングのソファまで連れていった。

「ほら、コーヒーでも淹れますから、おとなしくそこに座っていてください」

　すこし不ふ貞て腐くされたような表情で市川はソファに落ち着き、リビングをぐるりと眺めている。

　ここにも、あちらこちらに優希の存在を感じるものが置かれていた。濱崎がぜったいに買わないような流は行やりの北ほく欧おう柄がらのクッションとか、ＴＡＮＩスポーツセンターが作った濱崎の写真の卓上カレンダーだとか。

　極めつけは濱崎のポスターだ。ＣＭ契約しているスポーツウエアのメーカーが作ったもので、等身大まではいかないが割と大きなポスターが壁に貼られている。今年の春モデルのスウェットを着た濱崎が仁に王おう立ちして正面を睨むように見ていた。

「あれって、優希君が貼ったのか？」

「あたりまえでしょ。俺が自分で貼ると思いますか」

　市川に見られてしまって恥ずかしいが、これを外したら優希が悲しみそうなので触らないでおく。

「あの子、本気で濱崎に惚ほれているんだなぁ」

「そうですよ。だから余計なちょっかいかけても無駄だから、なにもしないでください」

　いつもよりずっといい加減にコーヒーを淹れ、リビングへ運ぶ。

「それ飲んだら寝てください。そのソファを貸しますから」

「えっ、ここで寝るのか？」

「あいにくとここには客用の布団なんかないんです。ちゃんとしたベッドで寝たかったらいまからでもホテルに行ってください」

「濱崎のベッドは？　どうせキングサイズなんだろ？　あの子と毎晩イチャコラしてんじゃないの」

「どうして市川さんと二人で俺のベッドで寝なきゃならないんですか。あれは俺と優希の寝ね床どこです。ほかの男となんて、絶対に寝ません」

「ケチだなぁ」

　市川がため息をつくが、顔はあまり嫌そうではない。面白がっている。どんな状況でも楽しんでしまう市川だからこそ、どのスポーツでもどんな有名人でも物もの怖おじせずに取材ができるのだろう。

「市川さん、真面目な話です。もう一度言っておきますけど、優希には絶対に手を出さないでください。そんなそぶりすら見せないでほしい。もし優希を傷つけるようなことをしやがったら、ただじゃおきませんからね」

　本気の恫どう喝かつに、市川は一瞬だけ真顔になったが、すぐにチェシャ猫のようにいやらしい笑みを浮かべた。

「おまえのそんな真剣な顔、はじめて見たかもしれないな。あれほどチャランポランだった濱崎をクソがつくくらいの真面目にさせちゃった優希君は、凄すごいよ。ますます興味が湧いたかもしれない」

「だから、余計なちょっかいを出すなっつってんです！」

「なあ、酒はないのか？　マジでコーヒー飲んだら寝ろってこと？　俺、まだおまえといろいろ話したいことがあるんだけど」

　濱崎とて優希の件がなければ市川とはひさしぶりなわけだし、話したいことが山ほどある。共通の友人のこととか、水泳協会のこととか、もうすぐ開催される南米でのオリンピックのこととか、次回の東京オリンピックのこととか、それこそたぶん話しだしたらきりがないほどに。

　市川はこうみえて多忙だ。今回は正式な取材として会ったので時間に余裕があるが、そうでなければ飲み屋でほんの一時間とか、電話で十分だとかの短い話しかできない。ゆっくり話せるチャンスはそうそう転がっていないのだ。

　濱崎は誘惑に負けて冷蔵庫から缶ビールを出した。つまみになりそうなものもテーブルに広げる。市川は単純に手を叩いて喜び、遠えん慮りょなく缶ビールを開けた。

「それで、市川さんはオリンピックの取材はしないんですか？」

「んー、行きたかったんだけど、いまプロ野球を追いかけているからなぁ。ほら、不ふ祥しょう事じがあっただろ。あれ絡みでごたごたしている組織内のことを、時間かけて取材中。オリンピックは魅力的だけど、他のヤツが大たい挙きょして行ってる。俺はオリンピック後に引退表明するアスリートがいたら、それを取材したいな」

「市川さんって、引退選手が好きですよね」

「好きだね。頂点を極めた選手たちは、そのスポーツにそれまでの人生のほぼすべてを捧ささげてきたわけだ。体力の限界を認めて、未練をふっ切るのは並大抵の葛かっ藤とうじゃない。そこに人間性が出る。引退劇ってのは人それぞれだから面白い。おまえの引退も面白かった」

　ここで言う「面白い」はふざけた意味ではない。市川がたまらなく興味をそそられて興奮して、本人に憑ひょう依いされたかのように記事を書くことを指すらしい。泣きながらインタビューに答えるアスリートと一緒になって涙をこぼすことも珍しくないと聞いた。

　とにかく市川は熱い男でもあるのだ。市川の話は聞いていて飽あきない。それから夜通し、濱崎は市川と飲みながら業界話に花を咲かせたのだった。







　眠い。完全に寝不足。

「濱崎さんがそんなに色の濃いサングラスをするなんて珍しいですね」

　スポーツセンターの更衣室で会った優希にそう指摘されるほど、黒いサングラスをかけている。寝不足の目に、カンカン照りの八月初旬の太陽は眩まぶしすぎたからだ。

「寝不足でさ。目が辛つらい」

「ゆうべは遅くまで起きていたんですか？」

「んーまぁ、話が尽きなくて」

　優希は「そうですか」と俯く。ちょうどスニーカーの紐ひもを解ほどいて脱いだところだったので、どんな表情をしたのか見えなかった。

「市川さんとは、本当に旧知の仲なんですね」

「まあ、知り合ってから、かれこれ十年あまりになるからな。もともと頻ひん繁ぱんに会うような関係じゃないが、昨日会ったのは引退のときのインタビューを受けて以来だったから、あれこれ話していて……」

　ついまた欠伸が出た。ふわぁ…と口を開けながらロッカーにカバンを突っこみ、プールサイド用のビーチサンダルに履はきかえる。今日は優希とともに特別クラスの指導に入ることになっているが、プールには入らない予定なので、Ｔシャツとハーフパンツのままだ。優希は水着の上にタオル地のパーカーを羽織っている。

「ん？」

　間近で優希の顔を見たら、いつもは澄んでいる目が充血していた。

「どうした、結けつ膜まく炎えんか？」

「いえ、俺も寝不足です。昨日、ひさびさに自分のアパートに帰ったんで片付けたり掃除をしたりしていたら寝そびれて」

「夜中に掃除していたのか？」

「掃除機はかけていませんよ。静かに片付けていただけです」

　優希は赤い目で笑った。一晩離れていただけで愛しさが募っている。

　やっぱり優希は可愛い。しみじみ思いながら、更衣室の中が二人きりなのをいいことに抱き寄せた。軽く唇を重ねる。もう馴染んでひさしい唇の温度にホッとした。

「ゆうべはごめんな。追い出すような真似して。市川さん、もう東京に帰ったから、戻ってこいよ」

「……戻っても、いいんですか？」

「いいに決まってんだろ。てゆーか、いいかげん、俺のところに越してこい。アパートは引き払えよ」

「でも、今回みたいなことがあったら、俺の行くところがないです」

「そう何度もないって。そもそも俺はダチを自宅に泊めない方なんだ。市川さんは特別。わざわざ取材に来てくれたわけだし、いい感じに記事を書いてもらわなきゃならないから邪険にはできないだろ」

　さっそく、市川がＳＮＳに上げたＴＡＮＩスポーツセンターの取材記には反響があった。期待していた通り、市川の影響力は大きい。

　濱崎も個人のブログページを作ってあったが、内容はほぼ競技会の日程と成績の記録のようなもので、もともとマメな性格ではないこともあり引退してからは放置気味だった。

　そのせいか、市川がアップした写真を見て濱崎の現在の活動をはじめて知ったという人たちから『元気そうで良かった』とか『若手の育成に期待しています』といったメッセージがいくつも届いたのだ。

「俺もネットで見ました。このスポーツセンターのことをさりげなく褒ほめてくれていましたね。ありがたいです」

　腰を抱いたまま、優希のきれいな鎖さ骨こつを観賞しながら「だろ？」とつい得意げになった。市川に来てもらってよかった。自分の交友関係が仕事の利益に結びついたわけだ。

「だからといって今後も取材に来たヤツをどんどん部屋に入れることはないから。公私は絶対に分ける。賃料がもったいないって、前にもこぼしていたじゃないか。俺のところに来れば、ほら、無料だし」

「いえ、もしいっしょに暮らすことになったら、相応の家賃は払います。そんな、すべてを濱崎さんに頼り切ってなんて──」

　優希は口ごもる。経済的な問題は優希にとって大きいらしい。つい最近まで、優希はスポーツセンターの給料だけでは一人暮らしの生活を支えられず、飲食店でアルバイトをしていた。特別クラスの手当てが出ることになったため、やっとそのアルバイトを辞めたところだ。

「それに、地元のスターである濱崎さんのマンションに転がりこむことになったら、ごく平凡な一般人の両親が卒倒してしまうかもしれません」

「大おお袈げ裟さだな。まあ、驚くとは思うが……。そればかりは慣れてもらうしかないな」

「慣れ…ですか……」

　言葉に詰まって視線をさ迷わせている優希は、濱崎を焦じらしているつもりなんて毛もう頭とうない。本気で困っている様子に、濱崎の方が折れた。

「急いで結論を出さなくてもいい。その気になったときに、すこしずつ話を進めていこう」

「…………はい」

　どこか安あん堵どしたように表情を緩ゆるませて頷いた優希に、ちょっとモヤモヤする。そんなに逃げ場を確保しておきたいのか、完全同棲は嫌なのかと、詰め寄りたくなってしまう。そこをぐっと堪えて大人の余裕っぽくふるまうのは骨が折れることだが、まあ仕方がない。

　二人揃ってプールサイドに出ていくと、特別クラスの子供たちが集まっていた。おのおの準備体操をしている。クラスはいまのところ全員で十二人。定員は設もうけていない。有望な子供がいたら順次入れていくことになっていた。

「優希先生、おはようございます」

　はきはきと挨拶してきたのは粂野翼だ。丸顔で目も丸い、ちょい童顔。ゆるい天然パーマがかかった黒い髪は額と耳にかかるくらいの長さで、濡れるともっとくるくるしてくるのを知っている。

　手足はまだ細く、中学生になったが小学生時代と変わらない体格だった。だが水泳に関するセンスは一番あると見ている。このまま順調に水泳スキルを磨みがいていき、成長期をうまく乗り越えられたら、もしかしたらもしかするかもしれない。

「先生、オレ、プロテイン飲んできた。母さんが買ってくれて」

　背伸びするようにして優希を見上げ、純じゅん粋すいな目で話しかけていた。翼はもう五年もこのスポーツセンターに通っているらしく、優希はとても可愛がっている。目を合わせて「そうか」と相あい槌づちを打ってやっていた。

「先生のおススメのメーカーのやつを買ったんだ」

「何味？」

「チョコ味。思ったほど不ま味ずくなかった。あのくらいなら続けて飲めそう」

　翼は無意識なのか意識してなのか、優希のパーカーの裾すそを指先で摘まみ、体をより近づけて話そうとしている。

「プロテインもいいけど、基本は毎日の食事だからね。好き嫌いせずにしっかり食べて寝るんだよ」

「わかってるよ」

　翼はただの雑談が嬉しくてしかたがないのか、ずっと笑顔だ。その目からは優希への好意が垂たれ流ながしになっている。傍から見ていて恋人としては面白くないが、相手はまだ十三歳だ。嫉妬して大人気なく引き離すのもどうかと思い、濱崎は黙って眺めていた。

　だがその態度が気に入らなかったのかもしれない。優希が別の子供に話しかけられて翼から離れたら、その翼がキッとこちらを睨んできた。

「濱崎先生、今日は指導してもらえるんですね。楽しみです」

　あまり楽しみという感じではない口調だが、そこで難なん癖くせつけて中学生と同レベルになっても痛い人だろう。

「昨日は取材が入ったから、そっちの相手をしていたんだ。発売はまだ先だが、雑誌に載ったら学校で自慢できるぞ」

「あの顎ヒゲを生やして首からカメラをぶら下げていた男の人ですよね。なんか濱崎先生とべたべたしているなーって、泳ぎながら見ていました」

「べたべた？　そんなことはしていないだろうが」

「体をくっつけて内緒話ばかりしていたじゃないですか」

「はあ？」

　プールサイドでそんなふざけた真似をした覚えはない。とすると──。

「あの時間、おまえたちだけじゃなくてほかのクラスも練習していただろう。一いっ斉せいに子供たちがバシャバシャ泳いで、そこにコーチたちの声やらホイッスルやらが響いたら、結構うるさいんだぞ。顔を寄せなきゃ会話ができないだろ。おまえ、なに言ってんだよ」

　呆れながらも誤解を解こうと説明したが、翼は納得できていないのか生意気にも睨み続けている。この野郎、一発ぶちかましてやろうかと半眼になった濱崎だが、翼がふっと視線を逸そらしたのでつられたようにそちらを見た。優希が他のコーチと立ち話をしている。

「………優希先生、昨日は元気がなかった……」

　ぽつりとこぼした翼に、濱崎は首を傾げる。

「そうか？」

　いつもと変わらないように見えたが……。

「つまらなそうだった。取材の人と濱崎先生の方を何度も見ていたから、すごく気になっていたんじゃないかな。……って、優希先生がサボっていたわけじゃないからな。俺たちのこと、きちんと指導してくれていたからっ」

　一人前に優希を庇かばう中学生に、濱崎はフンと鼻で笑った。

「あいつがおまえたちを見てないなんて思っちゃいないっつーの。ほら、そろそろ時間だ。はじめるぞー」

　時計を見てそう声をかけると「はーい」といい返事がきてプールサイドの一角に集まる。優希と二人で今日の練習メニューを説明し、子供たちとともに優希がプールに入る。濱崎はプールサイドから全体を見た。

　ちらりと優希に意識を向けると、いつも通りに真剣な顔で子供たちひとりひとりに気を配っている。市川と濱崎がいっしょにいるところを見ていたのは噓じゃないだろう。特別クラスの取材なのだ、気にならないわけがない。

（まあでも、市川さんはもう帰ったし、今夜は可愛がってやろう）

　昨夜、一人寝をさせてしまったお詫わびに、ねちっこく弄いじってあんあん言わせようと決めている。つい口元がニヤニヤと笑ってしまい、不審そうにプールから見上げてきている翼と目があって、慌てて表情を引き締めた。

　午前中の練習が終わると、二時間の昼ひる休きゅう憩けいがある。家から弁当を持ってきている子供たちは、談話室やロビーでそれぞれ昼食をとる。持ってきていない子供とともに、優希と濱崎は近所のコンビニまで買いものに出た。

「暑いなぁ」

　外はギラギラと真夏の太陽が照りつけていて、アスファルトが焼けるようだ。汗が噴き出してくる。

「センセー、お腹が空すいたー」

「はいはい、買ったら急いで戻って食べようね」

　優希が子供を宥めながら手を引いてやっている。濱崎は縁石に乗ってふざけている子供を見つけて叱しかった。

「危ないだろうが。車道に落ちたら轢ひかれるぞ。おいそっち、後ろ歩きをするな。前を向いて歩け！」

　十歳以上しかいないはずなのに、こんなに注意を払わなければ歩けないのかと濱崎は茫ぼう然ぜんとする。育児経験などないから、衝撃だ。脇の下に余計な汗をかいてしまい、午後の練習時にはプールに入りたいなと思いつつ、冷房の効いたコンビニ店内に入った。

「ねぇ先生、アイス買ってもいい？」

「昼飯を買いに来たんだぞ。アイスはなしだ」

「えーっ、一個くらいいいじゃーん」

「ダメだ」

　濱崎がきっぱりと却下しているのを、優希が物言いたげに眺めている。子供たちを弟や妹のように可愛がっている優希は、アイスくらい──と思っているのが丸わかりだ。べつに厳きびしくしつけようとしているわけではない。この暑さだし、子供たちだっていつもより練習量が多いのだから甘いものを食べてもいいだろう。一つくらいなら腹だって壊さないだろうし。

　濱崎はちょいちょいと指先で優希を呼び、日用品の棚たなに隠れて囁いた。

「ここのアイスじゃなくてセンター内に自販機があっただろ。あれをあとで人数分、買ってやってくれ。これで足りるか？」

　素早く優希の手に千円札を何枚か握らせる。驚いた顔の優希がなにも言わないので「食べさせない方がいいのか？」と聞いた。コーチ歴は優希の方がずっと長い。子供たちの事情もよく知っている。保護者たちとも顔見知りだ。アイスを買って食べさせては不味いことでもあるのかと思った。だが、ふっと優希が微笑んだ。

「いえ、大丈夫です。わかりました。センターに戻ってから自販機で買います。買いものに来ていない子が食べられないのはかわいそうだし、かといってここで買ってしまうと着くころには溶とけてしまいますもんね」

　その通り、さすが優希はよくわかっている。

「センセー、どこ？」

「あそこに濱崎先生の頭が見えてるよ」

　会計を済ませた子供たちが探しに来た。濱崎は陳列棚よりも頭の位置が高いのですぐに見つけられたが。

　コンビニの袋をぶら下げて、日ひ陰かげを選んで帰路につく。行きとおなじようにトリッキーな歩き方をする子供を叱りつつ、なんとかセンターまで戻った。

　昼食のあと休ませて、予定通りに午後の練習をはじめた。一時間泳いで十五分休憩させ、また一時間泳がせる。今日は濱崎がクールダウンのやり方まで指導して解散となった。

　日にち没ぼつにはまだ早い時刻だ。外はかなり暑く、西日がきつい。その中を自転車で帰っていく子や、迎えに来た保護者とともに帰っていく子を、濱崎と優希は見送った。

「センセー、さようならー」

「おう、また明日な」

「先生、今日はアイスをありがとうございました」

　律りち儀ぎに礼を言ってくる子には「美う味まかったか」と笑いかけた。

「また食べたいです」

「図ずう々ずうしいんだよ」

　背中をぺちんと叩いて帰路につかせた。なんかしみじみと「いいな」と思う。

　ゲイだから、子供を持つなんてことは考えてもいなかった。ぶっちゃけ、子供なんて鬱うっ陶とうしいとしか思っていなかった。ＴＡＮＩスポーツセンターでコーチをすることになったときも、水泳だけ教えていればいいと簡単に考えていた。

　だが成長期の子供を指導するということは、それだけでは済まない。体調にあわせて練習メニューを組む必要があるし、進学の相談にも乗らなければならない。保護者への説明だって大切だと知った。すべてに気を配ってこそのコーチ業だと教えてくれたのは優希だ。

　ここで、子供たちを育てていく──。恋人の優希と二人三脚で。

　優しい笑顔で子供たちに手を振っている優希を盗み見た。

（やっぱ最高のパートナーだな）

　我ながら素晴らしい人材を手に入れたと悦に入いってニヤけていると、「お疲れさん」と栄太が背後から労ねぎらってきた。笑いながら濱崎と優希を交互に見ている。

「そんなふうに並んで子供を見守ってる様子って、もう長年連れ添った夫婦みたいですね」

「なっ、なに言ってんですか、先輩っ」

　優希が顔を赤くして慌てているが、濱崎はまんざらでもない。

「子供たちのことは任せてくれ。俺たちが責任を持って指導する。これからがすごく楽しみだ」

「その意気で頑張ってください。昨日の市川さんの取材効果がさっそく現れていますよ。ＳＮＳを見て特別クラスを見学させてもらいたいっていう問い合わせが何件か来ています。子供を通わせたいっていう親が八割、たぶん出資絡みの企業が二割ってとこです」

「子供については、基本的に学業に差し障さわりなく通える範囲内に居住していないとダメだな。出資についてはいつでも見学ＯＫと答えておいてくれ。俺が直接会って説明した方がいいならスケジュールをあわせる」

「わかりました。そういう方向で」

　ＳＮＳの反響が顕けん著ちょに表れていることに優希は驚いたようだ。目を丸くしている。だがしばらく考えたあと、ひとつの提案をしてきた。

「濱崎さん、その……特別クラス志望の子供のことですけど」

「なんだ、言ってみろ」

「ここまで通ってこられないからって門前払いするのはかわいそうです。保護者が我が子の能力を伸ばしたいと思っての問い合わせばかりじゃなく、濱崎さんに憧れて、指導を仰ぎたいって熱望している子だってたくさんいると思います。いまからでは夏休みの準備はもう間に合いませんけど、長期休みのときとか連休のときには、たとえば短期で三日間の集中講習会とか、ひろく子供を募集してやってみるのはどうですか？」

　やはり優希は素晴らしいパートナーだ。

「なるほど、それでどれだけ効果があるかはわからないが、俺の信者は増えそうだな」

「確実に増えますよ」

　優希が拳こぶしを握って力強く頷いたものだから、思わず吹き出しそうになった。その案に栄太も賛成した。

「もしかしたら金の卵が見つかるかもしれない。スポーツセンターの宣伝にもなるし、特別クラスの子供たちの刺激にもなる。そう思いませんか、濱崎さん」

「思う。社長に相談しよう」

　目を輝かせている優希の肩をポンと叩き、濱崎は優しく微笑んだ。

「あ、それと──市川さんからまた取材申し込みが来ました」

「えっ？　こんどはなんだ？」

「特別クラスの子供と保護者の何人かにインタビューをしたいそうです」

「ああ、なるほど。当事者から話を聞きたいってことか。いつごろに？」

「できれば明後日あさって」

「急だな。なにか予定がひとつ飛んだか」

　プロ野球を重点的に取材していると話していた。その他にも夏がシーズンになっているスポーツはたくさんある。市川は多忙なはずで、なにかがキャンセルになって突然時間が空あいたのだろう。

「じゃあ、今夜中に特別クラスの家庭に電話で連絡して、事情を説明しよう。たぶん何組かはＯＫしてくれるだろうから、市川さんに明後日の練習終わりくらいに来てくれるように返事をしておいてくれ」

「わかりました。各家庭への連絡も事務室の方でやりますよ。濱崎さんが直接電話したら、用件だけで通話が終わらなくなるかもしれませんから」

「ああ、その可能性はあるな」

　それでいいか、と振り返ったら、優希が物もの憂うげな表情になっていた。
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「優希？」

「あ、はい。それで、いいです」

　ぎくしゃくと頷く優希が気になったが、栄太と細かい話をしているうちに忘れてしまった。







　翌々日、市川がインタビューに来る予定の日も、猛暑を通りこして酷こく暑しょの日だった。北関東の中央に位置するこの街は、日本で一番暑いといわれる街のすぐ近くだ。当然、暑い。

　その暑い中、昼休みになるとコンビニまで買い物に行く。遠ければ車を出すのだが、駐車場の向こうに見えている距離なので歩いていった方が早いのだ。濱崎は優希と二人でまっすぐ歩かない子供たちに目を配りながらコンビニに行った。

　だらだらと汗をかきながら子供たちとスポーツセンターまで戻ってきて、さあ冷房が効いた場所に入れるぞと期待したときだった。優希が建物脇の植え込みの陰で座りこんでいる人影を見つけた。

「あれ、市川さんじゃないですか？」

　指差された方を見ると、たしかに背格好からして市川に見える。すこし離れた場所に、市川のものとおなじ白いスポーツカーが停車していた。

「市川さん？」

　声をかけるとその人物が顔を上げた。市川だった。よく見ると顔色が悪い。具合がよくないのかと駆けより、顔を覗きこんだ。

「こんなところでどうしたんですか？」

「さっき着いたんだが………いやー、気分が悪くて……」

「まさか、熱中症？」

　この暑さだ。車の中で冷房をつけていたとしても、熱中症になる可能性はあるだろう。

「わからんが……めまいがして歩けなくて」

「救急車を呼ぼう」

　パンツのポケットから携帯端末を出そうとしたら、市川がとめてきた。

「やめてくれ、恥ずかしい」

「はあ？　あんたなに言ってんですか？」

「それほど重じゅう篤とくって感じじゃないだろ。なんでもなかったら恥ずかしいじゃないか」

　仕方がないなと、濱崎は優希を振り返った。子供たちはみんな中に入ったらしい。

「優希、俺は市川さんを病院まで連れて行く。練習開始の時間までに戻らなくても、予定通りにはじめてくれ。明日は記録会だから、そのつもりできっちりな」

「はい、わかりました。市川さん、大丈夫ですか？」

「とりあえず医者に診みせる。じゃあ、あとは頼む」

　濱崎は市川が座っている場所まで自分の車を移動させるため、従業員用の駐車場へと駆けだしたのだった。







「二日酔い？」

　医師の診断結果を聞いて、濱崎は開いた口が塞ふさがらなくなった。

　前夜にかなり酒を飲み、朝から気分が悪かったが、この街までだましだまし運転してきたらしい。点滴で水分を補給し、涼しい院内でリラックスしたらもう顔色が良くなっている。

「でも熱中症の一歩手前だったと思います。アルコールを摂せっ取しゅしたら、水分もきちんと取ってくださいね」

　苦笑いの医者にそう言われて、市川とともに濱崎は病院を出た。

　一般診療時間が終わっている市民病院はしんと静まり返っている。濱崎はあまりいい気分がしなくて、さっさと出たくてしかたがなかった。病院には悪い印象しかない。いつもここには、母親の体調が悪くなって──というときしか来なかったから。

「市川さん、いい大人なんだから、自分の体くらいちゃんとコントロールしてくださいよ」

「ごめん、マジで悪かった。面倒かけたな」

　本当に救急車を呼ばなくて良かった、とため息が出る。

「もう年かな。以前ならあれくらいの酒でこんな翌日の昼過ぎまでひっぱらなかったんだけど。だからすっかり俺も熱中症なんじゃないかって思っちゃって」

「思っちゃって…じゃないですよ。まあ、たいしたことがなくて良かったですけどね……」

　駐車場にとめてあった濱崎の車で、ＴＡＮＩスポーツセンターへ戻る。すでに午後の練習は半分以上が終わっている時間だ。

「今夜は奢おごるよ」

「今夜？」

「なんだよ、インタビューのあと、さっさと帰れって言うつもりだったのか？　奢らせてくれよ。貸し借りナシにしたいしさ」

「んー、まあ、いいですよ。わかりました」

　年下の濱崎に貸しを作ったままにしたくないという市川の気持ちはわかるので了承した。すぐに思い浮かぶのは優希の顔だ。

「優希もいっしょでいいですか」

「もちろん、いいさ。きれいな子を観賞しながらメシを食うなんて最高だ」

「あらためて釘くぎを刺しますけど、優希にちょっかい出さないでくださいよ。あいつは俺のものですから」

「わかってるって」

　ははは、と声をたてて笑っている市川がいまいち信用しきれないが、この場では「頼みますよ」としか言えない。

　そんな会話をしながらも急いで車を走らせ、あと十分で練習時間が終わるというころに、プールサイドに到着した。濱崎もプールサイドまでついてきた。

　いまさら練習に口を出しても邪魔になるだろうと、壁に立てかけてあったデッキチェアを広げて座る。ムッとするほどの湿度の高さと高い天井に響く水音や声。そして子供たちを見守る優希の姿──。いつもの光景を見ることができて、胸に安堵感が満ちていく。

　いまの濱崎にとって、もっとも心が休まる空間だ。自覚していた以上に、自分が病院という場所を嫌っていることに気づかされた。好きになれるはずがない。母親が入院した、倒れて搬はん送そうされた、と連絡があるたびに、生きた心地がしなかった。

　去年の秋にもそんなことがあり、優希が母親に付き添ってくれた。あのとき、濱崎がどれほど優希に感謝したか、どれほど惚れ直したか、本人はわかっていないだろう。母親は優希を「いい子」だと褒めた。濱崎もそう思っている。こうして優希を眺めていると、冷たくなっていた胸の奥がゆっくりと温まっていくような気がした。

　もうそろそろ終わりの時間だ。黙って見ていたら、ここ数日の特訓の成果が出ていることがわかった。

（翼のやつ、フォームが良くなってるじゃないか。生意気だ。ああ、あいつも左右のバランスが取れてきている。やっぱ成長期の子供ってのはすごいな）

　口元がつい緩んでしまう。夏休みの集中練習期間の第一期は明日でもう終わりだが、来週のお盆のあとで第二期を予定している。元日本代表の濱崎が直接指導するというのが特別クラスの売りだ。もっともっと成果を出してやろうじゃないかと、気力が漲みなぎってくる。

「はい、みんなプールから上がって。今日の練習はこれで終わりです」

　優希の声かけで子供たちがプールサイドに上がってくる。優希も上がってきたので、濱崎は優希にタオルを渡した。

「お疲れさま。今日の午後はごめん」

「市川さん、大丈夫でした？」

　濱崎の後ろに立っている市川を気遣わしげに優希が見る。市川は片手を顔の前で立てて、拝むようなしぐさをした。

「大騒ぎしてごめんな。ただの二日酔いだった。点滴で回復したからもう平気」

「そうだったんですか。熱中症じゃなくて良かったです」

　優希はニコッと笑い、タオルを肩にかけて子供たちを集めた。今日の反省と明日の記録会の予定、再来週の第二期の話をし、解散となる。インタビューを受ける子供は、着替えたあとに会議室まで来るようにと伝えた。

　子供たちが更衣室に入っていくのを見送って、濱崎と優希も職員用の更衣室へ移動した。シャワーを浴びたあと水着を脱いで服に着替える優希を待ち、スタッフルームで不在だった午後の練習中のことをかいつまんで報告してもらった。

「以上です」

「うん、わかった。ありがとう。さすが優希はベテランだな。子供たちのことをよく見てる」

　さらりと褒めたら優希ははにかんだように笑った。可愛い。

　衝動的にキスをしたくなって、濱崎は周囲を見渡した。運良く、ほかのスタッフはだれもいない。優希の肩を抱き寄せて、素早く唇を奪った。優希は目を丸くしていたが、ポッと頰を染めて俯く。

「──あの、今夜はなにを食べますか？　スーパーで買い物してから帰ります」

「あー、そのことだけど、市川さんが食事しようって」

　ふっと優希から笑顔が消える。あきらかな変化に、濱崎は内心で戸惑った。優希は市川と食事に行きたくないのだろうか。行きたくないと思うようななにかがあったのか。

「……優希はやめておくか？」

　理由はわからないが優希がいやなら無理に連れていくつもりはない。

「食事だけのつもりだから、そんなに遅くならないと思う。部屋で待っててくれれば──」

「市川さん、今夜は濱崎さんの部屋に泊まらないんですか？」

「それはないだろう」

「本当に？」

　優希の眉み間けんに皺しわが寄っている。ここまであからさまに不機嫌な顔をしてみせるのは珍しい。

　これは三日前の夜に泊めたことを根に持っているようだ。優希にとって濱崎のマンションは自分以外の他人が入ってほしくない場所なのだろう。それならそうと今後、優希以外の人間は立ち入らせないようにするだけだ。濱崎とてみずからすすんで他人を自分のテリトリーに入れる性格ではないのだから。

「たしかめていないが、もし市川さんが俺のところに泊まるつもりでも、絶対に断る。なにがなんでもホテルに行ってもらう。二度と泊めない。あそこは俺たちだけの家だからな」

　大丈夫、わかっているから、とつい宥める口調で言ってしまったら、優希がツンと唇を尖とがらせて視線を逸らした。

「縄なわ張ばりみたいに言わないでください。濱崎さんのマンションは俺の持ち物ではありません。自由にしてくれていいんです。ただ──」

「ただ、なんだ？」

　優希がなにか言いかけたとき、スタッフルームのドアが開いて「お、ここにいたのか」と市川が入ってきた。

「インタビューをはじめたいんだが、いいか？　おまえ、立ち合うって言ってたよな」

「あ、はい。いま行きます」

　市川についてスタッフルームを出ようとしたら、Ｔシャツの裾をくいっと引っ張られた。優希が拗すねたような目で下から見つめてきている。

「……俺、今夜はマンションで待っています。濱崎さんは市川さんと食事に行ってもいいですけど、きっかり二時間で帰ってきてくれますか」

「えっ？　二時間？」

　付き合いはじめてからこんなことを言われたのははじめてだ。驚いて目を丸くしていると、市川がぷっと吹き出した。

「優希君って、見かけによらず束そく縛ばく体質だったんだな。食事に行くってだけなのに、それはないだろ。自由を取り上げて、あんまり締めつけてると、濱崎に嫌われちゃうぞ」

「束縛しているつもりはありません……」

「そのつもりがなくても束縛していることになるだろ」

「俺は、ただ市川さんが…………」

「へぇ、俺がなに？」

　市川が薄い笑いを浮かべながら優希に向き直る。受けて立つかたちで、優希が真正面から睨んだ。だがすぐに気け圧おされたように目を伏せる。

　いったいなにがどうなってこんな雰囲気になっているのか、濱崎はさっぱりわからなかった。

　二人は三日前の取材が初対面で、そのときは和なごやかな空気だった。今日がまだ二回目。まともに会話をしたのなんか、三日前の夜、谷社長主催の食事会のときくらいしかなかったはず。

　ふと記憶になにかが引っ掛かった。

（あっ…………、あのときか……？）

　濱崎が店の女将に写真撮影を頼まれて、ほんの二、三分、座敷から出た。そのとき優希と市川は二人きりになった。すぐに戻った濱崎は、座敷が妙な空気になっていることに気づいたが追及せず、いまのいままですっかり忘れてしまっていた。

（あのとき、なにかあったのか？）

　優希から市川になにか仕掛けるとは思えない。スポーツジャーナリストとしての市川を尊敬していると言っていたし、根っからの体育会系なので十歳近く年上の先輩に失礼なことをするとは思えない。付き合いはじめて半年以上もたつのに、濱崎を「さん」付けで呼び、「ですます調」を崩さないくらいだ。

　だとしたら、原因は市川だ。市川が優希を頑かたくなにさせてしまうようななにかを言ったのかもしれない。どうして三日前、怪訝に思ったときに優希になにがあったのかと聞かなかったのかが悔くやまれる。

「あの、ちょっと……」

　二人のあいだに入って、とりあえずこの場は仲裁しようとした濱崎を、市川が笑顔で振り返った。

「インタビュー、しようか。子供たち、もう待ちくたびれているんじゃないのかな」

「あ、はい、そうですね」

　先に市川をスタッフルームから出ていかせ、濱崎はまだ強張った表情をしている優希の背中を撫でた。

「優希、市川さんと、なにかあったのか？」

　返事をしなかったが、優希は目を潤うるませた。決定的だ。これは絶対に放っておけない。

「今日帰ったらゆっくり話をしよう。優希はこのまま帰っていいから。もちろん俺の部屋だぞ。待っててくれ」

「…………市川さんと、食事に行くんですか」

「接待だ。今夜は奢ってくれるって言っているが、ビジネスの範はん疇ちゅうだとわかってくれ。ここであの人の機嫌を損ねたくない。だが絶対に食事は二時間で切り上げるし、まっすぐ帰る。優希と話をしたいからな」

　優希が曖あい昧まいな感じながらも頷いたので、ひとまずホッとする。

「康世か栄太にでも送ってもらえ。外はまだ暑いから、ランニングして帰ろうとはするなよ」

　今朝は濱崎のマンションからいっしょに車で出勤してきた。優希の自転車はマンションの駐輪場だ。この暑さの中、康世も栄太も優希を放り出すことはしないだろう。きっとどちらかが車を出してくれるはず。

　とりあえずプライベートは後回しにして、濱崎は会議室へと急いだ。







　特別クラスの親子へのインタビューは三組に対して行われ、各十分、合計三十分くらいで終了した。練習を終えて疲れている子供たちの体調を考え、手早く終わらせてくれた市川はさすがだ。

　濱崎は市川と並んで出入り口へと向かい、事務室の前を通りかかったときに足をとめた。室内で康世と栄太が談笑しているのが見える。優希の姿はない。窓を開けて声をかけた。

「おい、後藤栄太、谷康世」

　そろって振り向いた二人は「なんですか？」と普通に聞いてきた。

「優希はどうした？　送っていってくれなかったのか？」

「優希？　あいつがどうかしたんですか？」

　康世がきょとんとした顔になると、栄太も首を傾げた。どうやら優希はひとりで帰ったらしい。べつのスタッフの車に乗せてもらった可能性はあるが──。

　濱崎は優希の携帯端末に電話をかけたが、出なかった。

「あいつ、大丈夫かな……」

　いつもの優希なら心配はしないが、様子がおかしかったから気になる。

「おい、いつのまに恋人に対してそんなに過保護になったんだ。優希君は大人だろ」

　市川に揶や揄ゆされても「まあ、いいか」という気持ちにはなれない。

「子供たちへのインタビューに、優希は立ち会わず帰ったってことですか？　でも優希はここを通りませんでしたよ」

　栄太が康世を従えて窓に歩み寄ってくる。「なあ？」と栄太が康世に同意を求めると、はっきりとした頷きが返ってきた。

「わかった。ちょっと探してみる。市川さん、すこし待っててください」

　返事を待たずに濱崎は駆けだし、センター内をざっと見て回った。もしかしたら涼しくなるまで建物の中で時間をつぶそうとしているのかもしれない。途中、出会った従業員に優希を見かけなかったか訊たずねるが、だれも見ていないと言う。やはりひとりで帰ったのだろうか。

　従業員用出入口から外に出てみたときだった。

「先生、なにかあったんでしょう。話してよ」

　声が聞こえた。翼の声のように聞こえる。濱崎はなんとなくそっと近づいた。背が高い植え込みの陰に、二つの人影がある。優希と翼だった。

　外はまだ暑い。日陰ではあるが、こんなところでなにをしているのか。

　優希の頰がキラリと光って見えてドキッとした。もしかして泣いているのかと、濱崎は焦った。泣くほどに辛いことがあったのか。インタビューに立ち会わず、優希と話をするべきだった。ベッドで泣かす行為は大好きだが、こんなところで悲しみの涙を流させるのは大嫌いだ。

「先生、泣かないでよ」

「…………泣いてない……。翼君はもう帰りなさい」

「急いで帰らなきゃならない用事なんかない。今日、塾はないし、お母さんはパートでいないし、大丈夫」

「そういう問題じゃないだろ。今日の練習はもう終わったんだから」

「終わったから、こうして先生を慰なぐさめられるんじゃない」

　翼は子供らしくない切り返し方をして、優希を苦笑させた。

「たいしたことじゃないんだ。自分に自信が持てなくて……自己嫌悪しているだけ」

「先生が自分に自信が持てない？　自己嫌悪？　どうして？　先生はきれいだし水泳のコーチがすごく上手だし、なんでもできるじゃない」

「ははは……。そんなふうに言ってくれてありがとう。でも本当に、先生はなにも持っていない、なんの力もない平凡な人間なんだ……。あの人に比べたら──」

「あの人ってだれのこと？　ねえ、話してよ。たいしたことじゃないなんて、強がらなくてもいいよ。オレって先生にとってはまだ子供かもしれないけど、聞くことならできるし、すこしは頼りがいがあると思うんだ」

「ははは、翼君」

　優希が笑うと、翼は拗ねたように「マジなのに」と唇を尖らせる。なんだかいい雰囲気すぎて、濱崎は入っていけない。

「ねえ先生、その自己嫌悪になったことって、仕事のこと？　それとも、仕事以外のこと？」

「………………両方……かな」

「仕事も、れ、恋愛も……とか？」

　優希はゆっくりと頷いた。「そうだね……」とぽつりと呟く。

「先生って、いま好きな人、いる？」

「どうしたの、いきなり」

「その、もしかして、濱崎先生のこと、好き…………？」

「えっ…………」

　優希がびっくりしたように翼をまじまじと見つめている。翼は頰を染めて、緊張した表情になっていた。

「オレさ、優希先生のこと、好き……なんだけど…………」

　言った。言いやがった。十三歳のくせして真正面から告白しやがった！

　ムッとしたが、ぶっ飛ばすわけにはいかない。なにせ翼はまだ中学生だし、どうせ優希がすぐに「恋人がいるから」と返事をするだろうと思っていた。

「えーと、先生も翼君のことは好きだよ。ずっと通ってきてくれているし、練習熱心だし。なにより泳ぐことが大好きだろ？　いい子だなぁって、ずっと思ってた」

　にっこりと罪つみのない笑顔で言い切った優希に、翼だけでなく濱崎もずっこけそうになる。

「ちがうよ、先生。そういう意味じゃなくて、好きって言ってんの」

「ん？」

「ライクじゃなくてラブってこと」

「ライク……？　んんっ？　えっ…………まさか、ええっ？」

　やっとわかったらしく、優希は引いている。

　遅っ。鈍にぶすぎる。外見は男をてのひらの上で転がしていそうなクールビューティーなのに、中身はただの鈍感で純じゅん粋すいで斜ななめ上の発想が得意な──つまり天然なのだ。翼がそんな優希の鈍感さに幻滅してくれればいいのだが、そう簡単にはいかない。

「やっぱそうだよね、フツーは引くよね。オレ、まだ中一だしさ。って、先生、驚きすぎ」

　翼は「あははは」と笑っている。濱崎よりもずっと優希とは付き合いが長いので、とぼけた性格なんてとうに把は握あく済みらしい。

「つ、翼君、あの…………先生は男なんだけど…………」

「うん、知ってる。いっしょにプールのシャワー浴びたことあるじゃん。胸ないし」

「ああ、そうだね」

　優希は難しい顔になって「うーん…」と唸うなる。

「思春期の一過性の勘違いがどうとかっていう説は言わなくていいよ。さんざん聞いたから」

「えっ、だれに？」

「学校の保健室の先生。もうちょっと勉強してほしいよね。何十年前の指導してんだよって感じ。いまどきそんなやり方、遅れてるっての。保健体育の教科書にもＬＧＢＴについて書いてあるっていうのにさ」

　いまどきの中学生はすごいなと、濱崎は単純に感心した。情報が氾はん濫らんしているがゆえだろうか。余計な情報まで仕入れていなければいいがと、翼の下半身事情が心配になる。

　泳ぎを教えるだけでなく、正しい性教育ってものも自分がした方がいいのか──。

（いやいや、俺に教える資格はない……）

　性の目覚めが早かった濱崎だ。遠い昔の乱れていた性生活に思いを馳はせ、頭を振った。

「ねえ、優希先生がいま濱崎先生のことを好きでもいいよ。オレのこと、考えて」

「へっ？　翼君はまだ中学生だろ？　なに言ってんの。考えるも何も、先生、若く見えるけどもう二十六なんだよ」

「だから知ってるってば。ねえ、年のことは関係ないよ。オレのこと、本気で考えて」

「あー……えっと…………その…………先生は、好きな人がいるから……」

「濱崎先生だろ。だからいまは好きでもいいって。オレ、急いで大人になるからさ。高校生になればもういいよね。あと三年だけど、きっとすぐだよ！」

「いや、それはちょっと、困るっていうか……」

「どうして？　なにか問題ある？　正式に付き合うのはオレが高校生になってからでいいよ。そうしないと、淫いん行こうだっけ、ヤバいんだよね？」

「高校生でもヤバいと思う……」

「そうなの？　黙ってれば大丈夫だって」

「そもそも男同士なんだけど」

「先生、オレが男だから困るって言ってるの？　ちがうでしょ。先生、絶対に男はＯＫだよね？」

　翼はじりじりと優希との距離を詰めている。濱崎は出ていくタイミングを逸いっしていた。というか、優希がもっとはっきり拒むと思っていたのに、グダグダしていて対応を間違いまくっている。

「優希先生、オレ、本気だよ」

　翼がぐっと身を乗り出した。あっと思ったときにはもう遅く──翼の唇が、優希のそれと重なっていた。つまり、キスされていた。

「おいコラ、なにしてるっ！」

　怒鳴りながら姿を現した濱崎に、翼が弾かれたように振り返る。優希は茫然と固まったままだ。植え込みの横をずかずかと進み、翼の首根っこを摑む。力任せに優希から引き剝はがした。

「翼、おまえ優希になにしてる！　このマセガキが！」

「なにってキスしたんだよ。見てたならわかるだろ。オレは真剣に優希先生が好きなんだ。キスしてなにが悪い！」

　果か敢かんにも言い返してきた翼に、濱崎は本気で腹が立った。

「相手の許可も得ずに不意打ちでキスして威張るんじゃねぇよ！」

「で、でも……っ」

「本気で好きならこんなことするな！」

　真正面から力いっぱい怒鳴ってやった。大人気ないとか、翼は中学生だとか、そんなことは頭から吹っ飛んでいる。

「優希も優希だ、このバカ野郎！」

「えっ、俺？」

　ハッと我に返った感じの優希は目を瞬いている。

「こんなガキに唇奪われてんじゃねぇよ、隙あり過ぎ！　おまえは俺のものだろ。好きだってコクられたんだからすこしくらい警戒しろ！」

「け、警戒っていっても……翼君はまだ中学生だし……」

「中学生でももうオスだろ、オス！　目の前に隙ありまくりのエサがいたら手ぇ出すってもんだ。そのくらい考えろ！　おまえは甘い！　全般的に甘すぎる！」

　優希がぐっと口を歪ゆがめて睨みつけてきた。

「たしかに俺は隙があったかもしれません。でもそれは濱崎さんのことばかり考えて悶もん々もんとしていたせいです、きっと」

「はあ？　俺のこと？　俺に責任をなすりつけるつもりか？」

「市川さんって、濱崎さんの元カレなんでしょう？」

　かくん、と顎が落ちた。それくらいびっくりした。なぜ市川が元カレ？　そんな話、どこで聞いたのか。冗談で言っているのではないことくらい、優希の真剣な顔を見ればわかる。

「ちょっ、ちょっと待て、市川さんが元カレ？　いったいどこから仕入れた情報だ」

「市川さんから聞きました」

「なんだって？」

　声がひっくり返った。どうして市川がそんなことを言ったのか、わからなくて混乱してくる。

「十年以上前だけど、すごく信頼しあって、おたがいを高めていけるような関係だったって。でも市川さんがちょうど現役引退するかどうかってときで、ごたごたしているあいだに連絡が途絶えて自然消滅みたいになったと聞きました。嫌いになって別れたわけじゃないから、その後、偶然再会してから友達としての付き合いがはじまったって……」

「ちがう、絶対にちがう！　市川さんと付き合ったことなんか一度もない！　なんだその恋愛小説みたいな話っ」
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　思いっきり叫んでしまってから、ハッと翼を振り返る。茫然として二人のやりとりを見ていた。これはマズい。

「あー……翼、もう帰れ。先生たちはこれから話し合いをしなくちゃならない。わかるな？　大人の話し合いだ」

「………………先生たち、付き合ってるんですか…………？」

　掠かすれた声でそう問われて、ため息をついた。会話を聞いていればわかることだ。もう隠しておいても意味がない。「そうだ」と答えると、翼はよろよろと回れ右をした。

「帰ります」

「気をつけて帰れよ」

　植え込みから出て駐車場を横切っていくちいさな後ろ姿を見送り、さて、と優希に向き直った。

「優希……」

　何回か深呼吸して、優希はあらためてキッと目を合わせてきた。

「俺、本当は、濱崎さんの過去をいちいちつつくような真似はしたくありません。あなたがモテて、いろいろと遊んでいたらしいのは聞いて知っていました。その相手が、まったく知らない人であれば気にしないでいられます。でも、市川さんみたいに堂々と顔をあわせることになったら、冷静ではいられません。事前に説明しておいてほしかったです！」

「いやだから、市川さんはただの友達だ。どうして優希に元カレだなんて言ったのかわからないが、きっと冗談だったんだろう」

「どうして冗談を言う必要があるんです。しかも、事細かに。あの人、濱崎さんのことがまだ好きなんですよ。未練があるにちがいありませんっ」

「まだ好きとか未練とか、マジでないから。市川さんの好みは俺みたいなタイプじゃなくて、むしろ優希だから」

「俺ですか？　それは絶対にないです。濱崎さん、なに言ってんですかっ」

「いや、だって……」

「だってもクソもないです。市川さんは濱崎さんを好きですよ。俺にはわかります。だから俺に牽けん制せいしてくるんです。そんな人が濱崎さんの部屋に泊まって二人きりで夜を明かすんですから、俺がどれほどやきもきしていたか……」

　それで翌朝、優希は目を赤くしていたのかとわかった。

「今夜は、絶っっっっ対に、市川さんを部屋に泊めませんか？」

「泊めない。それは約束する。神に誓ちかっても──」

「酷ひどいなぁ、友達甲が斐いのないやつ」

　本気で誓うつもりだった言葉に、笑い混じりの声が被かぶさってきた。市川だった。苦笑いを浮かべながら歩み寄ってきて、建物の壁に手をつく。

「なんだよ、今夜は泊めてくれないのか？　てっきりおまえとまた語り明かせると思って期待していたのに」

「勘弁してください。適当なホテルを押さえておきますから」

「じゃあ、おまえがホテルに来いよ。マンションに泊まると優希君が怒るみたいだから、濱崎が俺といっしょにホテルに泊まればいい。名案だろ？」

「市川さん、それも無理です。俺がそんなことはできないってわかってて言っていますよね。優希をいじめるつもりで言っているなら、友達関係を見直さないといけなくなる。俺に、あんたを軽けい蔑べつさせないでほしい」

　きっぱりと抗議した。濱崎の本気が伝わったのか、市川はひょいと肩をすくめ、ひとつ息をつく。

「なんだよ、つまんねぇな。ちょっとかき回してやろうとしただけじゃないか。そんなにマジになるなよ。おまえらがあまりにも幸せオーラを撒まき散ちらしているから面白くなくてさ」

「じゃあ、元カレ発言は冗談だったと優希に言ってくれますね」

「いや、あれは本当だろ。だって俺たち、手コキしあった仲だし」

「ちょっ、市川さん、なにを──」

「事実だろ。噓は言ってないぞ」

　ニッといやらしく笑った市川を、優希が射るような目で睨みつける。般はん若にゃの面のようで超がつくくらい怖い顔だった。

「やっぱりそうなんじゃないですかっ」

　濱崎に向き直った優希は、パーカーのポケットからマンションの鍵かぎを出した。

「俺、噓をつかれて呑気に行けるほど、神経図太くありません。当分のあいだ、濱崎さんの部屋には行きませんから、存分に市川さんを泊めてあげてください。これ、お返しします」

　ギャーッと心の中で絶望の悲鳴を上げたときだった。

　スパーンと後頭部をなにかで叩かれてびっくりする。いつのまにか、バインダーを手にした栄太が後ろに立っていた。限りなく冷たい目を向けてきている。その半歩後ろに立つ康世は、困惑もあらわな表情をしていた。

「あんたたち、こんなところでなに修しゅ羅ら場ばってんだよ。センター内には子供がうろうろしているんだ。もし聞かれたらどうするつもりだ？」

　まったくもって正論のお叱りをぶつけられ、濱崎はしおしおと項うな垂だれたのだった。







「…………どうぞ」

　優希に促うながされて、濱崎は遠えん慮りょがちに狭せまいたたきに靴を脱いだ。ワンルームの優希の部屋は、玄関からすべてが見渡せるていどの広さしかない。

　日中ずっと留守だった部屋は蒸し暑く、優希は先に中に入るとすぐにエアコンのスイッチを入れた。玄関のうすっぺらいドアを閉め、濱崎は「おじゃまします」と殊しゅ勝しょうな態度で上がった。

　栄太に叱られたあと、二人は濱崎の車で優希のアパートまで移動してきた。たしかにあの場であれ以上の話はできない──というか、してはいけない。濱崎のマンションは優希が行きたくないと言うのでこっちになった。一泊とはいえ市川を泊めたことを、優希は思っていたよりずっと気にしていたようだ。

　市川はあの場に置き去りにしてきた。記事にしてくれるのだからとか、今後もスポーツジャーナリストの力を借りるかもしれないとかの損得勘かん定じょうが、優希の「これ、お返しします」ですべて吹っ飛んだ。あの瞬間、濱崎の最優先事項は優希になってしまったのだ。差し出されたマンションのスペアキーは受け取っていない。これからも受け取るつもりはない。

「……翼君、辞めたいなんて言わなきゃいいけど……」

　ひとつため息をついて、優希が床にぺたんと座りこんだ。その心配はわかる。翼は優希がすでに濱崎とデキているとは思ってもいなかったようだ。二人の言い争いの内容から、とっくに恋人関係にあったと知ってしまったわけだ。あそこで否定したら余計にややこしくなると思い、濱崎は肯こう定ていしてしまったし。純真な中学生からしたら衝撃だっただろう。

　ここで辞めたらもったいない。翼には可能性がある。だが、スポーツにメンタルが大切なのは事実なので、本人がどうしても辞めたいと思ってしまったのなら、どうしようもない。とりあえず、明日、翼がプールに出てくるかどうかだ。

　濱崎も近くに座り、しばし無言で俯く。

　エアコンが懸けん命めいに冷気を吐き出しているが、なかなか涼しくなってこなかった。じっとりと不快な汗が全身に滲にじむ。

「あの、優希……」

「なに……？」

　なんのためにここまで来たのか、釈しゃく明めいするためだ。重苦しい空気に負けてはいられない。

「市川さんとは、本当になにもない。今回は、特別クラスを記事にしてくれるから、かなり気を遣って接待していたけど、優希が疑うようなことは誓ってなにもない」

　ここは再度、きっぱり言っておかなければならない。優希は横顔しか見せずに、視線をやや下向きにして憂いのオーラをまだ発している。だがその様子が美しかった。

　顎から首筋、Ｔシャツの首回りからチラ見えしている鎖骨の美しさに、そんな場合じゃないというのに目を奪われる。本当にそんな場合じゃない。

「さっきも言ったが、市川さんが好きなタイプは優希だ。現に、初対面のとき優希をクールビューティーでいいと言っていた」

「クール……？」

「優希はもう俺のものだからちょっかいを出すなと俺は返した」

「もし、市川さんが俺のことをそう言ったとしても、そんなのは本心じゃないですよ。だって、どう見ても濱崎さんの方がいい男じゃないですか。キリッとした男らしい顔立ちだしスタイルだっていいし、水泳選手として素晴らしい成績を残しているし、現役引退したいまでもメーカーと契約が続いているくらいネームバリューがある人だし、なによりも格好いいじゃないですかっ」

　面と向かってここまで褒められるのも、あまりないことだ。ましてや惚れぬいている恋人にそこまでの高評価をもらってしまうと、照れてしまう。

「…………ありがとう」

　つい礼の言葉がこぼれたら、優希がハッとしたように口をつぐんだ。手放しで褒めてしまったことに気づいたようだ。カーッと頰を赤く染めた優希が可愛い。

「あー………その、優希、人の好みってのはそれぞれで、俺のことをそんなふうに言ってくれるのは嬉しいが、俺は優希みたいなきれいで優しくて有能で気立てのいい、ほどよく年下の男が好みだ。自分みたいな男が目の前に現れても食指は動かない。わかる？」

「あ、はい……」

　褒め返してやったことに気づいたか、優希はますます頰を赤くして照れている。二人してなにやってんだか。だがおかげでギスギスしていた空気が霧む散さんした。

「だからさ、市川さんは俺じゃなく優希みたいな子が好みのタイプで、たとえ俺と二人きりで夜を明かしたとしても、なにも起こらない。起こりっこないんだ。たしかに十年くらい前、一回だけシコり合ったことはあるが、酔ったはずみだった。事故みたいなもんだ。二回目はなかった。今後も絶対にない」

「……誓って……？」

「誓って、ない」

　優希の全身からすっと強張りが解けたのがわかった。信じてくれたようでホッとする。

「おまえこそ、どうなんだ。俺より市川さんの方がいいとか、思わなかったのか？」

「思うわけありません」

　優希は当然のように首を横に振った。ただまっすぐに、一心に見つめてくれる優希が可愛い。

「俺にとって濱崎さんはなにものにも代えがたい、一番大好きな人です。濱崎さん以上の人なんていません」

「そうか。俺もだ」

　危機が去り、ひとまず安心──と思ったとたんに、優希に触りたい欲求が生まれた。じりっと尻を動かして距離を詰める。手が届くところまで移動して、目を見つめながら膝に触れた。

　よし、もう怒っていない、と確認してから一気に腰を抱いて引き寄せた。

「優希……」

　チュッと重ねるだけのキスをする。翼に奪われた唇だ。消毒の意味をこめて、ぺろりぺろりと舌で舐なめた。「んっ……」と甘えたような声を出す優希は、早くもくたりと濱崎に凭れかかってくる。

「濱崎さん……」

　ねだるような目で見つめてくるから、簡単に引き寄せられてしまう。あぐらをかいた膝の上に優希を乗せるようにして抱きしめ、深く唇を重ねた。薄く開いた唇を舌で割り、優希の口こう腔こうをまさぐる。薄い舌が絡んできて、ぞくぞくするような快感に背筋を震わせた。一気に欲望が高まってくる。

　迷ったのは一瞬だ。優希の両脇の下に腕を入れて、ぐいっとベッドに持ち上げた。

「あっ、濱崎さん……っ？」

　戸惑った表情をした優希だが、濱崎がキスをするとおとなしくなった。くちづけで意識を逸らしながらＴシャツを胸までめくりあげて手を這わせる。もう尖っている乳首を転がすように弄るとビクンと背筋を震わせた。

　夏は服を脱がしやすくていい。スポーツメーカーのロゴが入ったハーフパンツはウエストがゴムで、下着といっしょに引き下ろせばもう丸出しだ。

「ま、待って……！」

　優希の白い手がそれを防ごうとした。どうしていまさら拒むのかわからない。いい雰囲気になっていたと思っていたが、早かったのか？

「まだなにか引っかかっていることがあるのか」

「ちがいます。でも、あの……」

「もう俺に抱かれるのは嫌か？」

「そんなことはないです」

「じゃあなんだ」

「その、生はえてきていて……」

「え？」

「まばらに生えてきたところだから、みっともないんです」

　優希は消え入りそうなか細い声で、羞恥に震えながらそんなセリフを真顔で言った。

（あ、危ねぇ。あやうくイッちまうところだった……）

　濱崎はスーハーと深呼吸しつつ、大波をなんとか乗り越える。そして、おのれの股間に言い聞かせた。

（もうちょっと我慢しろ、無駄打ちするなよ、すぐに気持ちよくしてやるから、優希の中にぶちまけさせてやるから！）

　漏らしそうになったが、優希には気づかれなかったようだ。

「優希、いまさらなに言ってんだよ。どんな状態のおまえも見てきたんだぞ。ほら、見せろ」

「ああっ」

　ハーフパンツと下着をまとめて引き下ろした。ぷるんと跳ねかえった優希のそれは勃ぼっ起きしている。優希が恥じらって手で隠そうとしたが、濱崎はそれを許さなかった。手を押さえつけてまじまじとそこを見る。

　たしかに、三日前に剃った陰毛が、まばらに生えてきていた。色が白いから余計に目立つのかもしれない。そこをてのひらでなぞったら、ざりざりした。

「やめ……」

「どうして？　感じるのか？」

　優希はぎゅっと目を閉じて唇を引き結ぶ。なにも言いたくないらしい。

　ざりざりを楽しみながら、勃起したペニスを凝ぎょう視しした。

　いつ見ても、ペニスは優希の姿同様、とてもきれいだ。セックスの経験はあったが数えるほどでしかなかった優希のペニスは色素が沈ちん着ちゃくしていなくて、清きよらかなベージュ。先端の丸みはルビーのように赤くて、割れ目からは透明感のある先走りがきらきらと光を弾きながらこぼれている。ずっと眺めていたいくらいの美しさだ。

「そんなに見ないでください」

「おまえは俺のものだろう？　だったらいくらでも見ていいはずだ」

「でも、は、恥ずかしい……」

　本当にいまさらだ。笑いがこぼれそうになったが飲みこんだ。股間を凝視しながら笑ったりしたら優希が誤解して拗ねてしまうかもしれない。

「おまえんちにカミソリはあるか？」

「あります……。剃るつもりですか」

「当然だろ」

　ぴくん、と優希のペニスが頭を振った。剃てい毛もう行為に反応してみせる優希に、たまらなくそそられる。本人が意識しているわけではないからなおさらに。

「でも、あとでな。とりあえず、おまえの中に入りたい」

「中…って……、あっ」

　濱崎はにっこりと笑いながら優希の上に覆おおいかぶさり、逃げられないように四し肢しを押さえつけた。二人分の体重を受けてベッドがぎしっと軋きしむ。そういえばここでセックスをするのははじめてかもしれない。あまり高級ではなさそうな優希のベッドは、はたして二人のセックスに耐えられるのだろうか。

（まあ、壊れたら壊れたときだ。あたらしいものを買ってあげるか、それともこのアパートを引き払って俺のところに連れこむか。同棲に持ちこむ、いいきっかけになるかもしれないな）

　内心でそんな計算をしながら、濱崎は優希の白い胸にくちづけた。優希の肌はきれいだ。滑なめらかできめが細かくて瑞みず々みずしい。薄い褐かっ色しょくの乳首が卑ひ猥わいに見えるのは、自分が卑猥な気持ちで見るからだろう。

「あっ、んっ……」

　乳首に吸いつくと、優希が首までサッと赤くなった。手の甲で口を押さえ、声を我慢している。濱崎のマンションであれば防音がしっかりしているので声や音を気にすることなくセックスできるが、ここではそうもいかない。我慢する優希が苦しそうではあったが、その姿がまたそそった。

　ねちねちと乳首を責めたかったが、濱崎の方が待てなくなっている。早く、早く優希の中に入りたいと、せっぱ詰まった欲望が体中で暴れまくっていた。

「優希、うつ伏せになれ。ほら、尻を上げろ」

「やだ、この格好は嫌ですっ」

　拒む言葉を口にしながらも優希は望むポーズを取ってくれる。ベッドに這はって尻を高く掲かかげる体勢になった優希は、眩暈めまいがするほど扇せん情じょう的てきだ。尻の谷間を手で広げ、いつも濱崎を受け入れてくれるところを見た。

「見ないでっ」

「いつも言っているだろう、こんなにきれいなものはないって」

「せめて、電気を消してください」

「消したら見えなくなる」

　濱崎は舌舐めずりをしたあと、慎つつましく閉じているそこにキスをした。

「ひゃっ」

　びくんと白い尻が揺れる。舌を伸ばして谷間をなぞると、優希がうろたえたように「舐めないで」と声を震わせた。はじめての行為ではない。かといって、いつもすることでもない。ここを解すときはだいたい潤じゅん滑かつ剤ざいをまとわせた指を使っていた。

　濱崎としては優希の体のどこにどう口をつけてもいいくらいなのだが、やられる方は背徳感だとか罪悪感だとかいろいろと大変なようだ。すごく感じるらしいのにもったいないとは思うが、優希が本気で嫌がることを無理やりするほど鬼畜ではないし、それを楽しむ性せい癖へきもない。ただ、いまは事情がちがう。

「ここには専用のジェルなんか置いてないだろう。こうして解せば早い」

「でも、でも……っ！」

　唾だ液えきまみれになった窄すぼまりは、本人の気持ちとは裏腹に赤く色づいてひくひくと動き出した。

　指をつぷっと入れてみると、歓迎してくれるように締めつけてくる。

　背中まで真っ赤になって唇を嚙んでいる優希をちらりと見遣り、さらに指を増やしつつ舌も這わせた。ぐちゅぐちゅとわざと音をたてて指を出し入れする。

「ああっ、あっ、や……っ、それ、やだぁっ」

　もう声を抑えられなくなったのか、優希は泣きながらやめてと懇こん願がんしている。シーツに爪を立てて喘あえいでいる優希は、もう押さえつけなくても抵抗しなくなっていた。尻を振っているのが抗あらがいならば、逆に濱崎を煽あおる結果になっている。

「ああ、ああ、やめ、舐めない……でっ」

「気持ちいいんだろう」

「おかしく、なるっ」

　鼻血が出そうだ。頭がくらくらしてきた。

（ああ、可愛い。なんて可愛いんだ……）

　言葉にはせずに心の中で幾いく度どとなく「可愛い」を繰り返した。尻を舐めながら可愛いと囁いていたなんて、市川には絶対に知られたくない。以前の自分がこの光景を目撃したら必死で尻から引き剝がそうとしたにちがいない。おまえにはプライドはないのか、と。

（プライドはあるさ。でもここではいらない）

　ただただ、優希を蕩けさせて自分もともに気持ちよくなりたいだけだ。体を繫つなげて抱きしめたいだけだ。

　指が三本も入るようになったころあいを見計らって、その体勢のまま、濱崎は緩ゆるんでひくひくと蠢うごめいている窄まりにおのれの屹きつ立りつをあてがった。押し込むようにすると、柔らかくなっていた襞ひだが優しく包みこんでくれる。

　中は熱かった。ゆっくりと根元まで挿そう入にゅうする。痺しびれるような快感に、濱崎は陶然とした。抱いても抱いても、優希には飽きない。あらたな感動と快感に包まれて、もっと欲しくなる。

「あ、あ、あ…………待っ………ああーっ！」

　優希が全身を硬直させて、濱崎をぎゅぎゅっと締めつけてきた。パタタタッ……とシーツになにかが滴したたる音がする。

「ご、ごめ……なさ………っ、イッちゃっ…………」

　下を向いたまま、ぐすっと優希が洟はなをすすった。もうこれ以上は赤くなれないのではと心配するほどに赤面している。

「泣かなくていい。謝ることもないから」

「でも、俺……」

　トコロテンなんて凄すごいじゃないかと嬉しく思いこそすれ、微塵も不快など感じていない。

「まだ濱崎さんはイッてないのに……」

「まあ、そうだな。そろそろ動いてもいいか？」

　うん、と優希が頷く。腰を両手で摑み、濱崎は静かに動き出した。繫がっているところからえも言われぬ快感が生まれる。一度イッた優希を気遣ってゆっくりしたいのだが、勝手に腰が激しく動き出してしまう。せめてもと、優希のペニスを握ってやった。すでに復活していて、先端からたらたらと体液を滴らせている。

「あーっ、あっ、いやぁ、濱崎さんっ、いく、また、イッちゃ………っ！」

　何度でもいかせてあげようと思い、きれいに反そり返かえったそれを扱しごいてやった。優希の背中がしなやかに歪む。素晴らしく美しい。優希は泣きながらまたイッた。

　恋人の背中の動きを視覚でじゅうぶんに堪たん能のうしたあと、繫がったまま体位を変える。優希を仰向けにさせて自分で両膝を抱えるように命じた。ひっく、としゃくり上げながら従う優希が食べてしまいたいくらいに可愛い。生えかけの陰毛をわざとざりざりと擦ると、嫌がって制止しようとする。

　腰を押しつけて、円を描くように回した。優希が惑わく乱らんしたようにあんあんと声を上げる。これをされると優希は弱いのだ。もう薄くなってしまった精液を撒き散らしながら、三度目の絶頂に達した。

「くっ……！」

　絶妙な締めつけにあい、我慢できずに濱崎も放ってしまう。三日分の想いを粘膜に叩きつけて、さらに塗りこめるようにしてペニスを動かした。一回くらいで今夜の濱崎は萎なえない。このまま二回戦に挑めそうだ。

　健けな気げにも濱崎の凶暴なものを根元まで飲みこんでいる優希のそこが愛しくて、指でなぞった。

「ひ……っ、やめ……、それ、ああっ」

　くたりと萎えたペニスから、優希はたらたらと白はく濁だくした体液を吐きつづけている。濱崎を飲みこんだ肉襞は複雑に動いて、どれほどの快楽に襲われているか教えてくれた。

「優希、気持ちいいか？」

「い、いいっ、いいから……もう、もう……っ」

　助けて、と両手を伸ばしてしがみついてくる。快感が過ぎると辛いらしい。よしよしと汗ばんだ背中を撫でながら、動きを再開した。

　体液をかき混ぜるようにして出し入れすると、しがみついている優希が肩に爪を立ててきた。おたがいに水着姿にならなければならないから、極力、体にセックスの跡をつけないようにしているのに。優希は我を忘れているようだ。

「くそっ、可愛い……」

「ああっ、あんっ、あっ」

　とうに声を抑えられなくなっている優希は、激しく喘いでいる。自分だけの優希。きれいで、可愛くて、エロい。優希さえいれば、ほかにはだれもいらない。

「あーっ、あっ、いや、また……、またイッちゃ……」

「優希…っ」

　激しく穿うがちながら、優希の唇を吸う。舌を絡めて吐息すら奪い、濱崎は恋人の体の奥深くに二度目の欲望を吐き出した。

　一滴残らず出しきってから、半萎えのペニスをそっと抜く。優希はぐったりと四肢を投げ出し、かすかに震えていた。

「優希、大丈夫か？」

　首を横に振り、のろのろと抱きついてきた。よほど激しい快感だったらしい。優希は怖がっていた。濡れた目尻と頰、唇にも、顔中にキスをして宥めてやる。

「ああ、もうっ」

　好きだ。好きで好きでたまらない。苦しいくらいに好きだ。これが愛しているということなのか。

　舌を引きだして軽く嚙んでやった。びくんと肩を跳ねさせて、もっととばかりに優希が舌を絡ませてくる。もう何度もイッているのに、貪欲に求めてきた。求められるのは嫌いじゃない。望むところだとばかりに闘とう志しが湧いてくる。ねちねちと舌を絡めあいながら、優希の尻に手を伸ばしてまさぐった。

「あ、ん、ん、ん、あんっ……」

　二度も中出ししたからどろどろだ。この中に突っこんだらさぞかし気持ちがいいことだろう。

　指でかき混ぜてやると、優希が淫みだらに足を広げて濱崎の腰を挟み、尻を振ってきた。ぼうっと霞かすんだような目をしているから、たぶん正気じゃないと思う。いつもの優希だったらこんなことは命じても恥ずかしがってやってくれないだろう。

　受け入れる側がどれほどの強い快感を得るのか、濱崎は知らない。挿そう入にゅう行為には体質的に向き不向きがある。優希はあきらかに最初から感じていたから向いていると思う。無む垢くだった体を開き、快楽を教えてここまでにしたのは濱崎だ。男としての矜きょう持じが満たされて誇らしいし、素直に学んで感じてくれている優希が愛しかった。

「優希、上に乗ってくれるか」

　羞恥心が強い優希はなかなか乗ってくれないので、チャンスだ。濱崎が仰向けになると、優希は腹の上に乗って、屹立を手で支えながら自分の中に受け入れた。さんざん体を繫げたあとだったので挿入はスムーズだ。

　根元まで入れると、優希は蕩けた目のままゆらゆらと揺れはじめた。激しい動きもいいが、ゆったりと高めていくのもいい。

「は、あ、ああ、んっ……」

　白い胸と白い喉を反らし、優希が陶然としている様子を下から眺めるのは最高だった。優希のペニスは勃っていない。すこし固くなっているていどだ。だがうしろでじゅうぶん感じているようで、うっとりしている。

「あ、ひぃ……っ」

　萎えたペニスを指で摘まんでやった。ぐにぐにと揉もむようにすると、腰の揺れが小刻みに早くなる。あらたな涙がつっと一筋、頰を滑り落ちていくのが見えた。ぞくぞくするほどきれいだった。
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　下から突き上げるようにして腰を動かす。優希の体が跳ねて、嬌きょう声せいが迸ほとばしった。

「ひあっ、あーっ、あーっ、あーっ」

「いいか？　優希、たまらないか？」

「いい、いいっ、た、たまら……らい……っ、はま、らき、さぁん……っ」

　呂ろ律れつが回らなくなった優希ががくりと上体を伏せてきた。後頭部を抱えるようにしてくちづける。ひくひくと痙けい攣れんしているような舌を舐めた。

　体勢を入れ替えて組み伏せる。足を持ち上げて、体を二つに折るようにした。繫がっているところが丸見えだ。だがもう優希は「見ないで」とは言わない。言えるほどの判断力は残っていない。

「優希、すげ……、なんでこんな……っ」

　きゅうきゅうと締めつけられて、動かずにはいられない。ガツガツと腰を打ちつけながら、すすり泣いている優希を見つめた。

　こいつは俺のものだという、猛烈な独占欲がぶわっと膨ふくれあがった。

「優希、優希、俺を名前で呼んでみろ」

「な、なまえ……？」

「駿介だ。知っているだろ。いつまで名字で呼ぶつもりだ。デスマス調もやめろ。いいかげん、引っ越してこい。わかったか？　わかったら返事しろ」

「は、はい……」

「いっしょに暮らそう。逃げ場所なんて必要ない。おまえの陰毛は俺が剃る。おまえは、一生、俺のそばにいればいいんだっ」

　朦朧としている優希がどこまで覚えているのかわからなかったが、とにかくいまこの瞬間に、言っておきたかった。

「しゅ、しゅんすけ、さ……んっ」

「そうだ。これからはそう呼べ」

「しゅん、すけ、さ………、しゅん……、すき…………、すき…………だいすきぃ………」

「このタイミングで言うな！」

　もうちょっと楽しみたかった。悔しく思いながらも射精へのカウントダウンがはじまってしまう。一気に駆け上がって、濱崎は最愛にして唯一の恋人の中に、思いのたけを注ぎこんだのだった。







　翌日は、特別クラスの集中練習期間第一期の最終日だった。

　記録会なので濱崎も優希もプールには入らない。当然、それを踏まえての、昨夜の荒淫だった。ふらふら、というか、ほとんどよぼよぼの優希を支えながらプールサイドへ行き、デッキチェアを置いて座らせてやる。

「ねぇ、優希先生、具合が悪いの？」

「先生、風邪？」

　子供たちが口々に言いながら心配そうな顔をして近寄ってくる。翼の姿はまだない。記録会をはじめる時間まではまだしばらくあるから希望は捨てていないが心配だ。

「先生、大丈夫？」

　優希はちょっとばかり引きつった笑顔で「大丈夫だよ」と答えていた。目の下には薄くクマができているし、元気がないのは確かなので、子供たちには体調が悪いとしか思えないだろう。

　だが見る人が見れば、たぶん色疲れなのがわかる。今日の優希は普段も着ているＴシャツ姿だが、首回りにはタオルを巻いていた。キスマーク隠しだ。

「ほらほら、各自、ウォーミングアップしろ。優希先生は大丈夫だから」

「はーい」

　子供たちはバラバラと散って、それぞれ柔じゅう軟なん体操をはじめる。優希がキッと見上げてきた。

「だれのせいでこんなことになっていると思っているんですかっ」

「だれのせいだろうな」

「濱崎さんですよ！」

「あー、はいはい。全部俺のせいね。すみませんでした」

　無意識だっただろうが、超絶にエロい顔つきと泣き顔に理性を持っていかれた濱崎からしたら、八割方は優希のせいだと思うのだが、ここは意固地になっても仕方がない。惚れた弱みだ。すみませんでしたと謝って、ご機嫌をとって、また抱かせてもらうしかない。

「謝罪に気持ちがこもっていないみたいですけど」

「もう何度も謝ったじゃないか」

　最中に約束させた『デスマス調をやめろ、名字じゃなくて名前で呼べ』がまったく履り行こうされていないことにはがっかりだが、これも仕方がないことだ。

　案の定、優希はあのやりとりを覚えていなかった。やはりセックスで朦朧としているときではなく、意識がはっきりしているときに約束させなければ意味がないわけだ。

「体調だけじゃないです。あのアパート、出て行かなくちゃならないかもしれないし……」

　優希は憂うれい顔でため息をついている。それについては濱崎の狙ねらい通りだった。

　夕方から夜中まで、近所迷惑顧かえりみずに延々とセックスしていたのだ。隣人にとってはたまったものではなかっただろう。今日になってから出勤のために二人揃って部屋を出てみたら、玄関のドアに管理会社からの手紙が挟まっていた。

『西沢様、騒音に対する苦情が数多く寄せられています。早急に対策を講じるか、退去の検けん討とうをお願いします』

　優希は青くなり、そして濱崎に怒りをぶつけてきた。だから引っ越して来いよ、と言った濱崎に、優希はムッと黙りこんだ。

　ベッドの方は壊れずになんとかもってしまった。いっそのこと壊れてくれたら優希も決心がついただろうに。

「おはようございます」

　聞きなれた声に振り向けば、翼が水着姿で立っていた。ゴーグルとキャップを持ち、ぐっと唇を引き結んで濱崎を睨み上げている。来てくれたか、と安堵した。

「おはよう。ちゃんと来たな」

「来ますよ」

　よく見ると翼の目がすこし赤い。昨夜、泣いたのか、それとも眠れなくて睡すい眠みん不足なのか。

「オレ、優希先生のことあきらめたわけじゃないですから」

　堂々のライバル宣言に驚いたのは優希だ。

「いまは濱崎先生と仲良くしているかもしれないですけど、何年か先はわからないじゃないですか。オレが大人になったとき、優希先生は濱崎先生と別れてひとりかもしれない」

「おい、不吉なことを言うんじゃねぇよ」

「絶対なんてないんです。だから待ちます。そのあいだ、オレは水泳を頑張る。濱崎先生よりも上を狙っていきます」

「その意気込みは歓迎する。ぜひ頑張ってくれ」

「とりあえず今日の記録会で自己ベストを出しますから」

「おう、期待しているぞ」

　翼は「ふん」と鼻息荒くプールサイドを歩いていき、仲間たちに混じって準備体操をはじめた。なかなか見どころのある中学生だ。これからが楽しみでわくわくする。

　ちらりと優希を見遣ると、毒気を抜かれたような表情になっていた。いまなら疑問に答えてくれるかもしれない。

「なあ、どうして俺と暮らすのは嫌なんだよ。金の問題以外になにがある？　言ってくれないとわからないんだが」

　子供たちには聞こえないような小声で聞いてみる。優希はしばし逡しゅん巡じゅんしたあと、「だって……」と視線を落とす。

「もうじゅうぶんなんです」

「なにが」

「幸せなんです。濱崎さんの恋人になれて」

「…………うん」

　どういう意味だ。

「いっしょに暮らしたりしたら、もっと幸せになってしまいそうで、怖いんです」

「は？」

「同棲なんて贅ぜい沢たくなことをしてしまったら、なんか、罰ばちが当たりそうじゃないですか？」

「おまえ、なに言ってんだよ…………」

　思わず脱力してしまった。

「アパートを引き払うのをためらっていたのは、俺のことを嫌になったときのための避難場所を確保しておきたかったからだと思っていたんだが」

「避難場所…では、ありますよ。でもそれは濱崎さんの方が俺と別れたくなったときのためで、俺が濱崎さんを嫌になることなんてあり得ないから、ちょっと意味が違います」

　さりげなく「嫌になることなんてあり得ない」と言われて、濱崎はひそかにいい気分になった。

「あのな、俺だっておまえを嫌になることなんてあり得ないと思っているんだぞ」

「えっ、ウソ……」

　びっくりした目で見上げてきた優希の顔がポッと赤くなった。マジで可愛いなと、濱崎は内心で舌打ちする。こんなところで可愛い顔をされてもなにもできない。

「昨夜言ったが覚えていないみたいだからもう一度言っておく。いいか、いっしょに暮らそう。逃げ場所なんて必要ない。おまえの陰毛は俺が剃る。おまえは一生、俺のそばにいればいいんだ」

「陰毛のくだりが余計です！　感動しきれないじゃないですか！」

　額まで真っ赤にした優希がデッキチェアから立ち上がり、手にしていたファイルで背中を叩いてきた。何事だと、プール内の視線が一気に集まる。今日は第一期の最終日なので保護者もたくさん来ていた。これはマズい。

「ごめん、優希、落ち着け。ここでヒートアップするな」

「うぅぅ」

　唸うなりながらも優希は矛をおさめてくれた。

　ふう、と息をついたところで「よう、ご両人」と一番聞きたくない声が背後からかかる。なんと市川だった。のんびりとプールサイドを歩いてくる。

「陰毛がなんだって？」

「なんでもないです。それより市川さん、なにをしに来たんですか？」

「記録会なんだろ。すこしくらい見学させてくれてもいいじゃないか」

「見学だけなら構いませんよ。そのかわり、うちの優希には勝手に声をかけない、指一本触れないと約束してください」

「うわ、なんだその独占欲。みっともないぞ。昨日は俺を放ってどこかへ行っちまうし。拗ねても知らないぞ」

「市川さんにどう思われようと俺はまったく気になりません。約束した記事はきちんと書いてくれるだろうと信用しています。優希さえ俺に惚れていてくれればいいんです」

　強気で言えるのは、優希とたっぷり愛しあって気持ちを確認したからだ。

「なんだよ、つまんねぇな。本命の恋人ができたら品行方正になっちゃって。昔の濱崎の方が面白かったな」

「面白くなくて結構。俺は幸せです」

「ああ、そう」

　市川はため息をついて、片手で自分の髪をくしゃっと乱した。

「幸せ……か。俺は出遅れたってことかな。いやタイミングが致命的に合わなかったってことか……」

　優希を促してスタート台の方へと歩いていこうとした濱崎の耳に、市川の独白めいた言葉が届いた。えっ、と振り返ろうとしたがやめておく。あれはきっとひとりごとだ。濱崎に聞かせるための心情ではない。きっと、聞こえなかったことにした方が、おたがいにとっていい。

　優希にも声が届いていたのかと表情を窺ったが、子供たちに「みんな、集まって」と声をかけてファイルを開きはじめた。いつもと変わらない態度に見える。もし聞こえていたとしても、濱崎とおなじように聞こえなかったことにするつもりなのだろう。

「はーい、じゃあ記録会をはじめますー」

　優希が名前を呼んだ順番に子供たちが並ぶ。

　てきぱきと進めている優希の横に立ち、特別クラスとしてのはじめての記録会にすこし緊張した面持ちで並んでいる子供たちを眺めた。

　これからここで生きていく。この子たちを育てていく。優希と二人で。

「じゃあ、濱崎先生、はじめましょう」

　濱崎は優希と顔を見合わせて、頷きながら微笑んだ。










　　　　あ　と　が　き







　こんにちは、またははじめまして、名な倉くら和わ希きです。この度たびは「恋のプールが満ちるとき」を手に取ってくださって、ありがとうございます。

　今回は元水泳選手です。いいですね、水泳選手。以前、水泳選手は全身の毛を剃そると聞いて、激しく萌もえました。背中とか、自分の手が届かない場所は選手同士で剃りっこするとも聞き、激しく萌えちらかしました。いいよ、いいよ、どんどん剃って！　あっちもこっちも剃ってしまえ！　というノリで、この話を書きました。はい、すみません。真剣に水泳に取り組んでおられる方々、本当にすみません。私は変態です。不治の病だと思って許してください。




　私自身、小学生時代にはスイミングスクールに通っていまして、泳ぐことが大好きで、高校時代には水泳部に所属していました（残念なことに、地元の中学校には水泳部がありませんでした）。公立高校だったので、当然プールは屋おく外がい。毎年、五月中に水泳部員が総出でプール掃そう除じをし、数日かけてプール一杯に水を貯ため、寒さに震えながら練習をはじめました。六月末に高校総体の地区予選がはじまるので、寒くても泳ぐ練習をしなければならなかったのです。唇を紫色にしながら泳いでいたけれど、若さゆえか、だれも風邪なんかひきませんでしたね。

　ただ私は本当に泳ぐことだけが好きだったので冬場の陸上トレーニングはめいっぱいサボっており、タイムはごく平凡でした。そのため剃てい毛もうしろと言われることもなく、大人になるまで水泳選手の常識を知りませんでした。知っていたらなにかが変わっていたかもと思わないでもないですが、いったいなにが変わったのかと聞かれてもわかりません。イケナイ方向へ変わっていたら、大変なことになっていたかもしれませんね。ええ、根っからの変態ですから。その当時、すでにＢＬ小説を書きはじめていて、投稿していました。

　真夏のぬるいプールも、初夏と晩夏のちょっと寒いプールも、懐かしいです。いまでもときどき泳ぎたくなりますが、まずこの肉体にフィットする水着を探すのに手間取りそうです。




　今作の元水泳選手たちも泳ぐことが大好きです。現役を引退して、子供たちを指導する道を選びました。名選手が、必ずしも名コーチになるわけではない、というのはどの競技でもおなじだと思います。濱はま崎ざきも優ゆう希きも、ひとりではなにかが足らないコーチになっていたかもしれません。でもふたりなら、おたがいに短所を補おぎない合あって、良い指導者になれそうです。

　数年後には、たぶん翼つばさクンが日本代表に選ばれるような選手になって、優希に再アタックするでしょう。濱崎とバトルを繰り広げてほしいです。優希の体毛はずーっと濱崎が剃っていると聞いて、翼クンはどう思うでしょうか。「優希先生、俺にも剃らせてください！　俺の毛も剃ってください！」と愛の告白。激怒した濱崎が「バカめ。優希にカミソリなんか持たせたことはない！　わりと不器用だからアソコが傷だらけになるぞ！」と暴ばく露ろし、さらに「こいつがＭ字開脚するのは俺だけだ！　こいつの陰毛は一本たりともおまえに渡さん！」と下品な独占欲を剝むき出だし。なにを言っているんだコイツ……と、静かに激怒した優希が、徹底的に濱崎を無視して同どう棲せいしているマンションで荷造りをはじめそうです。青くなった濱崎が「ごめん、悪かった」とオロオロしたりして――。

　楽しい。楽しすぎる。二人はお似合いではないかと思います。




　さて、今回のイラストは街まち子こマドカ先生です。雑誌掲載のときからお世話になりました。ほのかな変態色を素敵なイラストでカバーしてくださって、感謝しております。ありがとうございました。

　そして、いつも私の本を読んでくださっている方、今作はじめて読んでくださった方も、本当にありがとうございます。感想等を寄せていただけると、私は飛び上がるほど喜びます。これからもぼちぼちと書いていきますので、よろしくお願いします。

　それでは、またどこかでお会いしましょう。
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